
0            (1:4)          20cm

O      (1'3)     10Cm

第3図  1区  S1101出 土遺物実測図

遺構内からは古式上師器の破片・石製品・種実が出上した。この うち、図化 したものは 1～ 5。

Slで ある。
1は壺で、日縁端部は上下に拡張し面を形成する。2～ 4は庄内式密で、2・ 3は生駒山地西麓産

である。 2は K-4か ら、 4は K-1か ら出上した。 5は大型の鉢で、口縁部外面に凹線を、体

部の内面はヘラケズリを施す。この鉢は、加賀地域で出土する甕 【出上の類例には漆町遺跡Ⅱ図

版 107の 38(田嶋1988)、 戸水ホコダ遺跡第99図の233(出越1999)な どがある。】に施す調整や、頸

都から口縁部にかけての形状が似ていることから加賀地域で作り搬入された可能性が高いと考え

られる。 Slは石製品で、 敲打痕跡が数箇所あり、焦げ跡もある。 また、桃と思われる種が 1

点(Wl)出土した。この遺構の時期は、出土遺物から古墳時代前期の布留式古相に比定できる。

参考文献
。田嶋明人 1988『漆町遺跡Ⅱ』石川県立埋蔵文化財センター

・出越茂和 1999『戸水遺跡群 I 戸水ホコダ遺跡』金沢市埋蔵文化財センター

Sl
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Ⅳ 久宝寺遺跡第 27次調査 (K H99-27)

S K101

1-25-4・ 5C地区で検出した。平面形状は半円形を呈し、東西2.Om、 南北1.2m以上を測
る。断面形状は皿形で、深さ0。 15mを測る。埋土は5B2/1青黒色細粒砂混粘上で、古式上師器の破

片が出土した。このうち図化したものは6である。

6は山陰系の器台で、凸帯を 1条施す。この遺構の時期は、出土遺物から古墳時代前期の布留
式古相に比定できる。

S K102

1-25-4・ 5BoC地 区で検出した。平面形状は半楕円形を呈し、東西5,8m、 南北3.4m以
上を測る。断面形状は逆台形で、深さ0.3mを測る。埋土は上からa層 5B3/1暗青灰色粗粒シル ト

混粘土 (炭を少量含む)、 b層 10BG3/1暗青灰色粗粒シル ト混粘上、 c層 5B3/1暗青灰色粘上であ

る。 a層からは古式上師器が出上した。このうち図化したものは 7～ 11である。
7・ 8は直口壺である。 9。 10は甕で、 9は右上がりの夕タキを施し、内面に施すヘラケズリは

屈曲部に及ぶ庄内式甕である。 10の体部内面のヘラケズリは屈曲部におよんでいない。 11は椀形

高杯で、外面は黒く、表面は光沢がある。この遺構の時期は、出土遺物から古墳時代前期の布留

式古相に比定できる。

S K103

1-25-4B地 区で検出した。平面形状は半楕円形を呈し、東西3.3m以上、南北2.2mを測る、
断面形状は逆台形で、深さ0。 25mを測る。埋土は上からa層 5B2/1青黒色粗粒シル ト混粘土 (庚を

少量含む)、 b層 10BG3/1暗青灰色粘上である。 a層からは古式上師器が出土した。このうち図化
したものは12～ 15である。

12・ 13は短い脚が付く低脚の高杯である。 14・ 15は器台である。 14は貢通する器台である。庄内

式期の古相に比定できる。 15は突帯を 1条施し、山陰系の可能性がある。 この遺構の時期は、出
土遺物から古墳時代初頭の庄内式新相に比定できる。

S K104

1-25-4B地 区で検出した。平面形状は円形を呈し、径2.Omを測る。断面形状は皿形で、深
さ0.lmを測る。埋上は a層 5B2/1青黒色細粒シル ト混粘土、 b層5B5/1青灰色粘土である。古式上

師器の破片が少量出上した。このうち図化したものは16～ 19である。

16～ 18は甕である。 16・ 17は庄内式甕で、16は生駒西麓産である。 18は山陰系の可能性がある。

19は鉢で、日縁外面には凹線を施す。日縁端部が欠損しており不明ではあるが、残存している輪

郭から有段口縁になると思われる。 この遺構の時期は、出土遺物から古墳時代初頭の庄内式新相
に比定できる。

S K105

1-25-4B地 区で検出した。平面形状は円形を呈し、径0.5mを測る。断面形状は皿形で、深
さ0,lmを測る。埋土は5B2/1青黒色細粒シル ト混粘上である。古式上師器の破片が少量出上した

が、図化できたものはなかつた。

S K106

1-25-4B地 区で検出した。平面形状は南西―北東に長い楕円形を呈し、長径1.6m、 短径1.1
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mを測る。断面形状は皿形で、深さ0.05mを沢1る。埋土は5B2/1青黒色細粒シル ト混粘上である。

古式上師器の破片が少量出土した。このうち図化したものは20である。

20は鉢か椀形高杯と思われる。内面には丁寧に放射状のミガキを施している。この遺構の時期

は、出土遺物から古墳時代初頭の庄内式新相に比定できる。

S K107

1-25-4B地 区で検出した。この遺構はS1101を切る。平面形状は東西に長い楕円形を呈し、
長径 1.Om、 短径0.6mを測る。断面形状は皿形で、深さ0.08mを測る。埋土は5B2/1青黒色粗粒シ

ル ト混粘土 (炭を含む)である。古式土師器の破片が少量出土した。このうち図化したものは21で

ある。

21は庄内式甕で、器面表部の色は白つぱく、硬い。高温で焼きしめた結果と思われる。生駒西

麓産である。

S K108

1-25-4B地 区で検出した。平面形状は東西方向に長い楕円形を呈し、長径 0。 8m、 短径 0。 6
mを浪1る。断面形状は皿形で、深さ0.07mを測る。埋土は5B2/1青黒色細粒シル ト混粘上である。

古式上師器の破片が少量出上した。このうち図化したものは22である。

22は庄内式甕で、生駒西麓産である。

S K109

1-25-3・ 4B・ C地区で検出した。平面形状は半精円形を呈し、東西2.2m、 南北2.4m以

上を測る。断面形状は皿形で、深さ0。 lmを測る。埋土は5B3/1暗青灰色粗粒シル ト混粘土 (炭を

少量含む)である。古式土師器の破片が出上した。このうち図化したものは23～27である。

23は壺、24は甕、25・ 26は鉢、27は器台である。23は讃岐か阿波系の可能性がある。25は直日の

口縁で、内面はヘラケズジを施す。26は焼成後に施された貫通しない孔が口縁部外面に 1箇所あ

る。生駒西麓産である。

S Kl10

1-25-4B地 区で検出した。平面形状は円形を呈し、径0.4mを測る。断面形状は皿形で、深
さ0.05mを測る。埋土は5B2/1青黒色細粒シル ト混粘上である。古式土師器の破片が出土した。こ

のうち図化したものは28である。

28は布留式甕。この遺構の時期は、出土遺物から古墳時代前期の布留式古相に比定される。

S Klll

I-25-4B地 区で検出した。平面形状は東西に長い楕円形を呈し、長径 0。 6m、 短径 0。 4mを

測る。断面形状は逆台形で、深さ0。 13mを測る。埋土は a層 5B6/1青灰色粗粒シル ト混粘上、 b層

5B2/1青黒色細粒砂混粘土 (炭を多量含む)、 c層 5BG5/1青灰色粘上である。 c層からは古式上師

器の破片が出土した。このうち図化 したものは29である。

29は高杯で、筒状の脚部である。

S Kl12

1-25-3・ 4B地区で検出した。北側はS Kl14に切られる。平面形状は東西に長い精円形を

呈し、東西1.Om、 南北1,8mを測る。断面形状は皿形で、深さ0。 lmを測る。埋土は a層 5B3/1暗

青灰色粗粒シル ト混粘土 (炭化 した自然木を多く含む)、 b層 5B5/1青灰色細粒シル ト混粘上であ
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Ⅳ 久宝寺遺跡第 27次調査 (K H99-27)

る。 a層からは古式土師器の破片が出土した。このうち図化したものは30である。

30は椀形の高杯で、内外面は丁寧にヘラミガキを施し、内面は黒漆と思われる黒色物質を塗布。

この遺構の時期は、出土遺物から古墳時代前期の布留式古相に比定される。

S Kl13

1-25-4B地 区で検出した。 S1101、 S Kl14を切る。平面形状は南北方向に長い不定形を
呈し、長径 1.lm、 短径0.8m以上を測る。断面形状は逆台形で、深さ0.12mを測る。埋土は5B3/1

暗青灰色粗粒シル ト混粘土 (炭を含む)である。古式土師器の破片が出上した。このうち図化 した

ものは31である。

31は高杯で、裾部の外面には縦方向のヘラミガキを丁寧に施している。

18

鷺 院

ワ ン ロ

S K101
S K106
S Kl10

６

２０

２８

30

S K102 7～ 11
S K107 21
S Kll1 29
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31

S K103 12～ 15 S K104 16-19
S K108 22   S K109 23-27
S Kl12 30   S Kl13 31
0             (1:4)           20cm
|

第 9図  1区  S K101～ 104・ S K106～ 113出土遺物実測図



表 2 出土遺物観察表 (2)
遺物

番弓

図j15

番据

遺構

眉序
器種

法量

(cm)
形態・調整等 色調 胎土 焼成 備考

Ｓ Ｋ

‐０１

古式上師器
器台

受部は外反する。受部の外面下位に突帯を 1条施す。受部の内面
は左上がりのヘラミガキ、外面は右上がりのヘラミガキを施す。
頃部の内外面はユビナデを施す。

豹外 面 7 5YR7深

策橙色

1～ 3 mll¢
砂粒含む。

良好 コ陰系

ワ Ｓ Ｋ

‐０２

古式上師碁

壷

日径174 日縁部は直線的に外上方へひらく。端部は内側へ肥厚し九く終わ
る。日縁部の内面はハケナデのヘラミガキ、外面はヘラミガキを
施す。

内外 面 75釈 7//1
橙色

1～ 3 mm¢
砂粒含む。

良好

Ｓ Ｋ

‐０２

古式上師碁

霊

口縁部は直線的に外上方へひらく。日縁部の内外面はヘラミガキ

を施す。

内 外 面 75釈7/4
にぶい橙色

1～ 2 mnC
少粒含む。

良好

Ｓ Ｋ

‐０２

古式上師審

甕

日宿&152 日縁部は屈曲し外反する。端部はつまみ出し面を形成する。日傷
部の内面はハケナデのちヨコナデ、外面はヨコナデを施す。体吉「

の内面はヘラケズヅ、外面は右上がりのタタキのち左上がりの′ヽ

ケナデを施す。

為面 7 5YR4/1権

天色

小面 75釈7/1研
場灰色

1-5 1nm互

砂粒含む。

(角閃石を修

く含む生巌

西麓産)

好

く
締

，

硬

き

る
。

良

く

焼

ま

Ｓ Ｋ

‐０２

古式上師群

甕

日径130 口縁部は屈曲し外反する。端部は上方へつまみ出し丸く終わる。
日縁部の内面はハケナデのちヨコナデ、外面はヨコナデを施す。

休部の内面はヘラケズリを施す。ヘラケズリは屈曲部までおよん
でいない。外面は左上がりのハケナデを施す。

均面 7 5YR5/3に

ぶい褐色
71・ 面 7 5YR4/2灰

場色

1-3anα
少粒含む。

良好

Ｓ Ｋ

‐０２

古式上師番

椀形高杯

日宿豊122 口縁部は平らな杯底部から内湾する。端部は尖りぎみに丸く終わ
る。杯部の内面はヘラミガキ、外面の下位はヘラケズリのちヘラ

ミガキ、上位はヘラミガキを施す。外面の下位は部分的に黒く、
表面は光沢がある。黒色物質 (黒漆 ?)を塗布していると思われ
る^

内面 7 5YR7/41こ

Sい橙色
タト顧豆7 5YR6/31こ

ぶい褐色

1～ 5 mm¢
少粒含む。

良好

Ｓ Ｋ

‐０３

古式土師器

高杯

脚部は短く立ち上がる。裾部は内湾ぎみに外下方へひらく。脚却
の内面はユビナデのちヘラミガキを施し、シボツロがある。外面
は縦方向のへらミガキのちユビナデを施す。裾部の内面はヘラミ
ガキを施す。ヘラ状工具による直線的な押さえが数箇所ある。外

面は縦方向のヘラミガキのち横方向のヘラミガキを施す。裾部の
スカシ孔は4個あり、焼成前にあけている。脚部と裾部の境に爪
で押した痕跡がある。

内面 7 5YR8/2灰

白色
タト雇三5YR7/41こ が
い橙色

l-2 mm¢
少粒含む。

良好

Ｓ Ｋ

‐０３

古式上師器

高杯

脚部は短く立ち上がる。裾部は内湾ぎみに外下方へひらく。脚割
の内面はユビナデ、外面は縦方向のヘラミガキのちユビナデを加

す。裾部の内面はユビナデ、外面はヘラミガキのちユビナデを加

す。裾部のスカシ孔は4個あり、焼成前にあけている。

均面 7 5YR6/1

天色
/1・ 面 7 5YR7/2

易匠れ

獲

咲

l mmの 砂准

舗む。

支好

‐４

　

　

８

Ｓ Ｋ

‐０３

古式上師器

器台

日径855 貫通する器台で、日縁端部は上下に拡張し面を形成する。裾部の
内外面はヘラミガキを施す。脚部の内面はユビナデを施し、粘土

接合痕が上位にある。また、内面は部分的に縦方向に割れてし`

る。受部の内外面はヘラミガキを施す。端面はユビナデを施す。

均外面10YR7/3に

ぶい黄橙色

1-4 mln¢

砂粒含む。

良好

‐５

　

　

８

Ｓ Ｋ

‐０３

古式上師器

器台 ?

日縁部は外上方へ外反する。外面に突帯を1条施す。突帯はユヒ

ナデ、日縁部の内面はハケナデのちヘラミガキ、外面は横方向¢
ヘラミガキを施す。

均拒巨7 5YR6/1権

天色

朴面 7 5YR6/8程
名

1～ 2 mn¢
砂粒含む。

良好 ●陰系

Ｓ Ｋ

‐０４

古式土師器 日3邑 143 口縁部は屈曲し外反する。端部は上下方へつまみ出し、面を形成
する。体部の内面はヘラケズツ、外面は右上がりのタタキのちユ
ビナデを施す。日縁部の内面はハケナデのちユビナデ、外面はユ
ビナデを施す。

内面101R5/1褐 灰

色

外面10YR2/1黒 色

1～ 2 Hln¢
砂粒含む。

(角閃石を多
く含む生所

西麓産)

ガ

く

締

＞

硬

き

る
。

良

く

暁

ま

Ｓ Ｋ

‐０４

古式上師器

変

口径 165 口縁部は屈曲し外反する。端部は上方へつまみ出し面を形成サ
る。端面は凹線状にくばむ。日縁部の内面はハケナデのちユビサ
デ、外面はユビナデを施す。

均面10YR4/1掲 が

生

朴面10釈6/6明 ヌ
掲俸

l nHの 砂刈

筈む。

良好

‐８

　

　

８

Ｓ Ｋ

‐０４

古式上師番

二重日縁

密 ?

日名&140 日縁部は外反し段をもち、さらに外反する。端部は外へつまみ世
し面を形成する。日縁部の内外面はヨコナデを施す。外面には妨
が付着している。

均面 25Y灰 白荏
小面 10YR6/1掲 房

色

1～ 2 mln C
少粒含む。

良好 コ陰孫

Ｓ Ｋ

‐０４

古式上師器

鉢 ?
店部は内湾する。日縁部は外反する。日縁部の内面はヘラミス

キ、外面は横方向の凹糠文を施す。体部の内面は縦方向のヘラミ
ガキ、外面は横方向のヘラミガキを施す。

内外面10釈 7/4に

ぶい黄橙色

1-2 mn¢
少粒含む。

良 好

Ｓ Ｋ

‐０６

古式上師器

鉢?椀形高
杯 ?

日雀と100 日縁部は内湾する。端部は尖りぎみに丸く終わる。日縁部の内面
は横方向のヘラミガキの後、放射状のヘラミガキ、外面は横方百
のヘラミガキを施す。

内外面101R7/41こ

ぶい黄橙色

1～ 2 mln¢
少粒含む。

良好
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3 出土遺物観察表 (3

遺構

層序
器種

法量

(cm)
形態・調整等 色調 胎土 焼成 備考

SK
107

古式上師器

甕

日径 206 口縁部は外反する。端部は上方につまみ出し面を形成する。端面
は凹線状にくばむ。日縁部の内面はハケナデのちヨコナデ、外顧
の下位はタタキのちヨコナデ、上位はヨコナデを施す。体部のメ
面はヘラケズリ、外面は右上がりの夕タキを施す。

内外面10釈 7/1夙

白色

I-2 mm¢
砂粒含む。

(角 閃石を多
く含む生麟

西麓産)

角

く

締

＞

硬

き

る
。

良

ぐ

焼

ま

Ｓ Ｋ

‐０８

古式上師器

甕

日径 140 口縁部は外反する。端部は上方につまみ出し面を形成する。口続
部の内外面はヨコナデを施す。

内外面10釈 5/1鞭

灰色

1-∀ 2111n¢

砂粒含む。

(角 閃石を蓼

く含む生辟

西麓産)

好

く
締

タ

硬

き

る
。

良

く

焼

ま

２３

　

　

８

Ｓ Ｋ

‐０９

古式上師器

笙

口宿&225 日縁部は外反する。端部は上下につまみ出し面を形成する。端匿
には凹線を 1条施 し、下端はキザミロを施す。日縁部の内面は櫻
方向のヘラミガキ、外面は縦方向のヘラミガキを施す。

内面5YR6/8橙 魯

タト面 7 5YR6/41こ

ぶい橙色

1～ 5 1nln C

少粒含む。

良好 力‐
汲

岐

　

？

讃

阿

系

Ｓ Ｋ

‐０９

古式上師群

甕

日ね&188 口縁部は外反する。端部は上方へつまみ出し面を形成する。日纏
部の内外面はヨコナデを施す。体部の内面はユビナデを施し、圧
由部にはヘラ状工具による痕跡がある。外面は大筋の夕タキ (〔
本/1cm)を 右上がりに施す。

内面10釈 7/6明 芸

褐色

外面10釈6/2灰 タ
掲色

1～ 3 mnα
抄粒含む。

良好

２５

　

　

８

Ｓ Ｋ

‐０９

古式上師番
鉢

日径 141

応部最チ

径162

口縁部は直線的に上方へ伸びる。日縁部の外面には粘土接合の疲
跡がある。体部の内面は横方向のヘラケズ )を施す。ヘラケズジ
の方向は右から左と思われる。体部の外面中位は縦方向のハケサ
デ、上位は左上がりのハケナデ後、ハケナデとヘラミガキを部分
的に右上がりに施す。

内面10YR7/21こ 売
い黄橙色

外面10YR6/2灰 安

褐色

1～ 2 mln互
少粒含む。

良好

２６

　

　

３

Ｓ Ｋ

‐０９

古式上師器

鉢

日径 118 日縁部は内湾する。端部は尖りぎみに丸く終わる。日縁部の外顧
には焼成後、貫通しない孔がある。日縁部の内面はハケナデのを
ユビナデ、外面はユビナデを施す。

内面 10釈 6/1褐豚
色

外面 10YR6/81こ お

い黄橙色

l-3 1nln C

砂粒含む。

(角 閃石を多
く含む生麟

西麓産)

好

く

締

＞

硬

き

る
。

良
＜

焼

ま

Ｓ Ｋ

‐０９

古式上師器

器台

径裾 裾部は「ハ」の字に直線的に外へひらく。裾部の中位にはスカ
孔が 3方向にあけられている。裾部の内面はユビナデを施し、
ラ状工具によるナデによる痕跡がある。外面は横方向のヘラミ
キを施す。

ズ

均外面10釈 7/2に

いい責橙色

l-3 1nn互

少粒合む。

良好

Ｋ

０

Ｓ

ｌ

古式上師器

甕

日縁部は内湾する。端部は上方へつまみ出し面を形成する。日続
部の内外面はヨコナデを施す。

均外面25Y7/2が

煮色

l mmの 砂酒

含む。

良好

SK
lll

古式上師基

高杯
据部は直線的にひろがる脚部から屈曲し外側へ伸びる。杯部の上
面はユビナデを施す。脚部の内面はユビナデで、全体的にしばり
目が確認できる。上端には粘土接合の痕跡がある。外面は縦方

"のヘラミガキを施す^

内面 7 5YR7/1リ

褐灰色

外 面 7 5YR7/8森

搭 得

1～ 3 mn¢
砂粒含む。

良好

３０

　

　

８

SK
l12

古式上師器

高杯

日径 131 日縁部は内湾する。杯底部の外面には、段がある。日縁部およつ
杯部の内面は横方向のヘラミガキのち放射状ヘラミガキを施
す。外面は左上がりのハケナデのち横方向のヘラミガキを施す。
黒い物質 (黒漆か?)を内面に塗つている。

内面 5YR7/4に お
い橙色

外面5YR6/8橙 色

1～ 3 mm互
少粒含む。

良好

Ｋ

３

Ｓ

ｌ

古式上師器

高杯

裾 部 雀

148
据部は「ハ」の宇にひらく。端部は面を形成する。裾部の内面に
斜方向のハケナデ、外面は縦方向のハケナデのちヘラミガキを加
す。

内外面10YR6/6程

色

1-3m14¢
少粒含む。

良好

Ⅳ 久宝寺遺跡第 27次調査 (K H99-27)

S Kl14

1-25-3・ 4B地区で検出した。この遺構はS Kl12を切 り、 S Kl13に切られる。平面形状
は東西に長い不定形を呈し、東西4.Om以上、短径3.3m以上を測る。断面形状は皿形で、深さ0。 2

mを測る。上からa層 2.5Y4/1黄灰色粗粒シル ト混粘土、 b層 5B5/1青灰色細粒シル ト混粘土 (炭を

多量に含む)、 c層 10BG2/1青黒色細粒砂混粘土 (炭を多量に含む)。 b層からは古式土師器が出土
した。また、遺構底面の中央部分には南東―北西方向に長い楕円形の窪みが 2箇所ある。北側の

窪みは長径2.2m、 短径0.6m、 底面からの深さ0.15mを測る。埋土は10BG4/1暗青灰色細粒シル ト

混粘土 (炭を含む)で、古式上師器が出土した。南側の窪みは長径 1.8m、 短径 1.lm、 底面からの

深さ0.2mを測る。埋土は5B4/1暗青灰色粗粒シル ト混粘土 (炭を含む)で、古式土師器が出土した。

このうち図化したものは32～ 48・ W2である。
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32は小型壺である。内面は、表面を丁寧にナデ調整していないため粘土接合痕が顕著に残る。

34～ 39は壺である。34は外面に波状文を施す。35は 口縁端部と内面に波状文を施す。36は複合

口縁で、頸部に沈線を 2条施す。山陰系の可能性がある。37は外面に凹線を3条+α を施す。

40～ 45は甕である。40・ 41は林部最大径が中位にあり、外面のタタキは太く、口縁部まで達して

いる。42・ 43の端部は上方へつまみ出し面を形成する。体部最大径は上位にあり、日径を上回る。

夕タキのち施されるハケナデは上位まで達しているが全面には施していない。内面は全体をヘラ

ケズリしている。45は体部最大径が中位にあり、球形の体部である。底部は平らで、外面にハケ

ナデを施す。体部内面下位はヘラケズジを行ったのちナデを施し、指圧痕が顕著に残つている。

40・ 41・ 45は生駒山地西麓産の胎上である。40～45の体部内面のヘラケズヅは屈曲部までおよぶ。

46は高杯で、裾部には 2段にスカシ孔を施す。33・ 47は山陰系の器台である。47は、裾部の上位

に 1条の突帯を施す。48は粘上の塊である。W2は 自然木で、伐採したのち、細かい枝は切りお
としている。加工痕はなく、用途は不明である。この遺構の時期は、出土遺物から古墳時代初頭

の庄内式新相に比定できる。

埴i寸 i礁

※遺構内番号は遺物番号

遺物実測図=1:10

25Y71責灰色粗粒シルト混粘土
5B5/1青灰色細粒シルト混粘土(炭化物多量含む)
10BG2/1青 黒色細粒砂混粘土 (炭化物多量含む)
10BG4/1暗 青灰色細粒シルト混粘土 (炭化物多量含む)
5B4/1暗 音灰色細粒シルト混粘土(炭化物多量含む)

0             (1:40)           2 rn

第10図  1区  S Kl14平・断面図
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Ⅳ 久宝寺遺跡第 27次調査 (K H99-27)

綾 ノ 韓
３５　
Ｖ
ぺ
３８

ダ 惨

ＩＧ
15cm

第11図  1区

―
(I:)一 til ⑥

S Kl14出土遺物実測図

D              (1:4)            20cm
W2
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出土遺物観察表 (4
彰

Ｅ≠．
筋

Ｅ巧

遺

番

図

番

遺構

層序
器 種

法量

(cm)
形態・調整等 色調 胎 土 焼成 備考

SK
l14

古式上師器

小型壷

日径 91
体部最メ

径92

口縁部は九い体部から屈曲し直線的に外上方へ伸びる。端部はヽ
や内湾し、尖りぎみに丸く終わる。日縁部の内面は横方向のヘラ
ミガキ、外面は横方向のヘラミガキを施す。体部の内面はユビサ
デを施し、粘土接合の痕跡が顕著に残る。外面ハケナデのちヘラ
ミガキを施す。

内面10YR6/1褐 5
色
タト属子10YR6/8とこら
い黄橙色

1-2 mH¢
砂粒合む。

良好

３３

　

　

９

SK
l14

古式上師器

器台

据径 180 口縁部は外上方へ直線的にひらく。端部の内面に面を形成する。
日縁部の内端面ハケナデのちヘラミガキを施す。受部の内面は棲
方向のヘラミガキを施す。外面は横方向のヘラミガキを施した

後、ヘラ状工具による痕跡が見られる。受部の内外面には部分的
に黒斑がある。

勺外 面 75釈 7海
月褐灰色

1～ 3H4互

少粒含む。

良好 山陰系

３４

　

　

９

SK
l14

古式土師器

霊

日径158 日縁部は外反する。端部は上方へつまみ出し面を形成する。日縁
部の内外面はヨコナデを施す。日縁端部にキザミロ、外面に波状
文を2条+α施す。内面には煤が付着している。

内面 10YR5/2灰斧

褐色

外面 10YR7/1灰 亡
色

2 mmの 砂組

含む。

良好

３５

　

　

９

Ｋ

４

Ｓ

ｌ

古式 上師器

aE

日縁部は直線的に外側へ伸びる。端部は上方につまみ出し面を荘
成する。内外面は縦方向のヘラミガキを、端部と内面には波状文
を施す。

内外面25Y7/3が

黄色

3 alnの 砂瓶

含む。

良好

３６

　

　

９

SK
l14

古式上師器

複合日縁壺

日宿邑150 日縁部は内上方に直線的に伸びた後、外上方へ曲がり段を有し外
反する。端部は面をもつ。日縁部の内外面はヨコナデを施す。辱
部に沈線を2条施す。体部の内面はヘラケズリ、外面はユビナデ
を施す。

勺面 10YR7/21こ ぶ
ィヽ黄橙色

■面10YR7/1灰 白
名

3 mmの 砂瓶

含む。

良好 山 睡
系 ?

３７

　

　

９

Ｋ

４

Ｓ

ｌ

古式上師器

複合日縁重

日縁部は外反する。日縁部の外面に凹線を 3条 +α施す。内面帽
ヨコナデを施す。

内外 面 25釈 5/イ
にボい赤褐色

l anlの 砂�

全む。

良好

SK
l14

古式上師器

三

日縁部は屈曲し直線的に上方へ伸びたのち外反する。日縁部の内
面はハケナデのちヨコナデ、外面はハケナデを施す。体部お内外
面はハケナデを施す。

内面25Y8/3淡メ
色

外面10YR6/1褐が
色

3 mnの 砂相

全む。

良好

３９

　

　

９

SK
l14

古式上師審

壷

本吉F最赤

壬151歴

郭径31

底部は突出する上げ底である。体部は扁平な球形で、体部最大雀
は下位にある。頸部は短く直線的に外上方へ伸び、屈曲し外上方
へ広がる日縁部が付くと思われる。頸部の内外面はヘラミガキを
施す。体部の内面下位はハケナデ、中位はヘラ状工具によるサ
デ、上位はユビナデを施す。体部の外面下位は左上がりのヘラミ
ガキ、中位は横方向のヘラミガキ、上位は左上がりのヘラミガキ
を施す。底部～体部の外面には黒斑がある。

内面10YR7/1灰 亡

色
クトロ]10YR7/41こ お
い黄橙色

1-5 mn互
砂粒含む。

良好

４０

　

　

９

Ｋ

４

Ｓ

ｌ

古式上師群

甕

日径 14(

麻部最大

径150

本部は縦長の球形になると思われる。日縁部は屈曲し外反する。
鵜部は尖りぎみに丸く終わる。日縁の内面はハケナデのちヨコナ
ガ、外面はタタキ (4本/1clll)のちヨコナデを施す。体部の内面
ま左上がりのヘラケズリを施す。ヘラケズリは屈曲部までおよ
ぶ。外面の中位は右上がりの夕タキのち左上がりと右上がりのハ

アナデ、上位は右がりのタタキのち左上がりのハケナデを施す。
本部の外面には媒が付着している、

内面25Y5/4黄褥
色

外 面 7 5YR6/2夙

掲色

1～ 2 11m α
砂粒含む。

(角閑石を参

く含む生聯

西麓産)

月

く

締

，

硬

き

る
。

良

く

焼

ま

４‐

　

　

９

SK
l14

古式上師器

甕

口径 14(

体部最赤

径177

体部は維長の球形になると思われる。日縁部は屈曲し直線的に外
上方へ伸びたのち外反する。端部は丸みのある面を形成する。日

縁部の内面あヨコナデを施し、粘上接合の痕跡がある。外面はタ
タキ (4本 /1clll)の ちヨコナデを施す。体部の内面は左上がりの
ヘラケズリを施す。ヘラケズツは屈曲部までおよぶ。体部の外面
中位は横方向のタタキのち左上がりのハケナデ、上位は右がりの

タタキのち左上がりのハケナデを施す。体部の外面には媒が付着
している。

内面25Y5/4責捷
色

外面10YR5/2灰奔
掲色

1～ 3 mmの
砂粒合む。

(角閃石を多
く含む生蹴

西麓産)

斉

く

締

＞

硬

き

る
。

良

く

暁

ま

４２

　

　

９

Ｋ

４

Ｓ

ｌ

古式上師器

甕

日径 144

器高 16ィ

休部最大

径166

底部は尖り底であるが若干平らな部分を残している。体部の下位
は丸みがあるが直線的に外上方へひらく。体部最大径は上位にあ
る。日縁部は屈曲し外反する。端部は上方へつまみ出し面を形成
する。日縁部の内面はハケナデのちヨコナデ、外面はヨコナデを
施す。体部の内面下位は左上がりのヘラケズリのちユビナデ、中
位は横方向のヘラケズリ、上位は左上がりのヘラケズリを施す。
体部外面の下位はハケナデ、中位は左上がりのタタキを施すが、
ハケナデにより消されている。上位は右がりのタタキ (35本 /1
m)の ち左上がりのハケナデを施す。外面全体に煤が付着してい
る。

内タト面5Y7/2灰 筐

色

1-3 mm¢
砂粒含む。

良好 庄内式

甕。

他地頓
の胎土

か ?

４３

　

　

９

Ｋ

４

Ｓ

ｌ

古式上師器

甕

日径 14`

器  清
1525 ,
部最大雀
15 55

底部は尖り底である。体部下位は丸みがあるが直線的に外上方ヘ

ひらく。体部最大径は上位にある。日縁部は屈曲し外反する。端
部は上方へつまみ出し面を形成する。日縁部の内面はハケナデの

ちヨコナデ、外面はヨコナデを施す。体部の内面下位は左上がり
のヘラケズリのちユビナデ、中位は左上がりのヘラケズヅ、上位
は右上がりのヘラケズジを施す。体部の外面下位～中位は左上が
りのハケナデ、中位は横方向のタタキのち左上がりのハケナデ、
上位は右がりの夕タキ (35本 /1clll)のち左上がりのハケナデを
施す。外面全体に媒が付着している。

為外面10YR8/2豚

白色

1-3 nn¢
砂粒含む。

良好 亡内試

甕。

也地期
の月台土

わゝ?
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表 5 出土遺物観察表 (5)

〓
．

商

Ｅ
Ｆ
．

番

目

昏

遺構

層序
器種

法量

(cm)
形態・調整等 色調 胎 土 焼成 備考

SK
l14

古式上師器

甕

日宿≧147 日縁部は「く」の字に屈曲し外反する。端部は上方へつまみ出 t
面を形成する。端面は凹線状のくばみがある。日縁部の内面はオ
上がりのハケナデのちヨコナデ、外面はヨコナデを施す。体部¢

均面はヘラケズリ、外面は縦方向のハケナデのちユビナデを加

す。

内面 5YR6/8橙 佳

外 面 5YR6/2灰 権

色

1-2 11nn¢

沙粒含む。

良好 庄 内芸

甕

他地jHJ

の胎土

んゝ?

４５

　

　

９

Ｋ

４

Ｓ

ｌ

古式上師器

甕

口径 148

器 高 17ε

体部最大

径 172底
部径30

底部は突出しない平底である。体部は横長の球形で、体部最大倉
は中位にある。日縁部は屈曲し外反する。端部は上方へつまみと
し、面を形成する。端面は凹線状にくばむ。日縁部の内面は左■
がりのハケナデのちヨコナデ、外面はタタキのちヨコナデを加
す。体部の内面下位は左上がりのヘラケズツのちユビナデ、中

～は左上がりのヘラケズリ。上位は横方向のヘラクズリを施す。ハ

ラケズヅは屈曲部までおよぶ。体部の外面下位は左上がりのハタ
ナデ。中位は横方向のタタキのち左上がりのハケナデ、上位はた
上がりのタタキ(5本/1 cm)を 施す。底部の外面はハケナデを旋
す。外面の全体に媒が付着している。

内面101R4/6褐 荏

外面 10釈 5/8黄稚
色

1～ 4m¢
砂粒含む。

(角 閃石を参

く含む生離

西麓産)

痛

く

綿

＞

硬

き

る
。

良

ぐ

焼

ま

SK
l14

古式上師群

高杯

居径158 裾部は「ハ」の字にひらく。端部は面を形成する。スカンは4方
向 ?の孔を 2段に施す。裾部の内面はハケナデ、外面はハケナデ
のち縦方向のヘラミガキを施す。

内外面25Y8/1灰

白色

l-3 mm互
砂粒含む。

良好

４７

　

　

９

Ｋ

４

Ｓ

ｌ

古式上師基

小型器台

居径104 据部は「ハ」の字にひらく。端部の内面は面を形成する。屈曲笥
に凸帯を 1条施す。裾部の内面は横方向のヘラケズリ、外面は櫻
方向のヘラミガキを施す。

内面10YR5/1褐 が
色

外面 10釈 6/1褐が

色

17-2 mnC
少粒含む。

良好 山陰系

Ｋ

４

Ｓ

ｌ

粘土塊 下定形の粘上の塊である。焼いた痕跡はない。 均外面25Y6/1要

天色

1～ 3 mln屡
D砂 粒 ε
い。

良好 を

粘

？

器

る

か

上

乍

と

VV SK
l14

用途不明木

製品

霊さ606
属86
享み45

伐採時の切り跡は確認できるが、加工の痕跡はない。 10YR2/1掃ミて已

Ⅳ 久宝寺遺跡第 27次調査 (K H99-27)

S D101

1-25-4C地区で検出した。南北方向にほぼ直線に伸びる。検出長7.Om、 幅1.1～ 1,7mを測り、

北側が広くなる。断面形状は皿形で、深さ0。 lmを測る。埋土は a層 5Y5/1灰色細砂、 b層 5B3/1暗

青灰色細砂混粗粒シル トである。 a層から古式上師器の破片が出上した。このうち図化したもの

は49～57である。

49・ 50は壷で、49の内外面には粘土接合痕が顕著に見られる。50は大型壺の体部になると思われ

る。外面には上から波状文、直線文、刺突文を施す。51～54は密である。51～ 53は生駒山地西麓

産の庄内式甕である。54の端部は内側へ肥厚罰せ上部に面をもつ布留式甕である。55は浅い椀形

の高杯で、表部磨耗のため調整不明瞭であるが、杯部の内面に縦方向のヘラミガキ、外面横方向

のヘラミガキを施している部分が見られる。56は器台である。受部の内面には横方向のヘラミガ

キのち放射状のヘラミガキ、外面には横方向のヘラミガキを施す。57は手焙形土器と思われる体

部の破片である。外面には刻み目を施した突帯を 1条貼 り付ける。突帯の下には波状文を施して

いる。

また桃と思われる種が 6点 (W3-1～ 6)出土した。 この遺構の時期は、出土遺物から古墳時
代初頭の庄内式新相～同時代前期の布留式古相に比定できる。

つ
０
つ
る
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表 6 出土遺物観察表 (6
遺物

番号

図版

番号

遺構

層序
器種

法量

(cm)
形態・調整等 色調 月台土 焼 成 備考

Ｄ

ｌ

Ｓ

ｌ０

古式上師碁

小型壷

日径 103 日縁部は内湾する。端部は外側へつまみ出し尖りぎみに丸く終差
る。日縁部の内面はハケナデのちヘラミガキ、外面はハケナデ互

ちヘラミガキを施す。日縁部の内外面には粘土接合の痕跡がある
`

勺面5YR6/6橙雀

小面5釈6/1灰色

l mlnの 砂消

争む。

良好

Ｓ Ｄ

‐０１

古式上師群

霊

球形の体部になると思われる。体部の外面は波状文・直線文・刺安
文を、内面はハケナデのちユビナデを施す。内面には黒斑がある。

均面N4/0灰色列

面5Y7/2灰 白色

l-3 mml C

少粒含む。

良好

SD
101

古式上師群

甕

日径168 日縁部は外反する。端部は上方へつまみ出し面を形成し、端面は
凹線状にくばむ。日縁部の内面はハケナデのちヨコナデ、外面は
タタキ (4本/1 clll)の ちヨコナデを施す。体部の内面は右上がり
のヘラケズリを施す。ヘラケズリは屈曲部までおよぶ。外面は右
上がりのタタキ後ヨコナデを施す。

内外 面 5Y5/1灰

色

1～ 4 mmの
砂粒含む。

(角 閃石を多

く含む生厳

西麓産)

角

く

締

。
＞

良
飯
騰
銘

SD
101

雪式上師器

甕

日径152 日縁部は外反する。端部は上方へつまみ出し面を形成する。端西
は凹線状にくばむ。日縁部の内面はハケナデのちヨコナデ、外面
下位はタタキ (6本/1 clll)のちヨコナデ。上位はヨコナデを施す。
体部の内面はヘラケズジを施す。ヘラケズリは屈歯部までおよぶ。

勺外 面 10釈 5/ラ

疋黄褐色

3 nllnの 砂消

含む。含む。

(角 閃石を蓼

く含む生麟
両奮落Ⅲ

良 好
(硬 く
焼き締

まる。)

SD
101

古式上師器

甕

日径174 日縁部は外反する。端部は上方へつまみ出し面を形成する。端面
は凹線状にくぼむ。日縁部の内面はヨコナデ、外面下位はタタキ

(5本/1 clll)のちヨコナデ、上位はヨコナデを施す。体部の内面は
ヘラケズリを施す。ヘラケズツは屈曲部までおよぶ。外面は右上
がりのタタキを施す。外面には煤が付着している。

内 面 10YR5/2夙

黄 褐 色  外 面
10YR3/1弓ミ串邑て已

2 mmの 砂葛

合む。含む。
(角 閃石を参

く含む生跡

西麓産)

刻

く

締

。
ヶ

良
傾
購
銘

Ｓ Ｄ

‐０１

古式上師署

甕

日縁部は外反する。端部は内側へ肥厚させ面を形成する。
の内面はハケナデのちヨコナデ、外面はヨコナデを施す。
は煤が付着している。

剤

に

縁

面

日

外

内 面 10YR7/1灰

白色 外面N3/0
暗灰色

l mnの 砂お

含む。

翼好

Ｓ Ｄ

ｌＯ‐

古式上師碁

高杯

日径 159 日縁部は内湾し、端部は丸く終わる。日縁部の内外面はヨコナデ
を施す。杯部の内面は縦方向、外面は横方向のヘラミガキを施す。

内外面5Y7/2灰

白色

3 mmの 砂�

全む。

良好

SD
101

古式上師碁

器台

口径76 日縁部は内湾し、端部は上方へつまみ出し面を形成する。端面憾
凹線状にくばむ。受部の内面は横方向のヘラミガキのち放射状ミ
ガキ、外面は横方向のヘラミガキを施す。

勺外面7 5YR7/3

こぶい橙色

1～ 2 nn¢
少粒含む。

民好

SD
101

古式上師群

手焙形土挙

体部の祓片である。体部の内面はハケナデのちユごナデ、外面イu
ユビナデを施す。体部の外面に突帯を貼り付ける。突帯上にはキ
ザミロを施す。また、突帯より上部には波状文を施している。

勺面 25Y6/1募

天色タト面 5Y8/′

天白色

l-2 11un α

砂粒含む。

良好

W
3-1

10

Ｓ Ｄ

‐０１

桃 ?種 長さ19 幅17 厚み07
半分残存。端が尖る倒卵形である。

OYR3/2黒 褐色 図版 1(

に実骸
太写真

を掲載Ｗ

３
．
２

‐０

Ｓ Ｄ

ｌＯ‐

桃 ?種 長さ20 幅13 厚み07
半分残存。端が尖る倒卵形である。

10YR3/2黒 掲色

Ｗ
関
１０

SD
101

挑 ?種 長さ22 幅15 厚み07
半分残存。端が尖る倒卵形である。

10YR3/2黒 褐色

Ｗ
Ｍ
‐０

Ｓ Ｄ

ｌＯ‐

桃 ?種 長さ22 幅15 厚み05
半分残存。端が尖る倒卵形である。

10YR3/2コミ湘島てョ

Ｗ

３
．
５

‐０

Ｓ Ｄ

‐０１

挑 ?種 長さ27 幅21 厚み08
半分残存。端が尖る倒卵形である。

10YR3/2黒 褐色

Ｗ

３
． ６

‐０

Ｄ

ｌ

Ｓ

ｌ０

桃 ?種 罠さ28 幅22 厚み08
■分残存。端が尖る倒卵形である。

10YR3/2黒 褐色

124



Ⅳ 久宝寺遺跡第 27次調査 (K H99-27)

遺構に伴わない出土遺物

8層からは古式上師器が出土した。このうち図化したものは58～95である。

58～ 72・ 80は壺で、58は 口縁端部にキザミロを施している。 60・ 80は複合口縁で、60は讃岐か

阿波系である。62～ 65は直口壺、66・ 67は小型の直口壺である。68～71は小型丸底壺で、69は 口

径が体部最大径を上回る。72は体部上位の破片で、外面に直線文と波状文を施す。73～ 79は甕。

73は大型の庄内式奏である。79は突出する底部で、外面に右上がりの太筋のタタキを施す第V様

式系のものである。73～ 76は生駒西麓産の胎上である。31～84は高杯。81・ 82は有稜高杯で、脚

部から裾部の外面に横方向のヘラミガキを施す。85～ 89は有段 口縁鉢で、89はやや小形である。

90～ 93は小形の器台で、皿状の受部を持つ。受部と脚部は貫通しない。94は鉢である。端部にキ

ザミロがあり、体部下位には突帯を貼り付け、突帯上にはキザミロを施している。形状から手焙

形土器の可能性も考えられる。95は棒状の上製品である。 8層から出上した遺物は古墳時代初頭

の庄内式新相～同時代前期の布留式古相に比定できる。

9層からは弥生土器が出上した。このうち図化したものは96である。

96は壺で、受口状の口縁部で、弥生時代後期後半頃に比定できる。

表 7 出土遺物観察表 (7)

瀬
　
団

遺構

層序
器種

法量

(Cm)

形態・調整等 色調 月合土 焼成 備考

8層 古式上師器
壺

日宿&181 日縁部は外反する。端部は上下方につまみ出し面を形成する。
瑞面にはキザミロを施す。日縁部の内外面はヘラミガキを旋

し、内面のほぼ全体と外面の一部に黒斑がある。

勺面 N2/0黒 雀
″卜雇三10YR8/1うて亡
名

1～ 5mC
少粒含む。

良好

8層 古式上師器
霊

日伯登180 日縁部は外反する。端部は面を形成する。日縁部の内外面は′

ラミガキと思われるが、表部が磨耗してりおり不明瞭である。
外面には粘土接合の痕跡がある。

有面10YR7/1灰 亡
名

小面5Y7/6笹 色

1～ 2 mnの

少粒含む。

良好

8層 古式上師器
複合日縁重

日径240 日縁部は段をもち、外反する。日縁部の外面下部には凹線を雄
す。内外面はヨコナを施し、外面には粘土接合の痕跡がある。

均外面25Y7/2が

黄色

1～ 2 mnlの

少粒含む。

良好 讃岐か臣

波系

8層 子式上師器
褒合日縁壺

頃部は筒状で、屈曲し水平方向にひらく日縁部が付く。頸部の

勺面は右上がりのユビナデを施し、粘土接合の痕跡がある。外

面は縦方向のハケナデのち横方向のヘラミガキを施す。日縁吉F
つ内外面は検方向のヘラミガキを施す。

内面 7 5YR6/6揺

色

外面10YR6/2灰 募

褐色

lmの 砂粒
含む

良好

8層 古式上師器
直口壷

日径156 日縁部は直線的に外上方へ伸びる。日縁部の内面は左上がりの
アヽナデ、外面は右上がりのハケナデのち縦方向のヘラミガキを

弛す。

内 面 7 5YR7/31こ

ぶい橙色

外面 7 5YR7/1研

掻灰魯

1-3 mm¢
砂粒含む。

良好

3層 古式上師器
直日重

日径162 日縁部は直線的に外上方へ伸びる。端部は面を形成する。日傷
部の内面はヘラミガキ、外面は縦方向と右上がりのヘラミガキ

を施す。

為タト面10YR7/3に

ぶい黄橙色

l mmの砂�

雪む

良好

8層 古式上師器
霊

日径166 日縁部は外反する。日縁部の内外面はヨコナデを施す。内外百
ともにつよいヨコナデによる稜線が入る。

勺外面5Y7/2灰 Ё

空

I-2mC
少粒含む。

良好

8層 古式上師器
直日重

日宿と140 日縁部は屈曲し外上方へ直線的に伸びる。端部は外側へつまち
出し丸く終わる。体部の内面はハケナデのちユビナデ、外面に

横方向のヘラミガキを施す。日縁部の内面は横方向のち縦方市
のヘラミガキ、外面は横方向のヘラミガキを施す。

為外面10YR7/3に

がい黄橙色

l mmの砂相

含む。

良好

8層 古式上師器
笙

日径■ 6 日縁部は屈曲し外上方へ外反する。端部は外側へつまみ出し力

く終わる。体部の内面はユビナデ。外面はヘラミガキを施す。
日縁部の内面は横方向のち縦方向のハケナデ、外面は縦方向C
ヘラミガキを施す。内外面には粘土接合の痕跡がある。

内外 面 75釈7/
にぶい橙色

1-5 mm¢
砂粒含む。

良好

8層 古式上師暑
霊

日径123 口縁部は屈曲し直線的に外上方へ伸びる。端部は外側へつまみ
出し丸く終わる。日縁部の内面はハケナデのちユビナデ、外面

はヘラミガキを施す。体部の内外面はユビナデを施す。外面¢

ほぼ全体に媒が付着している。

内面25Y7/1灰 白
外面N4/0灰 色

1～ 2mm程度
の 砂 粒 合

む。

良好

8層 古式上師暑
主

日径 121

体部最赤

径126

日縁部は九い体部から屈曲し外反する。体部の内外面はヘラミ

ガキを施す。外面のヘラミガキは、表部磨耗のため不明瞭であ

る。日縁部の内外面はユビナデを施す。屈曲部の内面には粘土

接合の痕跡がある。

内面10YR7/1灰 白

色

外面10YR4/1褐 灰

色

1～ 2 mmC
少粒含む。

良好

125
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Ⅳ 久宝寺遺跡第 27次調査 (K H99-27)

表 8 出土遺物観察表 (8)

蚤据 遺構

層序
器種

法量

(cm)
形態・調整等 色調 胎 土 焼成 備考

8層
=式
土師器

小型壺

日宿邑112 日縁部は屈曲し内湾する。体部の内外面および日縁部の内外顧
はヘラミガキと思われるが、表部磨耗のため不明瞭である。

均面10釈7/1灰 宦
名

来面 5η6/6搭れ

l mmの 砂准

全む。

良好

8層
=式
上師署

小型壺

日径 10ィ

本部最抹

蟹104

日縁部は丸い体部から屈由し内湾する。体部の内面はハケサ
デ、外面上位はハケナデのちミガキ、下位はヘラケズリのち^
ラミガキを施す。日縁部の内外面はヘラミガキを施す。

勺外 面 7 5YR7/1

月褐灰色

1～ 2 mm¢
少粒合む。

表好

8層
=式
土師暑

小型壺

日径99 日縁部は屈曲し内湾する。体部の内外面はユビナデを施し、
面には粘土接合の痕跡がある。口縁部の内面はヘラミガキ、
面はハケナデのちユビナデを施す。

お

列

勺外 面 7 5YR7/〔

こがい橙色

l-2 mn¢
砂粒含む。

好■ヽぺ

8層 ■式上師暑
笙

体部上位の破片である。外面は直線文と波状文、内面はユビサ
デを施す。内面には粘土接合の痕跡がある。

勺面25Y7/1灰 白
登

小面5Y8/2灰 白俸,

1～ 3 mm¢

少粒含む。

良好

8層 占式上師審
甕

日ね&180 大型の甕である。日縁部は屈曲し外反する。端部は上方へつま
み出し面を形成する。日縁部の内面はハケナデのちユビナデ、
外面はユビナデを施す。外面には粘土接合の痕跡がある。体部
の内面は横方向と右上がりのヘラケズリ、外面は右上がりの夕
タキ (6条 /1 clll)の ちハケナデを施す。内面のヘラケズリは屈曲
部におよんでいる。外面の全体には媒が付着しているハ

内 面 7 5YR7/1張

褐灰色

クト面 7 5YR5/31こ

ぶい褐色

l-3 nnC
砂粒含む。

(角閃石を多

く含む生聯

西麓産)

痛

く

緯

ヶ

硬

き

る
。

良

ぐ

暁

ま

8層 古式上師群
甕

口密豊194 日縁部は屈曲し外反する。端部は上方へつまみ出し面を形成す
る。端面は凹線状のくばみをもつ。屈曲部の内面は丸みのある
面をもつ。日縁部の内面はハケナデのちユビナデ、外面はヨコ

ナデを施す。体部の内面はヘラケズリを施し、屈曲部におよ
ぶ。外面は右上がりのタタキを施す。外面全体に媒が付着。.

殉面 7 5YR5/4に

ざい褐色

小面N4/0灰色

l-2 mln¢

砂粒含む。
(角 閃石を参

く含む生厚
西蓬産)

好

く

締

＞

硬

き

る
。

良

く

暁

ま

8層 古式上師碁
甕

日宿乙150 日縁部は屈曲したのち外反する。端部は上方へつまみ出し面を
形成する。日縁部の内外面はヨコナデを施す。体部の内面はへ

ラケズ )、 外面は右上がりのタタキ(7本/1cm)を施す。内面の
ヘラケズリは屈曲部におよんでいる。外面の全体には媒が付着
している。

内外面10YR5/3に

ぶい黄褐色

1-2 1nm¢

砂粒含む。

(角 閃石を参

く含む生騨
西笹産Ⅲ

男

く

絹

ヶ

硬

き

る
。

良

く

焼

ま

8層 古式上師器
甕

口径 158 日縁部は外反する。端部は上方へつまみ出し面を形成する。日
縁部の内外面はヨコナデを施す。体部の内面はヘラケズツを施
す。内面のヘラケズリは屈曲部におよんでいる。外面の全棒に
は煤が付着している。

内外面5Y4/1灰 色 1-3 1nn¢

砂粒含む。

(角閃石を参

く含む生麟

西麓産)

舞

く

締

ナ

頂

き

る
。

良

ぐ

焼

ま

77 8層 古式土師器
甕

日径153 日縁部は内湾する。端部は内上方へつまみ出し面を形成する。
端面は凹線状にくばむ。体部の内面はヘラケズリを施す。ヘラ
ケズリは屈曲部におよんでいない。外面はハケナデを施す。日

縁部の内外面はヨコナデを施す。

勺外 面 75釈6/ィ
こぶい橙色

1-2 mm互
少粒含む。

良好

8層 古式上師審
甕

日径 133 口縁部は緩や力ヽ こ屈曲し外反する。端部は尖りぎみに九く終お
る。体部の内面はケズリを施し、ケズヅは一部屈曲部におよ
ぶ。外面はユビナデを施す。日縁部の内外面はヨコナデを施す。

勺面10釈 7/21こ 本

ィヽ黄橙色
PI・ 面 101R3/1黒権
名

l EEnの 砂雇

全む。

良好

8層 古式上師群
甕

底 部 俗

38
底部は突出する上げ底である。粘上の輪を積みあげて作ってし

る。体部の外面は右上がりのタタキ(3本/1 cm)を施す。内面旧
ユビナデを施し、ヘラ状工具による痕跡が底部の中央に見らね
る。外面には黒斑がある。

均面25Y8/2灰 Ё
色

外面N3/0暗灰色

1～ 5 mm C
砂粒含む。

良好

8層 古式上RT器
複合日縁壺

日径210 日縁部は平らな杯部から屈曲し外反する。端部は面を形成す
る。口縁部の内面は横方向のち右上がりのヘラミガキ、外面は
僚方向のち左上がりのヘラミガキを施す。杯部の内外面は横方
向のヘラミガキを施す。

内外面10釈 7/41こ

ぶい黄橙色

l mlnの 砂瓶

含む。

良好

3層 古式上師器
有稜高杯

裾部は柱状部から屈曲し伸びる。杯部は平らである。裾部の広

面はナデ、外面はハケナデのちヘラミガキを施す。脚部の内面
はユビナデを施し、しばり目と粘土接合の痕跡がある。外面の

下位はヘラミガキ、上位はヘラケズリのちヘラミガキを施す。
杯部の内面はヘラミガキ、外面はヘラケズリのちヘラミガキを
施す。杯部の内面は部分的に赤いことから赤色顔料を塗布か?

内面10釈 7/31こ お
い黄橙色

外面 10YR7/21こ 志
い黄橙色

杯部内面の一吉「

2 5YR5/8明 赤 権
色

1～ 2 mmC
少粒含む。

良好

8層
=式
土師署

有稜高杯

据部は柱状部から屈曲し伸びる。杯部は平らである。脚部の内

面はユビナデを施し、しばり目と粘土接合の痕跡がある。外面
はヘラケズリのち横方向のヘラミガキを施す。杯部の内面は表
部が磨耗しており不明瞭である。外面はヘラケズリのちヘラミ
ガキを施す。

内 外 面 7 5YR6/`

にぶい橙色

l mmの 砂相

含む。

良好

8層
=式
上師署

高杯

裾部は短い脚部から「ハ」の字に広がる。杯部は平らである。
杯部の内外面はヘラミガキ。脚部の内面はユビナデ、外面は人

ラミガキを施す。屈曲部分の外面にヘラ状工具による痕跡があ
る。裾部の内面はユビナデ、外面はヘラミガキを施す。

内タト面10釈 7/21こ

ぶい黄橙色

1-3 mt¢
少粒含む。

支好

8層 占式上師群
高杯

裾部は脚部から「ハ」の宇に広がる。裾部にはスカシ孔が4方
にあけられている。脚部の内面はユビナデを施し、しばり目と

粘土接合の痕跡が見られる。外面の上位はヘラケズヅ、下位は

横方向のヘラミガキを施す。裾部の内面は横方向のハケナデ、
外面はヘラミガキを施す。

為外面10YR7/3に

ぶい黄橙色

1～ 2 mln¢
沙粒含む。

良好
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第14図

94

0           (1:4)          20cm

l区  8層・ 9層出上遺物実測図

二人

表 9 出土遺物観察表 (9)
弦

口巧

肺

号

還

番

図

番

遺構

層序
器種

法量

(cm)
形態・調整等 色調 胎 土 焼 成 備考

8層 古式上師器
有段日縁鉢

日径186 日縁部は段をもち外反する。日縁部の内外面はヨコナデを加
す。体部の内面はヘラミガキ、外面はユビナデを施す。

勺面7 5YR6/2豚

掲色

牛面5YR5/1褐灰
色

l mmの 砂�

含む。

良好

8層 古式上師器
有段日縁鉢

日径176 日縁部は段をもち外反する。体部の内外面および口縁部の内外
面はヘラミガキと思われるが、表部磨耗のため不明瞭である。

内外 面 10R7/
にぶい黄橙色

1-4 mm C
沙粒含む。

良好

8層 古式上師器
有段口縁鉢

日径154 日縁部は段をもち外反する。日縁部の内外面ともにミガキと思
われるが、表部磨耗のため不明瞭である。

内面 10YR6/1裡

灰色
クトE百 10YR7/3イこ

ぶい黄橙色

l mmの 砂冶

含む。

良好

8層 古式上師器
有段日縁鉢

日径183 日縁部は段をもち外反する。日縁部の内外面は横方向のヘラミ
ガキを施す。

内外 面 10釈 5/1

掲灰色

l mmの 砂 涯

含む。

支好

8層 古式上師器
有段日縁鉢

日径 126 吸部は段をもち外反する。日縁部および体部の内外面は横方由
Dヘラミガキを施す。内面には黒斑がある。

Å面75釈3/1慕
掲色

小面751R7/2破

島灰色

l Hnの 砂�

含む。

良好

8層 古式上師器
器台

日径98
器 高 81

底 部 密
134

琵部は緩やかに外上方へ伸びる。端部は上方へつまみ出し面を
杉成する。脚部の内面上位はユビナデ、下位はハケナデを、外
面はヘラミガキを施す。受部の内外面はヘラミガキを施坑

為外 面 25Y7た

天黄色

1～ 2 nll¢
砂粒含む。

良好

8層 古式土師器
器台

日径120 孟部は緩やかに外上方へ伸びる。端部は上方へつまみ出し面を
杉成する。受部の内面は放射状のヘラミガキ、外面は横方向の
＼ラミガキを施す。

内面 10YR7/31こ

ぶい黄橙色

外面 10YR5/1裡

灰色

l mllの 砂対

含む。

良好

8層 古式上師器
器台

受部はゆるやかに内湾する。脚部は「ハ」の宇にひらく。脚吉「

の内面はユビナデを施し、しばり目がある。外面はヘラミガキ
を施す。杯部の内面はヘラミガキ、外面はヘラケズツのちヘラ
ミガキを施す。

勺タト面 10YR7/,

こがい黄橙色

1～ 3 mnC
少粒含む。

良好

8層 古式上師器
器台

底 部 径

106
裾部は「ハ」の字にひらく。裾部にはスカシ7Lが 4方向にあけ
られている。裾部の内面上位はヘラケズリ、下位はヘラミガキ
を、外面はヘラミガキを施す。

内外 面 10YR7た

にぶい黄橙色

l mmの 砂石

翁む。

良好

8層 古式上師器
鉢 ?

日径222 日縁部は内湾する。端部は面を形成する。端部の上面と外側に
刻み目を施す。体部の外面下部に突帯を貼り付ける。突帯上に
は刻み目を施す。体部の内面はハケナデのちユビナデ、外面は
ヘラミガキのちハケナデを施す。外面には黒斑がある。

内 10YR7/2に お
い黄橙色

外面黒斑 部父
W2/0黒色

1-5 nn互
砂粒含む。

良好

8層 古式上師器
棒状土製品

長 さ 5

径13
細長い棒状の上製品で、両端は久損している。断面は精円形く
ある。全面にミガキを施し、ヘラ状工具による刺突文 ?が部父
的に見られる。

為外 面 10YR7海

こぶい黄桂色

1 5 1nn ¢

砂粒含む。

好一主へ

9層 弥生土器
壷

日径144 受日状日縁の壷である。端部は外側へつまみ出し、端部は面を
形成する。日縁部の内外面は横方向のヘラミガキを施す。頸部
の内面は横方向のヘラミガキ、外面は縦方向のヘラミガキを施
す。体部の内外面はユビナデを施す。

勺面 25Y6/2夙

煮色
PI・ 面5Y7/1灰 宦
名

l mHの 砂刈

含む。

良好
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Ⅳ 久宝寺遺跡第 27次調査 (K H99-27)

2区

第 1面

6層上面 (T.P.+5.8m前後)で調査を行つたが、遺構の検出および遺物の出土はなかつた。

第 2面

8層上面 (T.P.+5.5m前後)で調査を行い、古墳時代初頭～前期の上坑15基 (S K201～ 215)、 溝

1条 (S D201)、 小穴 2個 (S P201・ 202)を検出した。

S K201

1-25-5・ 6G地区で検出した。遺構の南東側は調査区外に至るため不明である。検出した
部分の平面形状は楕円形で、東西3.55m以上、南北2.6m以上を測る。断面形状は皿形で、深 さ0,3

mを測る。埋土は上からa層 10BG4/1暗青灰色粗粒シル ト混粘土餘田粒シル トのブロック混入 )、 b

層10BG4/1暗青灰色粘土 (植物遺体・自然木含む)、 c層 5B6/1青灰色微粒砂混粘土併田粒砂のブロン

ク混入)で、 c層 内の中央から北西肩にかけて、比較的密集した状態で古式上師器が出上した。こ

のうち図化した遺物は97～ 112で ある。

97は直口壺である。98は 口縁部が欠損しているが、複合口縁壺になると思われる。99は小形壺。

100は小型丸底壺である。101は台付の壺である。102～ 109は寮で、このうち107～ 109は布留式甕

である。110～ 112は鉢である。111・ 112は有段口縁鉢で、112の 内面には放射状ヘラミガキを施す。

この遺構の時期は、出土遺物から古墳時代前期の布留式古相に比定できる。”坤爺〕 +X1529的

>半―《

108G71暗青灰色粗粒シル ト混粘土 (細粒シル トのプロック混入 )
10BG4/1暗 青灰色粘土 (植物遺体・自然木含む)
5B6/1青 灰色微粒砂混粘土 (細粒砂のブロック混入)

第15図  2区  S K201平・断面図

※遺構内番号は遺物番号

遺物実測図=1:10

十X1529ψ

0             (1:40)           2m

＋
ロ
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Ⅳ 久宝寺遺跡第 27次調査 (K H99-27)
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表10 出土遺物観察表 (10)
童杉

遺構

層序
器種

法量

(cm)
形態・調整等 色調 胎 上 焼成 備考

Ｓ Ｋ

２０‐

古式上師器
直日壺

日径 176 口縁都は直線的に外上方へ伸びる。端部は丸く終わる。口縁¬
の内面下位～中位は横方向のハケナデのち縦方向のヘラミ方
キ、上位はヨコナデを施す。外面下位～中位は猿方向のヘラミ
ガキのち縦方向のヘラミガキ、上位はヨコナデを施す。

均面 75Y7/1か

白色

外面 25Y6/1安

天色

1～ 4 mln¢
砂粒含む

良好

Ｓ Ｋ

２０‐

古式上師器

壺

体部最チ

径105
日縁部は段をもち、外反しながら伸びる。体部は検長の球形て
ある。体部の内面はユビナデを施す。上位には粘土接合の痕功
がある。外面下位～中位はヘラケズリ、中位はヘラケズリのを
横方向のヘラミガキ。上位は横方向のミガキを施す。顕部の心

外面は横方向のヘラミガキを施す。日縁部と頚部の屈曲部のお

面には粘土接合の痕跡がある。体部下位には焼成後の穿孔が 1

箇所ある。体部の外面には黒斑がある。

内面5釈6/6橙色

外面2 5YR5/8リ

赤褐色

l mmの 砂石

含む

良好

Ｓ Ｋ

２０‐

古式上師碁

直日壺

日径 108 日縁部は内湾ぎみに外上方に伸びる。日縁部の内面は縦方向¢
ヘラミガキ、外面は横方向のヘラミガキのち縦方向のユビナデ

を施すハ

勺外 面 25Y7/ι

天黄色

1～ 2 mn¢
少粒含む

良好

Ｓ Ｋ

２０‐

古式上師器

小型丸底壷

日径 10(

体部最赤

径96

日縁部は屈曲し内湾する。日縁部の内面は左上がりのハケナデ
のち横方向のヘラミガキ、外面は横方向のヘラミガキを施す。
体部の内外面はヘラミガキを施す。

ヽ面751R7/4に

ぶい橙色

朴面75釈7/8安
登色

l Hllnの 砂お

訂む

支好

０‐

　

　

‐０

Ｓ Ｋ

２０‐

古式上師器

台付重

日径 13〔

器高 14ィ

休部最沐

径■ 5磨

き呂径110

据部は「ハ」の字にひらく裾部。体部は横長の球形である。日

縁部は直線的に外上方へ伸びる。日縁部の内面は撲方向のハケ
ナデのちヨコナデ、外面はヘラミガキを施す。体部の内面は板
状工具によるナデを施し、粘土接合の痕跡がある。体部の外面
下位はヘラクズリのち横方向のヘラミガキ、上位は横方向のへ

ラミガキを施す。脚部の外面はヘラミガキのちユビナデ、内面
は板状工具によるナデを施す。裾部上位にはシボツロがある。
体部の外面には黒斑がある。

内外 面 101R7た

にぶい黄橙色

1～ 3 Hm互
砂粒含む

良好

０２

　

　

‐０

Ｓ Ｋ

２０‐

古式上師碁

甕

日径 141

体部最メ
径176

口縁部は「く」の字に屈曲し外反する。端部は上方へつまみ出
し面を形成する。日縁部の内外面はヨコナデを施す。体部の内
面はヘラケズリを施す。ヘラケズヅは屈曲部にとしている。外

面は左上がりと縦方向のハケナデを施す。外面の全体には媒が

付着している。

内 面 10YR6/2豚

黄褐色

外 面 10YR4/2夙

黄褐色

l-3 mn¢
砂粒含む佳

閃石 を多 く

含む生駒匹
管落Ⅲ

良好 (硬

く焼 き

術  ま
る。)

Ｓ Ｋ

２０‐

古式土師碁

甕

日宿&144 口縁部は「く」の宇に屈曲し外反する。端部は九く終わる。 E
伝部の内面はハケナデのちヨコナデ、外面はヨコナデを施す。
い部の内面はヘラケズリを施す。ヘラケズリは屈曲部に達して
いる。外面は縦方向のハケナデを施す。体部と日縁部下位の列
面には媒が付着している。

殉面 10YR3/2栞

掲色
71・ 面 10YR2/1雫

色

1～ 3 1mm互
少粒含む (ヂ

凋石 を多 く

含む生駒匹

董産)

良好鯨

く焼 き

締  ま
る。)

０４

　

　

‐０

Ｓ Ｋ

２０‐

古式上師碁

甕

日径150 日縁部は「く」の字に屈曲し外反する。端部は丸みのある面を
形成する。口縁部の内面はハケナデのちヨコナデ、外面はヨコ

ナデを施し、粘土接合の痕跡がある。体部の内面はヘラケズリ
を施す。ヘラクズリは届由部に達している。外面はハケナデを
施す。外面の全体には媒が付着している。

勺[面 25Y5/2畔

天黄色

小面 10YR5/2が

簑褐色

1～ 4価 の
砂粒含む (角

閃石 を多 く

含む生駒西
笹産)

喉

き

ま

顛
焼
良

く

締

る。 )

Ｓ Ｋ

２０‐

古式上師審

甕

日径 121 日縁部は内湾ぎみに外上方へ伸びる。端部は内側へ肥厚 し面を
形成する。日縁部の内外面はヨコナデを施す。体部の内面はハ

ケナデを施し、粘土接合の痕跡がある。体部の外面上位はハケ
ナデのちユビナデを施す。日縁部の外面と体部の外面には媒が

付着している。

内面 10YR7/1灰

白色

外面 10YR7/3 に

ぶい黄橙色

1～ 2 mnC
少粒含む

良好

０６

　

　

‐０

Ｓ Ｋ

２０‐

主式上師暑

養

日径 14(

器高20(

体部最沐

径20 3

底部は九底で、体部は、中位に最大径がある球形である。日惨
部は内湾ぎみに外上方へ伸びる。端部は内側に肥厚し、面を形

成する。端面は凹線状にくばむ。日縁部の内外面はヨコナデを
施す。体部の内面下位はナデを施し、指頭圧の痕跡がある。昨
位～上位はヘラケズツを施す。ヘラケズリは屈曲部まで及ぶ。
体部の外面下位はハケナデ、中位は縦方向と左上がりのハケナ

デ、上位は右上がりのハケナデを施す。日縁部との境はハケが
ヨコナデによつて消されている。体部の外面全体には煤が付着
している、

内面25Y7/1か

白色
クト面臣25Y7/3お

黄色

1～ 4 mln α
少粒含む

良好

Ｓ Ｋ

２０‐

古式上師碁

甕

日宿豊146 日縁部は内湾しながら外上方へ伸びる。端部は内側へ肥厚 し面
を形成する。日縁部の内外面はヨコナデを施す。体部の内面門
ヘラケズリを施す。ヘラケズリは屈曲部までおよんでいない。

麻部の外面はハケナデを施す。日縁部と体部の外面には煤が伺
着している。

内面 10YR7/31こ

ぶい黄橙色
タト雇三10YR7/21こ

ぶい黄橙色

1-2 mn¢
砂粒含む

良好

Ｓ Ｋ

２０‐

古式土師群
寮

口径と166 日縁部は内湾する。端部は肥厚し面を形成する。端面は凹線状
にくばむ。日縁部の内外面はヨコナデを施す。口縁部および体

部の外面には煤が付着している。体部の内面はヘラケズツを施

す。ヘラケズリは屈曲部までおよんでいない。体部の外面は横
方向のハケナデを施す。

内面 25Y7/2夙

黄色

クトここ2 5Y6/31こ

がい黄色

1～ 2 mnα
少粒含む

良好
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Ⅳ 久宝寺遺跡第 27次調査 (K H99-27)

表11 出土遺物観察表 (11)

番号

遺構

層序
器種

法量

(Cm)
形態・調整等 色調 胎土 焼成 備考

‐０９

　

　

‐０

Ｓ Ｋ

２０‐

古式上師群

甕

本部最メ
径213

底部は丸底で、体部は中位に最大径がある球形である。日縁吉「

は内湾する。日縁部の内外面はヨコナデを施す。。体部の内面
下位はユビナデ、中位～上位はヘラケズリを施す。ヘラケズリ
は屈曲部までおよんでいない。屈曲部の内面はユビナデを地
し、粘土接合の痕跡がある。体部の外面下位～中位はハケナデ、
上位はハケのちユビナデを施す。体部の外面上位にはヘラ状工
具による圧痕がある。体部内面下位には焦げがある。外面全体
には媒が付着している。

内面 25Y7/2灰

黄色
クトE]2 5Y6/31こ

がい黄色

l-4枷 ¢
砂粒含む

良好

Ｓ Ｋ

２０‐

古式上師碁

大型鉢

日径 254 体部は内湾する。日縁部は屈曲し外反する。端部は上下につま
み出し面を形成する。体部の外面下位はヘラケズリ、上位はへ

ラミガキを施す。内面はヘラミガキを施す。日縁部の内外面は
ヘラミガキを施す。

均面 10YR7/3に

がい黄橙色

外面 10YR7/2に

ぶい黄橙色

1～ 3 Hnα
砂粒含む

良好

Ｓ Ｋ

２０‐

古式上師器

有段日縁鉢

日 径 14

器高55
体部は内湾する。日縁部は二段に屈曲する。日縁部の内面は櫻
方向のハケナデのちヘラミガキ、外面はヘラミガキを施す。T/1
部の内面は横方向のヘラミガキを施す。外面下位はヘラケズリ
のち部分的にヘラミガキ、上位は横方向のヘラミガキを施す。
休部の外面には黒斑がある。

内面 25Y7/2灰

黄 色  外 面
2 5Y6/31こ 掟ヽ い

黄色

1^ψ 211111互

砂粒含む
良好

112

10

Ｓ Ｋ

２０‐

古式土師群
有段日縁鉢

日 径 15

器高49
体部は内湾する。日縁部は二段に屈曲する。日縁部の内外面に
横方向のヘラミガキを施す。体部の内面は検方向のヘラミガ去
のち放射状のヘラミガキを施す。外面下位はヘラケズリ、上村
は横方向のヘラミガキを施す。

内面 25Y7/2灰

黄色

タト顧百2 5Y6/3イこ

ぶい責色

l mlnの 砂々

劣む
良好

Ｓ Ｋ

２０２

古式上師器

壺

口径122 口縁部は直線的に外上方へ伸びる。端部は尖りぎみに九く終差
る。日縁部の内面は横方向のち縦方向のヘラミガキ、外面は淫
方向のヘラミガキを施す。内面には粘土接合の痕跡がある。

内面7 5YR6/2が

掲色

外 面 10YR5/2豚

黄褐色

1-2 mm C
砂粒含む

良好

Ｓ Ｋ

２０２

古式上師碁

甕

口径 156 「く」の字に屈曲する日縁部。端部は上方へつまみ出し面を形成
する。端面は凹線状のくばみがある。日縁部の内面は横方向の
ハケナデのちヨコナデ、外面はヨコナデを施す。体部の内面は
ヘラケズリを施す。内面のヘラケズリは、屈曲部に達していな
い。外面は左上がりのハケナデのちヨコナデを施す。

内 面 25Y7/2夙

黄色

外面7 5YR7/1研

掲灰色

1～ 2 mm C
少粒含む

良好

Ｓ Ｋ

２０２

古式上師器

有段口縁鉢

日宿邑176 体部は内湾する。日縁部は二段に屈曲する。日縁部および体剖
の内面は横方向のヘラミガキのち放射状のヘラミガキ、外面側
憤方向のヘラミガキを施す。

勺面 10YR6/3に

ぶい黄橙色

朴面 10YR5/2灰

煮褐色

l nlnの砂猫

含む
良好

Ｓ Ｋ

２０２

古式上師碁

鉢

日径286 膝部は内湾する。日縁部は屈曲し外反する。端部は上方につま
み出し面を形成する。日縁部および体部の内外面は横方向のへ

ラミガキを施す。

内外 面 10釈 7/〔

にぶい黄橙色

1～ 2 mm¢
少粒含む

良好

Ｓ Ｋ

２０３

古式上師暑
直日壼

日宿蛋146 日縁部は直線的に外上方へ伸びる。端部は九く終わる。日縁笥
の内外面は横方向のハケナデ、外面は縦方向のハケナデのち櫻
方向のヘラミガキを施す。

均外 面 10YR5/
こぶい黄褐色

1～ 3 an互
少粒含む (々

刃石 を多 く

窒む生駒匹

董産)

良好 (穣

く 焼 き

備  ま
る。 )

Ｓ Ｋ

２０４

古式上師審

複合日縁珪

日径 184 日縁部は二段に屈曲し外反する。端部は丸く終わる。日縁部C
内面は横方向のヘラミガキのち放射状のヘラミガキ、外面は移
方向のヘラミガキを施す。

内外面75釈 7如
瞳色

1～ 3 mm α
砂粒含む

良好

119

11

Ｓ Ｋ

２０５

古式上師碁
直日三

日宿蛋148 日縁部は外反する。日縁部の内面は横方向のハケナデのち右上
がりのヘラミガキ、外面は右上がりのハケナデのち横方向のへ

ラミガキを施す。体部の内面はハケナデ、外面は縦方向のハケ
ナデのち横方向のヘラミガキを施す。

10YR6/3イこ落ミし

黄褐色

I-2 1nn¢
珍粒含む

良好

Ｓ Ｋ

２０５

古式上師碁

直日壼

日宿&166 口縁部は外反する。端部は面を形成する。日縁部の内外面はヨ
コナデを施す。外面下位には凹線状のくばみがある。

均外面75釈8/を
天白色

1-3 mm互
砂粒含む

良好

‐ ２

　

　

‐１

Ｓ Ｋ

２０５

古式上師群

小型丸底崖

日径 8(
器  清
1035 r4

部最大雀
10 55

底部は尖りぎみの九底である。体部は横長の球形で最大径は叶
央にある。日縁部は直線的に外上方へ伸びる。端部は丸く終差
る。日縁部の内外面は横方向のヘラミガキを施す。体部の内面
はユビナデ、外面下位はヘラケズリのち左上がりのヘラミカ
キ、中位は横方向のハケナデのちヘラミガキ、上位は横方向¢
ヘラミガキを施す。日縁部と底部の外面には黒斑がある。

殉面 10YR6/3に

ぶい貢橙色

小面 10YR6/2灰

煮褐色

1～ 3 1nln¢
砂粒合む

良好
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S K202

1-25-5。 6G地区で検出した。平面形状は南北に長い楕円形で、長径 1.4m、 短径 1。 2mを

測る。断面形状は皿形で、深さ0。 14mを測る。埋土は5B4/1暗青灰色粗粒シル ト混粘土で、古式上

師器の破片が少量出土した。このうち図化した遺物は113～ 116で ある。

113は直口壺。114は甕。 115。 116は鉢。115は有段の口縁をもつ。この遺構の時期は、出土遺物

から古墳時代前期の布留式古相に比定できる。

S K203

1-25-6F・ G地区で検出した。平面形状は円形で、径0,9mを測る。断面形状は皿形で、深

さ0.14mを測る。埋土は5P3/1暗紫灰色微粒砂混粘土で、古式上師器の破片が少量出土した。この

うち図イ監したものは117である。

117は直口壺で、外面に横方向のヘラミガキを施す。

S K204

1-25-5。 6F地区で検出した。平面形状は東西に長い楕円形で、長径2.6m、 短径1,7mを

測る。断面形状は逆台形で、深さ0.22mを沢Iる。埋土は上からa層 10B4/1暗 青灰色微粒シル ト混

粘上、 b層 5B5/1青灰色細粒シル ト混粘土で、古式上師器の破片が少量出土した。うち図化したも

のは118で ある。

118は複合口縁壺。表面磨耗のため調整不明瞭ではあるが、横方向のヘラミガキを施している。

古墳時代前期の布留式古相に比定できる。

S K205

1-25-5・ 6F地区で検出した。平面形状は南東―北西に長い楕円形を呈す。東西2.7m以上、

南北2.5mを測る。断面形状は逆台形で、深さ0.25mを測る。埋土は a層 5P3/1暗紫灰色細粒シル

ト混粘土 (炭化物含む)、 b層 5B3/1暗青灰色粗粒シル ト混粘土 (糸H砂のブロック混入)で、 a層から

は古式上師器の破片が少量出上した。このうち図化したものは119～ 122である。

119。 120は直口壺で、119の 内面には右上がりのミガキを丁寧に施す。 121は小型丸底壷。122は

甕。この遺構の時期は、出土遺物から古墳時代前期の布留式古相に比定できる。

S K206

1-25-5F地 区で検出した。平面形状は円形で、径1.4mを測る。断面形状は逆台形で、深さ
0.2mを 測る。埋土は上からa層 5B4/1暗 青灰色細粒シル ト混粘土 (糸H砂のブロック混入)、 b層

5B5/1青灰色粗粒シル ト混粘土 (炭まばらに含む)で、古式上師器の破片が少量出土した。このうち

図化したものは123で ある。

123は高杯で、杯部には明瞭な稜がある。この遺構の時期は、出土遺物から古墳時代初頭の庄内

式古相に比定できる。

S K207

1-25-5G地 区で検出した。平面形状は南北に長い楕円形で、長径 1.2m、 短径 0。 9mを測る。
断面形状は逆台形で、深さ0.15mを測る。埋土は5B4/1暗青灰色細粒シル ト混粘土 (植物遺体含む)

で、古式上師器の破片が少量出上した。このうち図化したものは124である。

124は直口壺で、内外面に横方向のヘラミガキを施す。この遺構の時期は、出土遺物から古墳時

代前期の布留式古相に比定できる。
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Ⅳ 久宝寺遺跡第 27次調査 (K H99-27)

出土遺物観察表 (12)

番号

図版

番号

構

序

塩追

層
器 種

法量

(cm)
形態 調整等 色調 胎 土 焼成 備考

Ｓ Ｋ

２０５

古式上師器

甕

日宿&161 日縁部は「く」の宇に屈曲し外反する。端部は上方へつまみ出
し面を形成する。日縁部の内面は横方向のハケナデのちヨコナ
デ、外面はヨコナデを施す。体部の内面はヘラケズリ、外面は
右上がりのタタキ (6本/1 clll)を施す。日縁部および体部の外
面には煤が付着している。

内面 25Y5/2日言
灰黄色

外面 25Y6/2灰
黄色

1～ 3 Hnの
砂粒含む (角

閃石 を多 く

含む生駒西
簿産Ⅲ

硬

き

ま

好

焼

　

。
＞

良

く

締

る

Ｓ Ｋ

２０６

古式上師器

高杯

日径 204 杯部は平らである。口縁部は外反する。端部は面を形成する。
端面は凹線状にくばむ。日縁部の内面は左上がりのヘラミえ
キ、外面は縦方向のヘラミガキを施す。杯部の内外面はヘラミ
ガキを施す。杯部の外面には粘土接合の痕跡がある。

勺外面75釈7/〔
こぶい橙色

1～ 3111n¢
砂粒含む

良好

２４

　

　

‐１

Ｓ Ｋ

２０７

古式上師器

直日三

日径■ 4 日縁部は直線的に上外方へ伸びる。日縁部の内外面は横方向C
ヘラミガキを施す。

為外 面 10釈 7た

にぶい黄橙色

1-2 mln¢
砂粒含む

良好

125 Ｓ Ｋ

２０８

古式上師器

甕

日密&150 日縁部は「く」の字に屈曲し外反する。端部は上方へつまみ出
し面を形成する。日縁部の内面は左上がりのハケナデのちヨコ

ナデ、外面はヨコナデを施す。体部の内面はヘラケズリ。外面
は右上がりのタタキ (5本/1cm)を施す。

内外 面 10YR5/イ

にぶい黄褐色

1-3 mm¢
砂粒含む (央

閃石 を多 く

含む生駒藤

麓産)

良好 (厭

く焼 き

儒  ま
る。)

Ｓ Ｋ

２０８

古式上師器

高杯

口径121 据部は「ハ」の宇にひらく。裾部の内面はハケナデ、外面はヘ
ラミガキを施す。裾部にはスカシ孔があいている。破片である
ため孔の数は不明である。

内外 面 10釈7/

にぶい責橙色

l nnの 砂狂

含む
良好

Ｓ Ｋ

２０８

古式上師器

有段口縁鉢

口名と148 本部は内湾する。日縁部は二段に屈曲する。日縁部および体吉「
つ内外面は横方向のヘラミガキを施す。

内外面5YR6/6程

色

3 mlnの 砂粗

含む

良好

S K208

1-25-5F地 区で検出した。平面形状は東西に長い楕円形で、長径 1.3m、 短径1.Omを沢Jる。
断面形状は逆台形で、深さ0.2mを測る。埋土は上から、a層 5B4/1暗 青灰色細砂混粘上、b層 5B5/1

青灰色粘上で、古式上師器が出上した。このうち図化したものは125～ 127である。

125は庄内式甕である。 126は高杯。127は有段口縁鉢で、内外面ともに密なミガキを施す。この

遺構の時期は、出土遺物から古墳時代前期の布留式古相に比定できる。

S K209

1-25-5F地 区で検出した。北側で S P201と s P202を切つている。平面形状は東西に長い
楕円形で、長径 1.6m、 短径1.Omを測る。断面形状は逆台形で、深さ0.25mを測る。埋土は上か

ら、 a層 5B3/1暗 青灰色粗粒シル ト混粘土、 b層 5B2/1青黒色細粒シル ト粘土 (炭多く含む)、 c層

5PB2/1青 黒色粘上、 d層 5B4/1暗 青灰色粗粒シル ト混粘土 (植物遺体含む)、 e層 5B5/1青灰色細粒
シル ト混粘上で、古式土師器の破片が少量出土した。このうち図化した遺物は128。 129である。

128は甕。 129は高杯で、内面に放射状ミガキを施す。 この遺構の時期は、出土遺物から古墳時
代前期の布留式古相に比定できる。

S K210

1-25-5F地 区で検出した。平面形状は円形で、径 1.Omを測る。断面形状は皿形で、深さ
0.15mを測る。埋土は上から、a層 5B4/1暗青灰色細粒シル ト混粘土 (炭多く含む)、 b層 10BG4/1

暗青灰色細粒シル ト粘土で、 a層からは古式上師器の破片が少量出土した。このうち図化したも

のは130で ある。

130は 口縁部が久損しているが、有段口縁鉢になると思われる。この遺構の時期は、出土遺物から

古墳時代前期の布留式古相に比定できる。
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114

120

S K202 113～ 116
S K205 119～ 122
S K208 125～ 127

S K203 117 S K204 118
S K206 123 S K207 124
S K209 128・ 129 S K210 130 O           (1:4)          20cm

第18図  2区  S K202～ 210出土遺物実測図

表13 出土遺物観察表 (13)
童彰

器掲

劉肺

遺構

層序
器種

法量

(Cm)

形態・調整等 色調 胎土 焼成 備考

Ｓ Ｋ

２０９

古式上師器

甕

日8と 158 日縁部は屈曲し外反する。端部はつまみ出し丸く終わる。日縁
部の内面は左上がりのハケナデ、外面はハケナデのちヨコナデ
を施す。体部の内面はユビナデ、外面はハケナデを施す。外面
全体に媒が付着している。

内外面5YR5/3に

ぶい赤褐色

1～ 3 mll互
砂粒含む

良好

Ｓ Ｋ

２０９

古式上師器

高杯

日径214 日縁部は直線的に外上方へ伸びる。日縁部の内面は横方向のヘ
ラミガキのち放射状のヘラミガキ、外面は横方向のヘラミガキ
狩Fpす、

勺タトここ10YR8/2

天白色

3111nの 砂瓶

含む

良好

SK
210

古式上師器

有段日縁鉢

氏部は九底である。体部は内湾する。日縁部は届曲し内湾する。
盛部の内面はヘラミガキ、外面はヘラケズツのちヘラミガキを
也す。体部および日縁部お内外面は横方向にヘラミガキを施す。

内タト面10YR5/1

掲灰色

3 mlnの 砂相

含む

良好
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X=-152943

＼

△

天

X=-152946

TP+60m

〇
ヽ
い

∞
∞
１
＝

＞

5B5/1青 灰色粘土
5B4/1暗 青灰色粗粒シル ト混粘上

(炭化物少量含む)
5PB3/1晴 青灰色粗粒ンル ト混粘土

(炭化物含む)
5B5/1青 灰色粗粒シル ト混粘土

(炭化物多量含む)

(粗粒シル トのブロック混入)
5B5/1青 灰色粗粒シル ト混粘土

(炭化物含む)
5B6/1青 灰色粗粒シル ト混粘土
5P3/1暗 紫灰色細粒シル ト混粘土

50m

141

147

X=-152943

X=152944

5B3/1暗青灰色粗粒シル ト混粘土
(炭化物・植物遺体含む)

S K212
一
Ｌ

※遺構内番号は遺物番号

遺物実測図=1:10
TP+60m

50m

0 (1:40)          2m

第19図  2区  S K211・ 212平・断面図
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S K211

1-25-5F地 区で検出した。平面形状は半円形で、東西2.4m以上、南北2.9mを測る。断面
形状は逆台形で、深さ0.25mを測る。埋土は上から、 a層 5B5/1青灰色粘上、 b層 5B4/1暗青灰色

粗粒シル ト粘土 (炭含む)、 c層 5PB3/1暗青灰色粗粒シル ト混粘土 (炭含む)、 d層 5B5/1青灰色粗粒

シル ト混粘土 (粗粒シル トのブロック混入)(炭含む)、 e層 5B5/1青灰色粗粒シル ト混粘■l炭含む)、

f層 5B6/1青灰色粗粒シル ト混粘土、 g層 5P3/1暗紫灰色細粒シル ト混粘土で d層 とe層からは古

式土師器が多く出上した。このうち図化した遺物は131～ 140で ある。

131は壺で、水平近くまで伸びる口縁部で、阿波か讃岐系と思われる。132～ 134は甕で、134は

器形や胎土から讃岐産と推測できる。135～ 138は高杯で、135は放射状のヘラミガキを内面に施し

ている。139。 140は鉢である。また桃と思われる種が 1点 (W4)出上した。この遺構は、出土遺物

から古墳時代前期の布留式古相 (布留 I)に比定できる。

S K212

1-25-5G地 区で検出した。平面形状は南東 北西に長い精円形で、長径2.Om、 短径1.4mを

測る。断面形状は皿形で、深さ0.2mを測る。埋土は5B3/1暗青灰色粗粒シル ト混粘土 (炭、植物

遺体含む)で、古式土師器が出上した。このうち図化した遺物は141～ 147である。

141～ 144は壺、145はをである。 141・ 143・ 145は阿波または讃岐系。 146。 147は高杯である。

146は椀形の高杯で、放射状のヘラミガキを内面に施している。この遺構は、出土遺物から古墳時

代前期の布留式古相 (布留 I)に比定できる。

S K213

1-25-4F地 区で検出した。西側で S K214を 切る。平面形状は南北に長い精円形で、長径
2.2m、 短径1.65mを沢1る。断面形状は逆台形で、深さ0,15mを 測る。埋土は10BG4/1暗青灰色粗粒

シル ト混粘土で、古式土師器が出土した。このうち図化したものは148～ 150である。

148。 149は壺で、149の体部内面には赤色顔料が付着。150は甕で、体部内面のヘラケズヅは屈

曲部におよんでいない。この遺構は、出土遺物から古墳時代前期の布留式古相に比定できる。

S K214

1-25-4F地 区で検出した。東側の一部はS K213で切られる。平面形状は南東 北西に長い

楕円形で、長径2.4、 短径1.7mを沢1る。断面形状は逆台形で、深さ0。 15mを沢1る。埋土は上から

a層 5B5/1青灰色粗粒シル ト混粘土 (炭、植物遺体含む)、 b層 5B4/1暗青灰色微粒砂混粘土 (炭含

む)、 c層  5B5/1青灰色粘上で、古式上師器の破片が出土した。このうち図化したものは151～

154である。

151は口縁部と裾部が欠損しているが、器形から台付壺になると思われる。152は甕。153は高杯。

154は器台。この遺構は、出土遺物から古墳時代前期の布留式古相に比定できる。

S K215

1-25-4・ 5F地区で検出した。平面形状は半楕円形で、東西2.9m以上、南北5,lm以上を

測る。断面形状は逆台形で、深さ0.2mを狽1る。埋土は a層5B4/1暗青灰色粗粒シル ト混粘土、 b

層5B3/1暗青灰色細粒シル ト混粘上、 c層 5B5/1青灰色粗粒シル ト混粘土 (炭含む)、 d層 5B5/1青灰

色粗粒シル ト混粘上で、古式土師器の破片が少量出土した。このうち図化したものは155～ 161で

ある。
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Ⅳ 久宝寺遺跡第 27次調査 (K H99-27)

S K211 131～ 140
S K212 141-147

0           (1:4)          20cm
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第20図  2区  S K211
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212出 土遺物実測図
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Ⅳ 久宝寺遺跡第 27次調査 (K H99-27)

155は直口壺で、内面に放射状のヘラミガキを施している。156は 口縁端部が欠損しているため、

器形の全容は不明であるが、おそらく複合口縁壺になると思われる。157・ 158は甕である。157は

体部内面のケズリは屈曲部におよんでいない。158は突出する平底で、外面に太筋のタタキを施す

V様式系の甕である。 159は高杯。 160。 161は器台である。この遺構は、出土遺物から古墳時代前

期の布留式期古相に比定できる。

S P201

1-25-5F地 区で検出した。南側はS K209に切られる。平面形状は円形で、径0.5mを測る。
断面形状は皿形で、深さ0.15mを測る。埋土は5BG2/1青黒色細粒シル ト混粘土 (炭含む)で、古式

土師器の破片が少量出上した。このうち図化したものは162～ 164である。

162～ 164は小形壺である。162の体部外面には、左上がりの間隔の狭い 5本のハケナデと1本の
ヘラミガキを交互に施したのち横方向のヘラミガキを施している。この遺構は、出土遺物から古

墳時代前期の布留式古相に比定できる。

S P202

1-25-5F地 区で検出した。南側はS K209に切られる。平面形状は円形で、径0,4mを測る。
断面形状は皿形で、深さ0.lmを測る。埋土は5B4/1暗青灰色細粒シル ト混粘土 (炭含む)で、古式

上師器の破片が少量出上した。このうち図化できるものはなかつた。

S D201

1-25-5F地 区で検出した。L宇に曲がる溝で、西側は調査区外に至る。検出長2.5m、 幅0.4
～0.7mを 測る。断面形状は形で、深さ0。 15mを沢Jる。埋土は上からa層 5B4/1暗青灰色粗粒シル

ト混粘土 (炭含む)、 b層 5B6/1青灰色細粒シル ト混糀土 (炭含む)で、古式上師器の破片が少量出土

した。このうち図化したものは165である。

165は小形壺である。この遺構は、出土遺物から古墳時代前期の布留式古相に比定できる。

遺構に伴わない出土遺物

7層からは遺物が少量出上した。このうち図化したものは166～ 171E W5である。
166は壺で、日縁部内外面は、丁寧なヘラミガキを施す。体部内面はヘラケズジを施す。 167・

168は庄内式甕である。169は高杯で、内面に放射状のヘラミガキを施す。170は有段口縁の鉢で内

面に放射状のヘラミガキを施している。171は器台である。W5は板状木製品である。長さ40.lcm
を測る。出土遺物は、古墳時代前期の布留式古相に比定できる。

8層からは遺物が少量出土した。このうち図化したものは172・ 173である。

172は甕で、体部内面は横方向のヘラケズジで、一部は屈曲部までおよぶ。173は有段 口縁鉢で

ある。出土遺物は、古墳時代前期の布留式古相に比定できる。

141



表14 出土遺物観察表 (14)

遺構 器種
法量

(cm)

形態・調整等 色調 胎土 焼成 備考

‐３‐
　
　
桐

SK
211

雪式上師群
大型壺

日宿監279 口縁部は筒状の頸部から緩やかに外反する。端部は上方につま
み出し面を形成する。端面は凹線状にくばむ。日縁部の内面は

債方向のハケナデのちヨヨナデ、外面はヨコナデを施す。頸都
の内面下位は横方向のハケナデのちヨコナデ、上位はヨコナデ

を施す。頚部の内面には粘土接合の痕跡がある。外面は左上が

りのハケナデを施す。日縁部の内外面には黒斑がある。

均外 面 5Y5/2が

オリーブ色

1～ 6 mm¢
砂粒含む

良好 漬岐 カ

可波系

SK
211

古式上師碁

甕

口宿邑128 日縁部は屈曲し外反する。端部は上方へつまみ出し丸く終差
る。日縁部の内面はハケナデのちヨコナデ、外面はヨコナデを
施す。体部の内面はハケナデのちヘラケズリ、外面は右上がり
のハケナデを施す。屈曲部内面はハケナデのちユビナデを施す。

均外面75釈7/
こぶい橙色

1～ 2 mln¢
妙粒含む

良好

Ｋ

ｌ

Ｓ

２

古式上師碁

甕

日窄&144 日縁部は内湾して伸びる。端部は内側へ肥厚し丸みのある面を
形成する。日縁部の内外面はヨコナデを施す。体部の内面はハ

ラケズリを施すが、屈曲部には及ばない。外面は左上がりのノ`

ケナデを施す。屈曲部の内面はヨコナデを施す。

内面 10YR4/1警

灰色
クト面 25Y8/2が

白色

1-3an互
砂粒含む

良好

‐３４

　

　

‐‐

SK
211

古式上師碁

養

日径 13(

体部最 )
径197

体部は倒卵形で、最大径は上位にある。日縁部は「く」の字に

届由し、短く外反する。端部は内上方へつまみ出し面を形成す
る。端面は凹線状にくぼむ。日縁部の内外面はヨコナデを施す。

体部の内面下位はヘラケズリのち一部にヘラミガキ、上位はユ

ビナデを施す。体部外面下位～上位は左上がりのハケナデを施

す。下位には部分的に粗いハケナデが見られる。下位～上位に

はヘラ状工具による圧痕がある。

内外 面 10YR5/

吹黄褐色

l-3nH C
沙粒含む。

狙

良好 贅岐産

Ｋ

ｌ

Ｓ

２

古式上師器

高杯

口径174 杯部は平らである。日縁部は屈曲し直線的に外上方へ伸びる。
日縁部および杯部の内面は横方向のヘラミガキのち放射状のハ

ラミガキ、外面は横方向のヘラミガキを施す。

内外面75釈 6/1
橙色

1-2 Hn互
少粒含む

良好

SK
211

古式土師暑

高杯

脚部は緩やかに開く円筒形である。杯部は平らである。杯部内

面は横方向のち放射状のヘラミガキ、外面は横方向のヘラミガ

キを施す。脚部の内面はユビナデを施し、シボリロがある。中
央には尖った工具による刺突の孔がある。外面は横方向のヘラ

ミガキを施す。外面には黒斑がある。

内外 面 25Y6/七

灰黄色

1～ 2 mm¢
砂粒含む。

良好

SK
211

古式上師碁

高杯

脚部は外下方へひらく筒状である。杯部は平である。杯部の騰

面は横方向のヘラミガキのち放射状のヘラミガキ、外面は横チ
向のヘラミガキを施す。脚部の内面はユビナデ、外面は縦方山
のヘラミガキのち横方向のヘラミガキを施す。

勺外 面 10釈 7海

こぶい黄橙色

l lnmの 砂�

含む

良好

樹
　
河

SK
211

古式上師碁

高杯

底 部 宅

126
据部は「ハ」の字にひらく。端部は面を形成し、端面は凹線状に

くばむ。裾部の内面はハケナデで、下位に沈線 2条、上位にユ
ビナデを施す。外面の上位はハケナデのちヘラミガキ、中位リ
下はヘラミガキを施す。裾部にはスカシ孔が3方向にある。

芍外面7 5VR7/考

こぶい橙色

1～ 2 mm互
砂粒含む。

良好

SK
211

古式上師碁
小型鉢

日径 91

器 高 51

体部最メ
径100

体部は半球形である。体部～底部の内面はユビナデ、外面はハ

ラケズリのちユビナデを施す。日縁部の内外面はヨコナデを加

す。

勺面 10YR5/1推

天色

小三百10YR6/6リ

簑褐色

1-3 mlll互

砂粒含む。

良好

SK
211

古式上師群
大型鉢

日径300 日縁部は外反する。日縁部の内面は横方向のハケナデのちヨコ
ナデを施す。外面はユビナデを施し、ヘラ状工具による痕跡が

ある。端部にはキザミロが 1箇所ある。体部の内面はヘラケズ

リのちハケナデ、外面は左上がりのハケナデのち右上がりのヘ

ラケズリを施す。体部の外面には媒が付着している。

内面 10YR7/41こ

ぶい黄橙色

外面75釈 7/41こ
ぶい橙色

l-2 mm互
砂粒含む。

良好

4Ⅳ SK
211

桃 ?種 長 さ 1

幅  1
厚み06

半分残存。端が尖る倒卵形である。 ,釈 2/1黒褐色 脚
勲
等
麟

図

に

大

を

141

12

SK
212

計式上師審
大型壷

日径 178 日縁部は直線的に外上方へひらく頸部から水平近くまで開く。
瑞部は上方へつまみ出し、面を形成する。端面は凹線状にくほ

か。日縁部の内外面はヨコナデを施す。日縁部と頚部の境に波
線 1条施す。頸部の内面下位は横方向のハケナデ、上位ユビサ
デ、外面は左上がりのハケナデを施す。体部の内面はユビナデ、
外面は左上がりのち右上がりのハケナデを施す。

ヽ外面5Y6/1か

色

l mmの砂相

含む。

良好 養岐 カ

町波系

‐４２

　

　

‐２

Ｋ

２

Ｓ

２ =式
上師暑

直日壷

日径 12(

器高 201
体部最赤

径 181鷹
部径30

底部は突出する。体部は球形である。日縁部は直線に伸びる。
端部は外側につまみ出し面を形成し、凹線状にくばむ。日縁剖
の内面はハケナデ、外面はヨコナデを施す。体部の内面下位旧
ハケナデ、上位はユビナデを施す。粘土接合の痕跡がある。列

面下位は左上がりと右上がりのハケナデのちユビナデ、中位旧

右上がりのハケナデ、上位はハケナデのちユビナデを施す。

内面 10YR7/4イこ

ぶい黄橙色

外面7 5YR7/31こ

ぶい橙色

1～ 2 mn¢
砂粒含む。

良好

‐４３

　

　

‐ ２

SK
212

占式上師署

霊

日宿&130 日縁部は直立する頸部から屈曲し外反する。端部は内側につま
み出し面を形成する。日縁部の内面は横方向のハケナデ、外面
は右上がりのハケナデを、端面は右上がりのハケナデを施す。
頸部の内面は縦方向のユビナデ、外面は右上がりのハケナデを
施す。ハケナデは押しつけており、三角形にハケの痕跡が残る。
体部の内面はユビナデ、外面は右上がりのハケナデを施す。

内外 面 10YR6/′

灰黄褐色

1-3H4¢
少粒含む。

良好 賛岐 カ

珂波系
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Ⅳ 久宝寺遺跡第 27次調査 (K H99-27)

表15 出土遺物観察表 (15)
ｂ
ヤ
　
ロ巧

自

器 遺構

層序
器種

法量

(cm)
形態・調整等 色調 胎 土 焼成 備考

SK
212

古式上師器
小型重

日径131

麻部最チ

径146

日縁部は球形の体部から屈曲し内湾ぎみに伸びる。端部は外狽
へつまみ出し丸く終わる。日縁部の内面はハケナデのち放射リ
のヘラミガキ、外面は横方向のヘラミガキを施す。体部の内面
は左上がりのハケナデを施し、粘土接合の痕跡がある。外面旧
左上がりのハケナデのち横方向のヘラミガキを施す。

均面7 5YR7/4に

ぶい橙色

外面5YR7/4に ぶ
ィ`橙色

1～ 3 mm¢
砂粒含む。

良好

‐４５

　

　

‐２

Ｋ

２

Ｓ

２

古式上師器

養

日宅恐182 日縁部は屈曲し短く外反する。端部は内側へつまみ出し面を形
成する。日縁部の内面はハケナデのちヨコナデ、外面はヨコサ
デを施す。体部の内面はユビナデ、外面は左上がりのハケナデ
を施す。

内外面5Y5/1か

色

l mmの 砂

舷含む。

良好 蓑岐か

可波系

‐４６

　

　

‐２

SK
212

古式上師器

椀形高杯

口径 130 杯部は内湾する椀形である。端部は尖りぎみに丸く終わる。痢
部の内面は横方向のち放射状のヘラミガキ、外面は検方向のハ

ラミガキを施す。内外面には黒色物質 (黒漆?)を塗布してし
る。

内  外  面
7.5YR7/6橙色

l mmの 修

位含む。

良好

147

12

SK
212

古式上師器

高杯

日径16( 裾部は「ハ」の字にひらく。端部は面を形成する。端面は凹線状
にくばむ。脚部の内面はユビナデを施し、シボリロがある。外
面は縦方向のち横方向のヘラミガキを施す。裾部の内面はヘラ
ミガキのちヨコナデ、外面は縦方向のハケナデのち横方向のヘ

ラミガキを施す。裾部にはスカシ孔が 3方向にある。

内 面 10YR8々

灰白色

クト雇耳2.5YR7/4

淡赤橙色

1-3m
の砂 粒 宅

b。

良好

SK
213

古式上師器

直日壺

日ね&160 日縁部は直線的に外上方へ伸びる。日縁部の内面は横方向の之
放射状のヘラミガキ、外面は横方向のち右上がりのヘラミガ去
を施す。

勺外 面 25Y7/
灰黄色

l mmの 砂村

含む。精良

良好

‐４９

　

‐２

SK
213

古式上師群

壺

この体部の破片である。体部の内面上位はユビナデ、下位はハ

ラケズリを施す。内面には赤色顔料が付着している。外面は′

ケナデを施す。

内 面 25Y6/2灰

黄色

外 面 5Y7/2灰 白

色 赤色顔料剤
分10R5/8赤色

l-3 Hln互

砂粒含む。
結晶片岩控
む

良好

SK
213
古式上師群
甕

日ね&16C 日縁部は外反する。端部は上下方につまみ出し面を形成する。
瑞面は凹線状にくばむ。日縁部の内外面はヨコナデを施す。体
部の内面はヘラケズリで、ケズリは屈曲部に達しない。屈曲剖
はナデを施す。外面は左上がりのハケナデを施す。外面の全体
には媒が付着している。

為面 10YR7/2に

がい黄橙色

朴面 25Y8/3υ

簑色

l-4Hn¢
沙粒含む。

良好

SK
214

古式上師器

台付壷 ?
体部は球形である。脚部は外下方へ「ハ」の宇に伸びる。体剖
の内面はユビナデ、外面は左上がりのヘラミガキを施す。脚割
の内面はユビナデ、外面は右上がりのヘラミガキを施す。

内外面 101R6/1

陽灰色

1～ 3 mm¢
砂粒含む。

良好

SK
214

古式上師器

甕

日径154 日縁部は屈曲し外反する。端部は面を形成する。日縁部の内面
はハケナデのちヨコナデ、外面はヨコナデを施す。体部の内面
はヘラケズツを施す。ケズリは屈曲部におよんでいない。屈曲
部はユビナデを施す。外面は左上がりのハケナデを施す。外面
には煤が付着している。

内面 10YR7/21こ

ぶい黄橙色

外面 10YR7/1灰

白色

l-2 mmC
少粒含む。

良好

Ｋ

４

Ｓ

２

古式上師碁

高杯

医 部 雀

170
据部は「ハ」の字に外下方へ伸びる。裾部の内外面はハケナラ
のちユビナデを施す。

勺外 面 10釈7来
こぶい黄橙色

l mlnの 砂准

含む。

良 好

Ｋ

４

Ｓ

２

古式上師器

器台

日径 92 受部は緩やかに外上方へ伸びる。日縁部は屈曲し短く上方へε
まみ出す。端部は面を形成する。受部の内面はヘラミガキを施
すと思われるが磨耗のため不明瞭である。外面は横方向のヘラ
ミガキを施す。内外面には黒斑がある。

為面7 5YR5/6リ

協色
21・ 面 25Y5/1斉

天色

l-2 mm¢
砂粒含む。

良好

SK
215

古式上師器
直口壺

日径104 日縁部は直線的に外上方へ伸びる。日縁部の内面はハケナデ¢
ち横方向と放射状のヘラミガキを施す。外面は横方向のヘラミ
ガキを施す。内外面には黒斑がある。

内外 面 10YR5/

掲灰色

l mlnの 砂村

含む。

良好

SK
215

古式上師器

複合日縁壷

日伯豊18て 日縁部は段をもち外反する。日縁部の内面下位はハケナデのち
ユビナデ、上位はヨコナデを施す。外面はヨコナデを施す。

勺外 面 25Y7ノ

安黄色

1～ 3 mm互
少粒合む。

良好

SK
215

古式上師挙

甕

日径144 日縁部は丸みのある体部から屈曲し内湾ぎみに外反する。端部
は内側へ丸く肥厚し九みのある面を形成する。屈曲部の内面は
は九みをもち「く」の字に折れ曲がる。日縁部の内面はハケサ
デのちヨコナデ、外面下位はタタキのちヨコナデ、上位はヨコ

ナデを施す。体部の内面はヘラケズリを施す。ケズリは屈曲部
におよんでいない。外面は右上がりの夕タキ (4本/1 cm)の ち
左上がりのハケナデを施す。

均外面 25Y6/〔

にぶい黄色

1～ 3 Hlal¢

少粒含む。

良好

SK
215

古式上師器

甕

底 部 雀

44
底部は突出する平底である。体部の内面はユビナデ、外面は≠
上がりのタタキ (4本 /1 clll)を施す。

勺面 10YR5/2が

簑褐色

■面 10YR4/1権

疋色

1～ 3 mm¢
砂粒含む。

(角 閃石を蓼

く含む生騨
西麓産)

厭

き

ま

好

焼

　

。
＞

良

く
締

る
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表16 出土遺物観察表 (16)

即
　
日
巧

渕
　
楽
百

遺構 器 種
法量

(cm)
形態 調整等 色調 胎土 焼成 備考

Ｋ

５

Ｓ

２

古式上師器

高杯

日径25( 日縁部は直線的に外上方へ伸びる。日縁部の内外面はヘラミガキ
を施す。表部磨耗のため不明瞭である。

勺面 10R5/2が

ホ色

小面 10R5/8坊
名

2 mmlの 砂相

含む。

良好

160 SK
215

古式上師器

器台

日径 98 受部は緩や力Wこ外上方へ伸びる。日縁部は屈曲し外反ぎみに伸び
る。端部は面を形成する。日縁部の内外面はヨコナデを施す。日
隊部の外面下位には細いヘラ状工具の先による直線文を部分的に
2条施す。受部の内面は横方向のち放射状のヘラミガキ、外面は
陵方向のヘラミガキを施す。

為外面25Y7/〔

浅黄色

1-2 mm互
沙粒含む。芸

良好

SK
215

古式上師器

器台

囁 部 俗

124
裾部は「ハ」の学に外下方へ伸びる。裾部の内面はハケナデのち
ユビナデ、外面は横方向のヘラミガキを施す。裾部にはスカシ子[
が4方向あいているハ

均タト面 5YR6/(

登色

l mlllの砂村

含む。精良

良好

‐６２

　

　

‐ ２

Ｓ Ｐ

２０‐

古式上師器

小型三

口径104
体部最大

径100

体部は球形である。日縁部は内湾する。日縁部の内面はハケナテ
のちヨコナデ、外面はヨコナデを施す。体部の内面はユビナデ。
を施す。外面は5本のハケナデと1本のヘラミガキを左上がりに
交互に施したのち横方向のヘラミガキを施す。内面には黒斑があ
る。

内面N2/0黒色

外面 5YR7/41こ

ぶい橙色

l mHの 砂村

含む。

良好

Ｓ Ｐ

２０‐

古式上師器

直日壼

口俗豊108 日縁部は直線的に外上方へ伸びる。日縁部の内面は横方向のち必
対状のヘラミガキ、外面は横方向のヘラミガキを施す。

内外面25Y7′

灰黄色

l-2 mnC
砂粒含む。

好一■ペ

Ｓ Ｐ

２０‐

古式上師器
小型鉢

日径86 日縁部は緩やかに内湾する。日縁部の内外面はヨコナデを施す。
休部の内面はユビナデ。外面は左上がりのハケナデのちユビナデ
を施す。

内外面25Y7/
灰白色

l mlnの 砂右

多む。

貝好

Ｓ Ｄ

２０‐

古式上師器

小型重

本部最赤

壬86
日縁部は球形の体部から屈曲し内湾ぎみに伸びる。日縁部の内外
面はヨコナデを施す。体部の内面はユビナデ、外面は横方向のヘ

ラミガキを施す。

内外面25Y7沐

浅黄色

l H4の砂粘

含む。

良好

7層 古式上師挙
小型壺

日径 11.2 日縁部は内湾する。端部は上方へつまみ出し面を形成する。日形
部の内面は横方向のヘラミガキ、外面は左上りのハケナデのちわ
方向のヘラミガキを施す。体部の内面はヘラケズリ、外面は横方
向のヘラミガキを施す。

勺[巨 7 5YR6/〔

こぶい褐色

牛面 7 5YR4/〔

らわ

1-2 mn互
少粒含む

良好

7層 古式上師器
密

日径 164 日縁部は外反する。端部は上方へつまみ出し、面を形成する。日
縁部の内外面はヨコナデを施す。外面の下位に数箇所ヘラ状工具
をの痕跡がある。外面には煤が付着している。体部の内面はヘラ
ケズンを施す。外面は右上がりのタタキ (6本/1 clll)のち左上が
りのハケナデを施す。

豹面10YR6/2灰

黄褐色
21・面10YR7/2に

ぶい黄橙色

1～ 4 mnの

沙粒含む (角
対石を多く

告む生駒西
董産)

良好 (硬

く焼締き

まる。)

7層 古式上師器
甕

日径 153 日縁部は外反する。端部は上方へつまみ出し面を形成する。端面
ま凹線状にくばむ。日縁部の内外面はヨコナデを施す。外面に憾
某が付着している。

内面10釈 6/1権

灰色

外面10YR5/1TE

X色

l mmの砂粕

含む

良好

7層 古式上師器
高杯

日径 16〔 日縁部は内湾ぎみに外上方へ伸びる。日縁部の内面は左上がりの
ハケナデのち放射状にヘラミガキを施す。外面は左上がりのハク
ナデのち横方向のヘラミガキを施す。

内面 7 5YR7/ち

明褐灰色

外面 7 5YR7/て

にぶい橙色

l mmの砂�

含む

良好

7層 古式上師器
有段日縁鉢

日宅&164 本部は内湾する。日縁部は屈曲し内湾する。日縁部の内外面は榜
ケ向のヘラミガキを施す。体部の内面は横方向のち放射状のヘラ
ミガキ、外面は横方向のヘラミガキを施す。

内外面10YR6た

灰黄褐色

l nlnの 砂瓶

含む

良好

7層 古式上師群
器台

医 部 雀

114
裾部は「ハ」の字に直線的に外下方へ伸びる。端部は内側へつま
み出し丸く終わる。裾部の内面はハケナデのちユビナデを施す。
粘土接合の痕跡がある。外面は縦方向のち横方向のヘラミガキを
施す。裾部にはスカシ孔が4方向あいている。

内外面■5YR7/

明褐灰色

l mmの 砂村

含む

良好

7V5 7層 阪状木製品長 さ40]
幅■ 7拝

み43

板状の木製品で、平面と断面の形状は長方形の形状である。燃タ
て炭化した部分が数箇所認められる。

勺外面 5YR3/`

暗赤褐色

8層 古式上師器
甕

日宅&150 日縁部は外反する。端部は上方へつまみ出し面を形成する。日滋
部の内面はハケナデのちヨコナデ、外面はヨコナデを施す。体割
の内面はヘラケズリを施し、一部は屈曲部におよんでいる。屈世
部にはユビナデを施し、粘土接合の痕跡がある。外面は縦方向¢
ハケナデを施す。体部の外面は全体に煤が付着している。

内面 7 5YR7/】

月褐灰色
タト属]7 5YR6/〔

瞳色

l mmの砂石

含む

良好

8層 古式上師碁
有段日縁錫

口径 150 日縁部は段をもち、外反する。日縁部の内外面は横方向のヘラミ
ガキを施す。体部の内外面は横方向のヘラミガキを施す。

内外面10YR7/1

灰白色

1 -2 mm¢

砂粒含む

良好
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Ⅳ 久宝寺遺跡第 27次調査 (K H99-27)

3区

調査の結果、現地表下約2.Om(T.P,+6.9m)で 古墳時代前期に相当する土坑 5基 (S K301～ 305)、

溝 1条 (S D301)を検出した。なおこの調査区の南側約 1/3は、既存のつF水施設により現地表下約
2.5mま で壊 されていたため、この部分についての調査はできなかった。

S K301-305

平面形状は楕円形、不定形 、隅丸方形に分けることができる。断面形状は皿状で、S K301は 2

層の埋上である。それ以外の上坑は単一の埋土であった。各土坑からの遺物の出土はなく、遺構

の詳 しい時期は不明である。なお、検出した各土坑の詳細については表 17にまとめた。

表17 3区上坑一覧表
善 逹 異 ■

地 区 平画形状 雛
＜ｍ，
雛
ぐｍ，

径

ｍ，
断面形状 雅
ｍ

埋 上 出土遺物

S K301 Ч-18-9
I

S D301を切つている。隅力
方形

胆形 0,1 Lか ら10Y2/1黒色糸円粒シアレト指
省上、5B5/1青 灰色粗粒シル ト拶
省土

な し

S K302 Щ-18-9
I

東西に長い楕円形 阻形 OY2/1黒色細粒シル ト混粘土 な し

S K303 Щ-18-9
I

南東―北西に長い精円形 18 10 llL形 15Y2/1黒 色細粒シル ト混粘土 な し

S K304 Ⅵ-18-
8・ 91

不定形 皿形 0 07 OY2/1黒色細粒シル ト混粘土 な し

S K305 Ⅵ-18-
8。 91

南北に長い精円形 皿形 OY2/1黒 色細粒シル ト混粘土 な し

S D301

Ⅵ-18-91地 区で検出した。西側の一部はS K301で切られている。検出長 5。 5mで、南東一
北西にほば直線に伸びる。幅は約1.1～ 1.5mを測り、中央が幅広で、北西側と南東側が狭い平面

形状である。断面形状は皿形で、深さ0.lmを測る。埋土は a層 5Y2/1黒色細粒シル ト混粘上、 b

層5B3/1暗青灰色粘上で、遺物の出土はなかつた。

遺構に伴わない出土遺物

3層からは土師器の破片、石製品、種実などが少量出上した。このうち図化した遺物は174と S
2である。

174は土師器の皿で平安時代頃に比定できる。S2はサヌカイ トの石製品で石槍か石剣の未製品
と思われる。また、桃と思われる種が 8点 (W6-1～ 8)出土した。
4層からは土師器の破片が少量出上した。このうち図化した遺物は175である。
175は古式上師器の直口壺で、日縁部の内外面に横方向のヘラミガキを施す。

145



専

聟

串

Ｉ
＝

＞
―
―
―

3

x=-153380-

x=-153,990-

|

第22図  3区 平面図

0        (1:1001        5m

146

S K302



Ⅳ 久宝寺遺跡第 27次調査 (K H99-27)

や   カ ワ

174

0              (1:4)           20om

174・ S2
175

層

層

３

４

S2

0      (1:3)     10Cm

第23図  3区  3層 、4層出土遺物実測図

表18 出

構

序

遺

層
器種

法量

(cm)
形態・調整等 色調 胎 土 焼成 備考

3層 土師器皿 日縁部は外反する。端部は内側へつまみ出し丸く終わる。日縁剖
の内外面はヨコナデを施す。

内面7 5YR3/2

灰白色

外面751R3/6

浅黄橙色

lnal程度のつ

粒含む。

良好

S2 3層 石槍か石烈
の未製品

勇 さ 8.

属  3.
享み2.6

碇長の石材で、横断面は菱形である。表面は全体的に磨く。 お2/1青黒色

4層 古式上師群
直日主

日宿豊160 日縁部は直線的に外上方へ伸びる。端部は尖りぎみに丸く終差
る。日縁部の内外面は横方向のヘラミガキを施す。

均外面10YR7/と

にぶい黄橙色

[nlal程度のつ

位含む。

良好

Ｗ

６
．
‐

１２

3層 挑 ?種 長さ17 幅16 厚み07
半分残存。端が尖る倒卵形である。

,YR2/1黒褐色 1図版 12に

実物大写

真を掲載

Ｗ
陀
‐２

3層 桃 ?種 長さ1.7 幅1.6 厚み0.6
半分残存。端が尖る倒卵形である。

5YR2/1黒 褐色

Ｗ
関
‐２

3層 桃 ?種 長さ20 幅1.9 厚み07
半分残存。端が尖る倒卵形である。

;YR2/1黒褐色

Ｗ
図
‐２

3層 桃 ?種 長さ2.1 幅18 厚み14
端が尖る倒卵形である。

;YR5/2灰褐色

Ｗ

６
．
５

‐２

3層 桃 ?種 罠さ2.0 幅1.8 厚み1.4
喘が尖る倒卵形である。

5YR2/1黒褐色

Ｗ

６
．
６

‐２

3層 桃 ?種 民さ21 幅1.9 厚み15
瑞が尖る倒卵形である。

;釈2/1黒褐色

Ｗ

６
．
７

‐２

3層 桃 ?種 長さ23 幅1,9 厚み16
端が尖る倒卵形である。

5YR2/1黒褐色

Ｗ
側
１２

3層 挑 ?種 最さ2.1 幅1.9 厚み1.5
嶋が尖る倒卵形である。

5YR2/1黒褐色
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第 3章 まとめ

1・ 2区

古墳時代初頭～前期の居住域を可区と2区のT.P.+5.8～ 5.85mで確認 した。同時期における遺

構は周辺の調査でも検出しており、おもな検出例を紹介し、古墳時代初頭から前期の居住域や墓

域の位置を推測してみたい。

1・ 2区の西に隣接するセンター調査の亀井北遺跡A～ C地区ではT.P.+5.6～ 6.Omで古墳時代

初頭庄内式新相～前期布留式古相の遺構を多数検出している。特に 1区 と近接 しているAト レン

チでは古墳時代前期 I(古墳時代初頭庄内式新相に比定)で、竪穴住居 10棟 と多数のピットを確認

した。また、古墳時代前期Ⅲ (古墳時代前期布留式古相に比定)では、土坑や溝を確認している(服

部他 1986)。

北東に隣接する研究会第22次調査地では、 1調査区のT.P.+5.5～ 5。 7mで古墳時代初頭～前期の

居住域を、 3調査区で同時期の墓域を検出している (原田2001)。 また、北西部にあるセンター

調査の久宝寺遺跡南地区ではH～ J地区のT.P.+5.5m前 後で古墳時代初頭～前期の居住域を、F

地区で同時期の墓域を検出している(一瀬他1987 若林 1998)。

南に防接する研究会第 1次調査地では、T.P.+5.8.～ 6.Omで古墳時代前期布留式古相 (布留 I

期)の上器溜まりを 2箇所で検出した (原田1993)。 また、同第 1次調査地の南隣では、同第 9次調

査地があり、To P.+5.8～ 6.Omで古墳時代前期布留式古相の竪穴住居および井戸や溝を検出してい

る (成海 1992)。

これらの調査結果から、今回の調査地の 1・ 2区で検出した古墳時代初頭～前期の居住域は、

亀井北遺跡A地区、研究会第22次 1調査区、久宝寺遺跡南地区のH～ 」地区、研究会第 1次調査

地および第 9次調査地付近に存在し、その範囲は、 1区 を中心とした場合、半径100m程度あった

と推測できる。また、同時期の墓域は、東部の研究会第22次調査地の 3調査区付近と南西部の亀

井北遺跡 B地区付近にあつたと推測できる。

3区

3区では、周辺で行つた市教委調査 [久宝寺遺跡90-398](消 1991)の 結果から、GL-2.Om

で古墳時代の砂層の検出が予想された。今回の調査では、予想通り砂層を検出し、その砂層の上

層で、粘土層を 3枚 (第 3～ 5層 )確認 した。確認した粘土層のうち一番下の第 5層上面で遺構

を検出した。検出した土坑には配置などの規則性は見られなかつた。また断面形状は皿形を呈し、

深さは0。 lm未満で非常に浅く、遺物の出土がないことから、各土坑は遺構として捉えたが、水溜

まり状の浅いくばみが自然に埋まつた可能性が考えられる。

他地域系の上器について

久宝寺遺跡内では、他地域系の上器が出土することがあり、特に古墳時代初頭～前期には比較

的多くある。ここでは今回の調査で得た北陸系および讃岐、阿波系の上器に類似 した例を紹介し

遺跡内における出土地の分布を考えてみたい。
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Ⅳ 久宝寺遺跡第 27次調査 (K H99-27)

北陸系

北陸地域から搬入された可能性が高い古墳時代前期の布留式古相の鉢 (5)は 1区の竪穴住居
(S1101)か ら出上した。

S1101と 同時期の北陸系の上器には、研究会第22次調査のSD-3か ら出上した高杯 (92)や鉢
(94)が挙げられ、加賀南部からの搬入品とされている (原田2001)。 この他、亀井北遺跡 B地区の
1号墓のマウンド上面からも北陸系の器台 (243)が出上している 9民部他 1986)。

また、古墳時代初頭庄内式古相の遺構からは北陸系の上器が出土した例がある。研究会第34次

調査の S K502か ら出上した古墳時代初頭 (庄内Ⅱ)の密 (181)が その例で、この甕は石川県の漆町

遺跡 I(田 島1986)に よる器種分類では「月影式」系在地甕形土器の甕Al類に分類されるもので、
時期的には漆町 5。 6群土器に盛行する器種とされている(原田2007)。 また、センターが実施した
大阪竜華都市拠点地区竜華東西線建設に伴 う発掘調査 (以下センター竜華東西線調査)の 1～ 5区
においては、古墳時代初頭 (庄内Ⅱ)に比定される531井戸から北陸系の複合口縁壺 (273)が出上し

た。この壷は、緩やかに外反する口縁部外面に直線文を巡らせ、体部外面に斜方向ハケ、内面に

ケズジを施し、日縁部には打欠きがある。同時期の408土坑からも口縁部の外面に直線紋を施し、

体部は球形に近い北陸系の複合口縁壼 (190)が出上している (西村2004)。

さらにセンターが実施 した平成 12～ 16年度の寝屋川流域下水道竜華水みらいセンター水処理施

設等建設事業に伴 う発掘調査 (以下センター水処理調査)では、o5272土坑から装飾器台(229頁図
211-7)が 、05421流路から複合口縁壺 (476頁図49923)が 、第 4-2層 から甕 (502頁図526-6)が
出上し、これらも北陸からの搬入品とされている(亀井2007)。

以上から、北陸系の上器は古墳時代初頭 (庄内式古相)には研究会第34次調査地とセンター竜華

東西線調査の 1～ 5区付近から多く出土しており、古墳時代前期 (布留式期古相 (布留 I))に は今
回の 1区 と研究会第22次調査地、亀井北遺跡 B地区付近で出土していることがわかった。
阿波系 日讃岐系

2区で検出したS K211や s K212内 からは布留式期古相 (布留 I)の時期の讃岐や阿波の特徴を
もつ土器 【S K211:壺 (131)、 甕 (134)s K212:壺 (141・ 143)、 密 (145)】 が出上した。
壺 (131、 141)の類例には、センター調査の久宝寺遺跡南地区 (その 1)の 4B,Bト レンチで検
出したK3号墓上層堆積から出土した壺 (134頁図Ⅱ 9619)が挙げられる。また同遺構上層堆積か
らは、讃岐系の複合日縁壺 (135頁図Ⅱ-972)も 出上している。さらに同遺構の周溝内下層からは
阿波系の壺が出上し(若林 1999)、 この壺はおそらく、古墳時代初頭期の大阪府では、焼成前に穿

孔された唯―の例であることを指摘している。一方、東四国地域 (讃岐 。阿波)では墳墓に焼成前

穿孔の壺を供献する事例が多いことが知られている (山 田2006)。 このことから、讃岐における墓

制との共通点がある墓と見ることができるであろう。

甕 (134)は器面に施す調整と器形が讃岐のものに酷似し、讃岐産の上を使用した可能性が高いと

思われることから、同地域からの搬入品であると言えるであろう。類例には、研究会第22次調査

のSD-1か ら出上した甕 (57)が挙げられ、この土器も東四国系とされている (原田2001)。
壺 (143)の類例には、『動態Ⅶ』の久宝寺遺跡 (そ の 2)Iト レンチ第 4-c地 区 S D45出上の
(263頁図Ⅱ-225 18)が挙げられる(若林他 1999)。 このほか、センター水処理調査の05272土坑か
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ら出土した内傾する頸部から外へ開く口縁部を特徴 とする阿波系の広 口壺 (230頁図212-8)(亀

井他2007)も 頸部～口縁部の形状が似ている。

甕 (145)も 器面に施す調整 と器形が東四国地域の密の特徴に似ていることから、讃岐か阿波系と

判断できる。

これ らから、古墳時代前期の布留式期古相 (布留 I)の讃岐・阿波系の上器は、今回の 2区 が位

置する同遺跡西部で比較的多く出土する傾向にあると言えるであろう。
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V 久宝寺遺跡第59次調査 (K H2004-59)



例 言
1,本書は大阪府人尾市大字亀井9409(保留地 3街区第 1画地)で実施した共同住宅建設に伴 う

久宝寺遺跡第59次発掘調査 (K H2004-59)の発掘調査報告書である。

1。 本調査は、人尾市教育委員会の埋蔵文化財調査指示書に基づき財団法人人尾市文化財調査研

究会が近鉄不動産株式会社から委託を受けて実施したものである。

1.調査は当調査研究会 西村公助が担当した。
1.現地調査は、平成16年 8月 5日 に着手し、同年 11月 30日 に終了した。調査面積は約1539ポで

ある。

1,現地調査には伊藤静江・岩沢玲子 。川村一吉・竹田貴子・村井俊子・村田知子 。若林久美子

の参加を得た。(敬称略、二十音順)

1.内業整理は下記が参加し、現地調査終了後に着手して平成20年 8月 31日 をもつて終了した。(敬

称略、五十音順)

遺物実測―市森千恵子・岩沢 。中村百合

図面 トレースー市森 。西村

遺物写真撮影一木村健明 。西村

1.本書の執筆及び編集は西村が行つた。
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V 久宝寺遺跡第 59次調査 (K H2004-59)

第 1章 はじめに

久宝寺遺跡は、人尾市の西部に位置 し、長瀬川 と平野川に挟まれた沖積地に立地する。本遺跡

は、市内の北西部に存在 し、現在の行政区画では、北久宝寺・久宝寺・西久宝寺・南久宝寺・神

武町・北亀井町 。龍華町 。渋川町の東西約 1.8km、 南北約1.7kmが その範囲である。

本遺跡の発見の契機は、1985年 (昭和10年)に人尾市久宝寺五丁 目で行われた道路工事中に、弥

生～古墳時代の土器および九木船の残片などが出上したことによる (吉岡1988)。 しかしその後、

発掘調査は実施 されることなく、本遺跡の実態は十分把握できていなかった。

本遺跡における本格的な発掘調査は、本書 Iに記載 した通 り昭和50年代に入つてからである。

なかでも (財)大 阪府文化財センター (以下センター)が行つた近畿 自動車道建設に伴 う発掘調査

(久宝寺遺跡北地区・久宝寺遺跡南地区・亀井北遺跡)では、弥生時代～近代までの彩 しい数の遺

構および遺物が発見され、集落を営んでいたことが判明した。

この調査以降、本遺跡内では大阪府教育委員会 (以下府教委)、 センター、人尾市教育委員会 (以

下市教委 )、 (財)人尾市文化財調査研究会 (以下研究会 )イこよつて数多くの発掘調査が行なわれてい

る。以下では、今回の調査地の近隣で行われた主な発掘調査について概略を紹介する。

今回の調査地から北西部約30mの地点では、センターが平成12～ 13年度に大阪竜華都市拠点土

地区画整理事業 (都市機能更新事業 )イこ伴 う発掘調査を行ってお り、縄文時代晩期から中世に至る

遺構および遺物の検出があり、特筆できる遺構には古墳時代前期の久宝寺 1号墳が挙げられる (西

村 2003)。 さらに西部ではセンターが平成 12～ 16年度に寝屋川流域下水道竜華水みらいセンター水

処理施設等建設事業に伴 う発掘調査を実施 してお り、縄文時代晩期から近世に至る遺構および遺

物の検出が多数あった。中でも古墳時代初頭～前期には、周溝墓が密集 して築いている状況を確

認 した (亀井他2007)。 さらに、北西部の研究会第23次調査 (原田他2006)、 研究会第28次調査 (原田

他2004)で も同時代の墳墓を検出したことから、今回の調査地の北西部には、古墳時代初頭～前期

の墓域が存在 している結果を得た。

このほか、研究会第28次調査 (原田他2004)では、飛鳥時代、平安時代の遺構を検出している (原

田他2004)。 さらに南約 10mの地点の研究会第24次調査では、古墳時代中期、飛鳥時代、平安時代

などの遺構を検出している (原田他 2001)。

参考文献
・吉岡哲   1988『 考古編 第二章』『人尾市史(前近代)』 本文編 人尾市役所
。寺川史郎他 1987『 久宝寺北(その1～ 3)近畿自動車道天理～吹田線建設に伴う埋蔵文化財発据調査概要報告』

(財)大阪文化財センター

・松岡良憲他 1987『 久宝寺南 (その1)』 大阪府教育委員会 。(財)大阪文化財センター
。一瀬和夫他 1987『 久宝寺南 (その2)』 (財)大阪文化財センター

・服都文章他 1986『亀井北 (その1)』 (財)大阪文化財センター
・奥 和之他 1986『亀井北 (その2)』 大阪府教育委員会。(財)大阪文化財センター
・西村 歩他 2003『人尾市亀井地内所在 久宝寺遺跡・竜華地区発掘調査報告書V』 一大阪竜華都市拠点土地区
画整理事業(都市機能更新事業)に伴う発掘調査 (財)大阪府文化財センター調査報告書 第103集  (財)大阪府
文化財センター

・原田昌則他 2001『久宝寺遺跡第24次発掘調査報告書一大阪竜華都市拠点地区竜華東西線 3工区の掘削工事に伴
う』(財)ノ (尾市文化財調査研究会報告69(財 )人尾市文化財調査研究会
・原田昌則他 2004「 I 久宝寺遺跡(第28次調査)」『久宝寺遺跡 (財)人尾市文化財調査研究会報告77』 (財)人尾
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市文化財調査研究会
。西村 歩他 2004『人尾市 久宝寺遺跡・竜華地区発掘調査報告書Ⅵ』一大阪竜華都市拠点地区竜華東西線建設
に伴う発掘調査 (財)大阪府文化財センター調査報告書 第118集  (財)大阪府文化財センター
・原田昌則他 2006「 I 久宝寺遺跡 (第23次調査)」『久宝寺遺跡 (財)人尾市文化財調査研究会報告89』  (財 )
人尾市文化財調査研究会

・亀井 聡他 2007『人尾市 久宝寺遺跡・竜華地区発掘調査報告書Ⅷ―寝屋川流域下水道竜華水みらいセンター
水処理施設等建設事業に伴う発掘調査他―』 (財 )大阪府文化財センター調査報告書 第156集 財団法人大阪
府文化財センター
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V 久宝寺遺跡第 59次調査 (K H2004-59)

第 2章 調査概要

第 1節 調査の方法と経過
今回の発掘調査は共同住宅建設に伴 う調査で、当研究会が久宝寺遺跡内で行つた第59次調査に

あたる。調査区は 2箇所で、建物の南北棟を 1区、東西棟を2区 と呼称した。調査は 1区、 2区

の順で行つた。今回の調査地での地区害1は、人尾都市計画事業大阪竜華都市拠点土地区画整理事

業に伴 う発掘調査を実施する際に研究会が区割 りしたものを使用した。なお地区割りの詳細は研

究会報告68(原田2001)を参考されたい。今回の調査地の 1区はⅦ-6-6～ 10。 D～ G地区、 2区
はⅦ-6-8～ 10。 A～ E、 Ⅶ-11-1・ C～ E、 Ⅵ-10-8～ 10・ I～J地区にあたる。
掘削は市教委の埋蔵文化財調査指示書に従い、現地表下約1.5m前後までを機械で掘削し、以下

約0。 4mの厚みの地層を人力で掘削し調査を進め、遺構および遺物の検出に努めた。出土遺物は、
コンテナ (縦0.6m× 横 0。 4m×深さ0.2m)20箱を数える。

K H23
14調査区

鰍饗罐解

牌 鑽難″
j

―
杖
=と
153100

第 2図 調査区設定図および地区割図

(醐 大阪府文化財センター調査地
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第 2節 層序
1区

0層 盛土 (竜華操車場建設の基礎と以後の整地土)で、上面の標高はT.P。 +9.Om前後を測る。
1層 5B3/1暗青灰色細粒砂混粘土。上面は全体的に攪拌を受ける。水田(A～ C層 )および島畠

(I～Ⅵ層)の耕作上で地層の厚さは約0.6～ 0,7mである。上面は第 1面。中世～近代の

水田、島畠、近世の土坑を検出した。

2層 10YR5/6黄褐色細粒砂質粘土。上面は第 2面。飛鳥～平安時代の上坑、溝を検出した。

3層 10YR4/2灰黄褐色細粒シル ト。上面は第 3面。古墳時代中期の井戸、土坑、溝を検出した。

4層  7.5YR5/3に ぶい褐色細粒シル ト～粗粒シル ト。上面は第 4面。古墳時代前期新相の河サ||

を検出した。

以上で調査地全体の平面的な調査は終了した。さらに 1区では下層確認のための トレンチを

1箇所設定し、入力による調査を行つた。その結果、遺構の検出および遺物の出土はなかつた。

ここでは確認した地層を以下に記す。

5層 10YR5/1褐灰色細粒シル トと粗粒シル ト

6層  5B4/1暗青灰色粘土。植物遺体含む自然堆積層。

7層  5B5/1青灰色細粒シル トと粗粒シル ト。植物遺体含む自然堆積層。

8層 10BG6/1青灰色粗粒砂と細粒砂。自然堆積層。

2区

0層 盛土 (竜華操車場建設の基礎と以後の整地上)で、上面の標高はT.P.+9.2m前後を測る。
A層  5Y4/1灰色粗粒砂混粘土。旧耕作土。

1層 5B4/1暗青灰色細粒砂混粘土。上面は全体的に攪拌を受ける。上面は第 1面。中世～近世

の井戸、土坑、溝を検出した。なお、 1層 とA層の間は島畠の耕作土で調査区のほぼ全

域にわたり確認した。

2層 10YR5/6黄褐色細粒砂質粘土。上面は第 2面。飛鳥～平安時代の上坑、溝を検出した。

3層 10YR4/2灰黄褐色細粒シル ト。上面は第 3面。古墳時代中期の井戸、土坑、溝を検出した。

4層  7.5YR5/3にぶい褐色細粒シル ト～粗粒シル ト。上面は第 4面。古墳時代前期後半～中期

前半の河川を検出した。

以上で調査地全体の平面的な調査は終了した。さらに 2区では下層確認のための トレンチを8

箇所 (No.1～ 8)設定し、人力による調査を行つた。その結果、下層確認 トレンチ配 6において、

遺構を4面 (第 5面～第 8面 )検出した。ここではNO.6において確認した地層を以下に記す。

5層 10YR4/4褐色粗粒シル ト質粘土。上面は第 5面。古墳時代前期 (布留式新相)の河川を検出

した。

6層 2.5Y6/1黄 灰色粘土～5B5/1青灰色粗粒シル トのラミナで、植物遺体含む自然堆積層。上

面は第 6面。古墳時代前期 (布留式新相)の河サ||を検出した。

7層  5B5/1青灰色粗粒シル ト質粘土。上面は第 7面 と第 8面。第 7面では古墳時代前期 (布留

式古～中相)の畦畔を、第 3面では古墳時代前期 (布留式古相)以前の溝を検出した。

154



８
〓
路
Ｔ
＝
Ｘ

‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ

８

〓
路

Ｔ
Ｈ
Ｘ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ト

０
■

路̈
Ｔ
＝
ｘ

厨

　

層

一邸
▼
協

Ｔ
，Ｉ

Ｘ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｏ
Ｂ

鷲
平
＝
＞
　
！
Ｉ
Ｉ

ヨ
守
ト
ヤ
＝
＞

‘Ｉ
Ｉ

０
樹

ド
ギ

ー

＞
　

―

―

！

1区西壁

３
▼
卜
守
＝
＞

―
―
―
〓

∞m   f藁冒
1露iS

く 第1面

lll

喧_,■ _く▼と君
“
第4ロ

驚書番壌蕎榛号解撃酵辞臨晟な
それ睦の整魅→

ル
|

■ 583/1暗音灰色細細砂滉警主
W '5YR4/64色 組粒砂混粘土

露1  頚獅
麗1麟 路議憲ヲg曇建幸霧恙体含む自然雛
7器鵜影I宿雹羅皇

細独砂
ウ 586/1青反と糧粧砂

:聯そ毒壌:議譲晏折

'ユ

島袖雀う,レト
ウ解響開圏隆ユと類紅"レ

ト

10YR5/84医色細疑シルトと組粒シルト
10YR5/8資褐色組粒砂と細粒砂

;餞
蜘 社ンルト

機鰯整:浮
か

T,■&Om

B10m

7.0市

610m

第 1面 >

第2面 Ⅲ

第3面 >
第4画
"

揆
吝

ド
ф
ｉ
■
＞
　
ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ

０
卜
０
ド
０
１
＝

＞

‥
―
―
！

Ｏ
②
③
④
◎
⑥
②

一曲
　

　

　

　

　

弓
早

＞
―

S D206

2区南壁

千.P40m

80中

,Om

60れ

第十面

第2百
第3面 >
算4百 >

・
―

―
式
，

霊罵子匿

S D207

0層 難上 (竜奉操車場建設の基礎.とそれ以後の整地と,上面の標高 T PI+012m前 後

:ヨ              :g霞 :雪

輯魏熱船発事駿こ亀軋
灘驚鞠熙攣絋訊矧
3

鞄罐綾触ト
第 3図  1

S D80202か黒色細粒ンルト質絡土 炭柱物を多く含む
・ 2区地層断面図

島長耕作土 I
Ⅱ
皿

V
期野写聖ヨ雷と亀愚患壱逮土

I

<第 1百
<第 2画
く 露3面

155-156



V 久宝寺遺跡第 59次調査 (K H2004-59)

第 3節 検出遺構と出土遺物
1区

1層上面 (第 1面 )では、近代の上坑 1基 (S K101)、 中世～近世の島畠4条 (島畠101～ 104)、 水

田 3筆 (水田101～ 103)を検出した。 2層上面 (第 2面 )では、飛鳥時代～平安時代の上坑 6基 (SK
201～ 206)。 小穴 2個 (S P 201・ 202)・ 溝11条 (S D201～ 211)、 3層上面 (第 3面)では、古墳時代

中期の井戸 1基 (S E301)。 上坑11基 (S K301～ 311)・ 小穴19個 (S P301～ 319)・ 溝 11条 (S D301

～311)を、 4層上面 (第 4面 )で古墳時代前期後半～中期前半の河サ十11条 (N R401)を 検出した。

第 1面

S K101

Ⅶ-6-6・ 7E区で検出した。平面形状は南北方向に長い楕円形で、長径1.45m、 短径1.lm
を測る。断面形状は逆台形で、深さは0,3m測 る。中央に方形に木枠を組んでいた。枠内の埋土は

10BG4/1暗青灰色粗粒砂混粘上、掘形の埋土は10YR4/4褐色細粒砂混粘上である。土坑内からは近

世瓦や陶磁器の破片が出上した。

島畠101～ 104

島畠は調査区内では東西方向に展開している。島畠の上面はT,P,+7.8～ 8.Omを測り、水田面か

らの高さは0.5～ 0。 7mを狽1る。上面は攪拌を受け、砂やシル トと粘土が混ざつた状態であつた。

検出した各島畠の詳細については表 1にまとめた。

水田101～ 103

水田上面の標高はT,P,+7,7～ 7.8mを測る。島畠に挟まれた範囲を水田として耕作していた。水

田101～ 103からは中世の土師器および近世の陶磁器や瓦の破片が出上した。このうち図化したも

のは水田101出上の上師器小皿 (1)・ 土錘 (2)、 水田103出上の土師器小皿 (3)。 瓦器小皿 (4)で

ある。なお、検出した各水田の詳細については表 2にまとめた。

表2 1区 第 1面水田一覧表

表 1 1区 第 1面島畠一覧表
遺構番号 地 区 平面形状 規模 (m) 断面形状 高 さ (m) 堆積土

島畠101 ,I-6-8。 9D` 葡西部分は調査区外に至婚

父出した平面形状は東西方炉
こ長い長方形

東西幅90以上、南北幅6i
以上

台 形 )6 上から10YR4/4褐色細粒砂混粘土
7 5YR3/4暗 褐色狙粒砂混粘土
7 5YR4/3褐 色細粒シル ト質粘土

島畠102 Ⅷ-6-9E 菊東部分は調査区外に至る

菊北方向に長い長方形

東西幅04以上、南北幅 1
以上

台形 )7 」二から10YR4/4tlBて登糸日*立砂混井古三L
7 5YR3/4暗 褐色粗粒砂混粘土
7 5YR4/3褐 色細粒シル ト質粘土

島畠103 LIl-6-7・ 8E・

F

煮西両側は調査区外に至る

父出した平面形状は東西方向
こ長い長方形

東西幅140以 上、南北幅12〔

以上
台形 )5 上から10YR4/4褐色細粒砂混粘土

7 5YR3/4暗 褐色粗粒砂混粘 土
7 5YR4/3褐 色細粒シル ト質粘土

島畠104 LIl-6-6E・ F 化西部分は調査区外に至る

交出した平面形状は東西方向
こ長い長方形

燕西幅130以上、南北幅4
以上

台形 )6 上から10YR4/4褐色細粒砂混粘土
7 5YR3/4暗 褐色粗粒砂混粘土
7 5YR4/3褐 色細粒シル ト質粘土

遺構番号 地 区 平面形状 規模 (m) 区画する島畠 耕作土
lk田 101 WI-6 8E・ F 東西両側は調査区外に至る

検出した平面形状は東西方直
に長い長方形

束西幅130m以 上、南北に
!Om以上

詩畠101、 島畠102、 島畠13 上から10BG5/1青 灰色細粒砂混粘上、
5B5/1青灰色粗粒砂混粘±  5BG4/1
暗青灰色粗粒砂混粘土質シル ト

lk田 102 ザI-6-9E・ F 南束は調査区外に至る 検と
した平面形状は南北方向に長
い長方形

煮西幅60m以上、南北幅7(
m以上

詩畠101、 島畠102 上から10BG5/1青 灰色細粒砂混粘上、
5B5/1青灰色粗粒砂混粘土

lk田 103 i咀-6-6'7E・ 東西両側は調査区外に至 そ

検出した平面形状は東西方炉

に長い長方形

煮西幅140m以上、南北幅

'Om以
上

詩畠103、 島畠104 上から10BG5/1青 灰色細粒砂混粘土、
5B5/1青灰色狙粒砂混粘土

|_
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V 久宝寺遺跡第 59次調査 (K H2004-59)

第 2面

S K201-204

平面形状は楕円形と円形に分けられ、断面形状は逆台形で、埋土は全て単一層である。各土坑

の検出状況からは規模や方向などの規則性は見受けられなかつた。各土坑内からは土師器や須恵

器の破片が出土した。このうち図化したものはS K201出上の上師器小皿 (5)、 S K204出上の黒

色土器椀 (6)である。なお、検出した各土坑の詳細については表 3にまとめた。

S P201・ 202

平面形状は楕円形と円形に分けられ、断面形状は逆台形で、埋土は全て単一層である。各小穴

の検出状況からは規模や方向などの規則性は見受けられなかつた。 S P201か らは土師器や須恵器

の破片が出上した。なお、検出した各小穴の詳細については表 4にまとめた。

S D201～ 211

平面形状は南北と東西に直線に伸び、断面形状は逆台形である。埋土はS D201が 3層、S D202

～211は単一層である。 S D202～ 211は形状および規模から耕作に伴 う可能性がある。 S D201・

205。 206か らは土師器および須恵器の破片が出上した。このうち図化したものはS D201出上の上

師器高杯 (7)、 須恵器平瓶 (3)である。 8は体部上位にヘラ記号がある。飛鳥時代 (飛鳥Ⅲ)に比

定できる。なお、検出した各溝の詳細については表 5にまとめた。

ヤ

1

2

―
l y

3             4

5

へ
魁
　
④

／
６
水田101

水田103

S K201
S K204
S D201

1ロ

3・

5
6
7・

２

４

8

0            (1:4)          20om

第 5図  1区水田101・ 103、 S K201・ 204、 S D201出 土遺物実測図
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V 久宝寺遺跡第 59次調査 (K H2004-59)

X=-153183

霞
トユ

十

※遺構内番号は遺物番号

遺物実測図=1:10

X=153悧4+

霞
旱

＞＋

A'

マ

ガ+
T PttΠ
~ミ
三 1プ _

1 7 5YR4/3褐色細粒シルト混粘土

O            (1:40)          2m

第 7図  1区 S K201平・断面図

0            (1:80)          4m

第 8図  1区 S D201遺物出土状況平面図

表3 1区 第 2面上坑一覧表
遺構番号 地 区 平面形状 長径(m) 短径 (m) 径 (m) 断面形状 深さ(m) 埋土 出土遺物

S K 201 Vll-6-9D 燕西方向に長い楕円形 10 )5 逆台形 )19 75釈4/3褐 色細組
シル ト混粘土

と師器

S K202 Vll-6-9E 煮西方向に長い楕円形 1 ユ )6 逆台形 )06 75釈4/3褐 色細組
シル ト混雅上

L師器・須恵器・顔

S K203 WI-6-9E 東西方向に長い精円形 」 7 逆台形 )12 7 5YR4/3褐 色 細粗
シル ト混粘土

上師器・須恵器

S K204 lll-6-7F 菰東側は調査区外に至る 桜
当した形状は半円形

2以上 逆台形 1以上 10YR4/6褐 色細粒つ

滉粘土

と師器・須恵器・標
名十 黒

表4 1区 第 2面小穴一覧表
遺構番号 地 区 平面形状 長径 (m) 短径 (m) 径 (m) 断面形状 深さ(m) 埋上 出土遺物

S P 201 L41-6-9E 苛北方向に長い精円形 )6 逆台形 )09 7 5YR4/3褐 色糸日沼
シル ト混粘土

上師器・須恵器

S P202 LIl-6-9E 刊形 逆台形 7 5YR4/8褐 色細君
シル ト混粘土

後 し

表 5 1区 第 2面溝一覧表
遺構番号 地 区 平面形状 幅(m) 断面形状 深さ(m) 埋上 出土遺物

S D201 VIl-6-8。 9D・ 言北方向に直線に伸びる を5-35 菫台形 )36 上から751R7/6橙 色細粒砂混�
± 75釈 6/1褐灰色粗粒砂混�
±  10YR5/8黄 褐色粗粒砂混理
土

土師器・須忘器

S D202 141-6 9E 苛北方向に直線に伸びる。 )45-0 5 )台形 )05 5釈6/1褐灰色粗粒砂混粘土 な し

S D203 llll-6-8。 9E 打北方 向に直線 に伸 び る )35-04 近台形 )12 5釈6/1褐灰色粗粒砂混粘土 な し

S D204 LIl-6-8。 9E 菊北方向に直線に伸びる )2-0 25 逆台形 )08 5VR6/1褐 灰色粗粒砂混粘土 な し

S D205 hll-6-8E・ F 東西方向に直線に伸びる 10～ 12 逆台形 151R5/2灰褐色細粒砂混粘土 土師器・須恵器・面

器隼

S D206 lTl-6-8E・ F 東西方向に直線に伸びる )35-0 4 逆台形 )06 ;Y5/1灰色社粒シル ト混粘上 土師器・瓦器等

S D207 WI-6-8E・ F 東西方向に直線に伸びる )2 逆台形 )05 N5/1灰 色粗粒シル ト混粘上 な し

S D208 141-6-8E・ F 東西方向に直線に伸びる 逆台形 )05 Ⅳ5/1灰色粗粒シル ト混粘土 な し

S D209 141-6-8F 東西方向に直線に伸びる )22 逆台形 )06 ;Y5/1灰色粗粒シル ト混粘土 な し

S D210 1旺
-6-8F 東西方向に直線に伸びる )32 逆台形 )06 Ⅳ5/1灰色粗粒シル ト混粘土 な し

S D211 lll-6-7・ 8F 東西方向に直線に伸びる )8～10 逆台形 1 ;釈4/6赤褐色粗粒砂混粘土 な し

よ嘩
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第 3面

S E301

Ⅶ-6-8。 9E地区で検出した。平面形状
は東西方向に長い楕円形で、長径 1.33m、 短径

1.22mを測る。断面形状は逆台形で、深さ約1.3

mを測る。検出面から約0.3m下で井戸枠を検

出した。井戸枠には木製の板を 3枚 (Wl～ 3)

使用していた。井戸枠の高さは約1.Omを測る。

井戸枠内の埋土は上から10YR4/6褐色粘土質細

粒シル ト(粘上のブロック混入)、 5B4/1暗青灰

色細粒シル ト質粘土 (細粒砂のブロック混入 )

である。掘形の埋土は上から7.5YR4/1褐灰色粘

土とシル トのブロンク、7.5YR5/2灰褐色シル ト

質粘土 (細粒砂のブロック混入)、 10BG4/1暗青

灰色粘上、5B2/1青黒色粘土 (粗粒砂含む)であ

る。井戸枠内からは須恵器の壺や土師器の密な

どが出土した。このうち図化したものは土師器

奏 (9～ 11)、 須恵器壺 (12・ 13)・ 須恵器杯身

(14)・ 須恵器杯蓋 (15)、 木製板材 (Wl～ 3)

である。9～ 11は井戸枠内のほぼ中央に横向き

で積重なった状態で出土した。

X=引田団十 A

V 久宝寺遺跡第 59次調査 (K H2004-59)

‖

留め
岳Ｉ＝＞―十‐

§21
X引 53480上

7 5YR71褐灰色粘土とシルトのブロック
7 5YR5/2灰 褐色シルト質粘土
(細粒砂のブロック混入)
10BG4/1暗 青灰色粘土
5B2/1青 黒色粘土(粗粒砂含む)
10YR76褐色粘土質細粒シルト
(粘上のプロック混入)
5B4/1暗青灰包細粒シルト質粘土
(細粒砂のブロック混入)

O      (1:401      2m

第10図  1区 S E301平・断面図

A'十

※遺構内番号は遺物番号
遺物実測図=1:10

15

0             (1:4)           20cm

第11図  1区 S E301出土遺物実測図①
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表 6 1区 第 3面上坑一覧表

遺構番号 地 区 平面形状
長径
(m)

短径

(m)

径

ｍ
断面形状

深さ

(m)
埋 土 出土遺物

S K301 肛―併 9E 東西方向に長い楕円形 1 05 逆台形 ).11 10YR5/6黄褐色細粒シル ト質粘土
組粒シルトのブロック混入

な し

S K302 肛-6「9E 東西方向に長い精円形 逆台形 )12 15Y5/1責灰色粗粒砂混粘土 よし
S K303 肛-6-9E 円形 1 75 逆台形 OYR5/8貢褐色粗粒砂混粘土 土師器・須忘器
S K304 肛-6-8E 羽形 13 逆台形 OYR5/8黄 褐色粗粧砂混粘土 土師器・須恵器
S K305 肛-6-8E 菊北方向に長い楕円形 SE

,30に切られる
逆台形 5YR5/1褐灰色細粒シル ト混粘土 土師器

S K306 v41-6-8F 葡北方向に長い精円形 10 )75 逆台形 2.5Y4/1黄灰色粗粧砂混粘土 な し

S K307 ,I-6 8F 菊北方向に長い精円形 SK
Ⅲ26を切る

12 ).7 逆台形 〕.05 5整/1貢灰色粗粒砂混粘土 な し

S K308 Fll-6-7・ 8F 萄Jヒ方向に長い精円形 SK

'241こ

切られる
.5 逆台形 ).04 25Y3/2黒褐色粗粒砂混粘土 後し

S K309 nl-6-7E 煮西方向に長い楕円形 3 逆台形 ).26 10YR4/6褐 色粗粒シル ト混粘土 上師器・須忘器

S K310 肛―併 8D・ E 円形  S D307を 切る 逆台形 )13 5秘/1灰色粗粒シル ト混粘土 上師器

S K311 VII-6-7F 菊北方向に長い楕円形 1 1.5 菫台形 12 ;Y5/1灰色細粒砂混粘土 な し

V 久宝寺遺跡第 59次調査 (K H2004-59)

表 7 1区 第 3面小穴一覧表

出土遺物から遺構の時期は 5世紀中頃に比定できる。 9～ 11の体部外面には煤が、内面には焦
げが付着 してお り、付着状況から、浮き置きで煮炊きしている可能性が高い。また、体部外面の

上位には側面からの加熱の痕跡が見られる償i。

註 1 9～ 11の表面観察においては、北陸学院大学小林正史教授からご教示いただいた。記して感謝いたします。

遺構番号 地 区 平面形状
長径

(m)

短径

(m)

径

(m)
断面形状

深さ
(m)

埋 土 出土遺物

S P301 nl-6-9E 円形 )5m 逆台形 t OYR5/6責褐色細粒シルト質粘上
且粒シルトのブロンク混入

な し

S P302 肛-6-9E 円形 )2 逆台形 Э 05 10YR5/6黄褐色細粒シルト質粘土
1阻粒シルトのブロック混入

な し

S P303 nl―併9E 円形 逆台形 D.1 10YR5/6黄褐色細粒シルト質粘上
粗粒シルトのブロック混入

な し

S P304 肛-6-9E 円形  S D304を切る 逆台形 10YR5/6黄褐色細粒シルト質粘上
側粒シルトのブロック混入

佼 し

S P305 141-6-9E 円形 4 逆台形 ).06 10YR5/6黄褐色細粒シル ト質粘土
粗粒シルトのブロンク混入

絞 し

S P306 EI-6-9E ¬形 )3 逆台形 )07 10YR5/6黄褐色細粒シルト質粘土

'阻
粒シルトのブロック混入

な し

S P307 nl―併9E 慕西方向に長い楕円形 )93 逆台形 )06 5Y4/6オ リーブ褐色細粒砂混粘土 土師器

S P303 肛-6-9E 煮西方向に長い楕円形 ).95 酋台形 D.07 5Y4/6オ リーブ褐色細粒砂混粘土 蛮 し

S P309 ,I-6,9E 菊北方向に長い楕円形 )37 逆台形 )15 15Y4/6オ リーブ褐色細粒砂混粘土 な し

S P310 肛-6-8'9E 円形 7 逆台形 )1 OYR5/8黄褐色粗粧砂混粘土 土師器・須恵器

S P311 VII-6-9E 羽形 )45 逆台形 )05 5釈5/1褐灰色細粒シル ト混粘土 な し

S P312 ¬咀-6-9E Hltt S K313を 切る )55 逆台形 9 07 5YR5/1褐灰色細粒シル ト混粘土 な し

S P313 VⅡ-6-9E 円死多 S K317と S K3191こコ
らオtる

逆台形 D.08 15Y5/4黄褐色粗粒シル ト混粘土 彼 し

S P314 ,I-6-8'9E 円形  S K318を 切る 逆台形 〕08 7.5釈5/1褐灰色細粒シル ト混粘土 復 し

S P315 肛-6-8E 南北方向に長い楕円形 )7 )5 酋台形
' 11
7.5釈5/1褐灰色細粒シル ト混粘土 な し

S P316 肛-6-8E 円形 芭台形 5YR5/1褐灰色細粒シル ト混粘土 土師器

S P317 肛―併 8F ¬形 )36 逆台形 )05 5Y4/1黄 灰色粗粒砂混粘土 な し

S P318 肛-6-8E 菊北方向に長い楕円形 逆台形 D.09 10YR7/1灰 白色細粒砂混粘土 佼 し

S P319 vII-6-8E 菊北方向に長い精円形 ).47 逆台形 〕05 10YR7/1灰 白色細粒砂混粘土 彼 し
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Sl
O      (1:3)     10Cm

第13図  1区 S K304、 S D301・ 307・ 308出土遺物実測図

S K304:
S D307:

S D301:17
S D308:19・

O    (1:4)  10Cm

Sl  ~
20

2m

S K301～ 311

平面形状は楕円形と円形に分けられ、断面

形状は逆台形で、埋土は全て単一層である。

各土坑の検出状況からは規模や方向などの規

則性は見受けられず遺構の性格は不明である。

S K303～ 305・ 309。 310か ら|ま土ギ市署謙および

須恵器の破片が出土した。このうち図化した

ものはS K304出上の須恵器壷 (16)である。な

お、検出した各土坑の詳細については表 6に

まとめた。

S P301-319

平面形状は楕円形と円形に分けられ、断面

形状は逆台形で、埋土は全て単一層で、深さ

0,05～0.13mと 浅い。各小穴はⅦ-6-8E

地区以南で検出したが、建物などを構成する

柱はなく、検出状況からは規模や方向などの

規則性は見受けられなかつた。 S P 301～

303・ 307・ 308・ 313・ 314・ 316か らは土師器

および須恵器の破片が出上したが、図化でき

るものはなかつた。なお、検出した各小穴の

詳細については表 7にまとめた。

S D301～ 311

平面形状は東西と南北に直線に伸びるもの

と、弧状に伸びるものがあり、断面形状は逆

台形である。埋土は全てが単一層である。 S

D307は深さ0.3mと 比較的深く、この溝から

南部に丼戸、土坑、小穴が多く存在しており、

居住域を区画する溝の可能性がある。 SD
301・ 305。 307～311か らは土師器および須恵

器の破片が出上した。このうち図化したもの

はS D301出上の上師器高杯 (17)、 石製品(S

l)、 S D307出上の須恵器杯身 (18)、 S D308

出土の須恵器高杯 (19・ 20)である。なお、検

出した各土坑の詳細については表 8にまとめ

た。

の

※遺構内番号 Iよ遺物番号   甲
遺物実測図=1:10   士

O

第14図  1区 S D308遺物出土状況平面図
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V 久宝寺遺跡第 59次調査 (K H2004-59)

表 8 1区 第 3面溝一覧表

第 4面

N R401

形状は魯興三完≧≧雷た絶舜こ奪槽ふち:落層            22＼｀`N｀置桑諭/
Z5

2区で検出した N R401と 合わせると約16.Om

である。断面形状は逆台形で、深さ約0.85mを

測る。埋土は細粒～粗粒シル ト、細粒～粗粒砂

の流水堆積である。埋土からは弥生土器、土師

器が出上した。このうち図化したものは、弥生

土器壺 (21)・ 甕 (22)、 古式土師器壺 (23)・ 奏 (24

～26)・ 高杯 (27)、 土師器の甑か鍋の把手 (28)で

ある。遺構の時期は古墳時代前期後半～中期前

半に比定できる。

遺構に伴わない出上遺物

1層からは土師器・瓦器・須恵器・瓦、2層か

らは土師器・須恵器、 3層からは土師器・須恵器

が出上した。このうち図化したものは 1層出土

の須恵器杯身 (29)、 2層出上の須恵器杯身 (30)、

3層出上の古式上師器 (布留式)壺 (31)である。

30は飛鳥時代 (飛ザ鳥Ⅲ)に、31は古墳時代前期 (布

留式)に比定できる。

N R401:21～ 28
1層 :29
2層 :30
3層 :31

0    (1:4)   10Cm

遺構番号 地 区 平面形状 幅(m) 断面形状 深さ(m) 埋土 出土違物

S D301 肛-6-8。 9D 萄北方向に直線に伸びる )5-07 近台形 15釈 4/3褐色細粒砂混粘上 土師器・須恵器・イ

S D302 肛-6-8。 9E 南北方向に直線に伸びる
S K308を切る

)3-04 近台形 F5YR4/3褐 色細粒砂混粘土 な し

S D303 肛-6-9E ミ西方向に直線に伸びる ).25 萱台形 5YR4/3褐色細粒砂混粘土 な し

S D304 肛-6-9E 東西方向に直線に伸びる
S K304と S K3081こ切られる

)3 蛍台形 1 [5YR5/1褐 灰色細粒シル ト混為
上

な し

S D305 肛-6-9E・ F 煮西方向に直線に伸びる 近台形 )13 ;Y4/1灰色細粒シル ト混粘土 上師器

S D306 肛-6-8E 南北方向に直線に伸びる
S D307に切られる

)4～ 0 6 近台形 10BG3/1暗 青灰色細粒シル ト拶
粘土

な し

S D307 肛-6-8D-1 煮西方向に直線に伸びる 15～ 17 逆台形 )3 5Y5/6黄褐色細粒砂混粘土 土師器・須恵器

S D308 冊-6-3E 煮西方向に直線に伸びる )5-09 近台形 5YR6/1褐灰色細粒砂混粘上 土師器・須恵器

S D309 肛-6-7E・ F 種西方向に蛇行して伸びる 萱台形 ;巧/1灰色細粒砂混粘土 土師器・須忘器

S D310 皿-6-7E 打北方向に直線に伸びる 逆台形 10YR4/6褐色細粒砂混粘土 土師器・須恵器

S D311 41-6-6E・ F 薇西方向に蛇行して伸びる 1～ 0.5 逆台形 1 ;V5/1灰 色細粒砂混粘土 土師器・須恵器

第15図  1区 N R401、 1～ 3層出土遺物実測図
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V 久宝寺遺跡第 59次調査 (K H2004-59)

表 9 出土遺物観察表 (1)
遺物

番号

図版

番号

遺構 器種
法量

(cm)
形態。調整等 色調 胎土 焼成 備考

1 畑
‐０‐

土師器
/1、 ulll

日縁部

日径90
器高12

底部は平らである。日縁部は外反し丸く終わる。日縁部およ0
底部の内外面はユビナデを施す。日縁端部の内面には媒が付藉
している。

10YR7/3に ぶい妻

橙色

l mlnの 砂刈
を含む。

良好

細
‐０‐

土錘 霊さ34
目23
享み16
PL径03

平面形状は欠損しており不明である。断面形状は卵形で、中メ
イこ丸い子とがあけられている。

5YR7/8橙色 2 mmの 砂お

を含む。

良好

細
‐０３

土師器

小皿

日縁吉Б

日径 118

器高13
底部は上げ底である。日縁部は2段に屈曲し、外反し九く終た
る。日縁部および底部の内外面はユビナデを施す。日縁部の広
外面には媒が付着している。

25Y8/1灰 白色 l Hlnの砂沼
を含む。

良好

4 細
‐０３

瓦器
/」 IヽllL

日縁部

日径94
器高09

底部は上げ底である。日縁部は外反し丸く終わる。日縁部およ
び底部の内外面はユビナデを施す。

2ヾ/0黒色 l mlnの 砂石

を含む。

良好

Ｓ Ｋ

２０‐ 鞘枷帥

日径96
器高11

底部は平らである。日縁部は内湾し丸く終わる。日縁部およ℃
底部の内外面はユビナデを施す。

5釈6/6橙色 l mnlの 砂相

を含む。

良好

6 Ｓ Ｋ

２０４

黒色土器

抗
日縁部

両黒の黒色土器である。体部は内湾する。日縁端部は九く終潅
る。体部の内面はヘラミガキ、外面と高台部はユビナデを施す。

W2/0黒色 l mlnの砂消
を含む。

良好

7 Ｓ Ｄ

２０‐

土師器

高杯

脚部

杯部は平らである。脚部は筒状で、「ハ」の字にひらく裾部カ
付く。杯部の内外面と脚部の内面はユビナデ、脚部の外面は弁

ラミガキを施す。脚部の内面にはしばり目がある。

;lR5/8明赤掲色 l-2 mln C

砂粒を含む。

良好

Ｓ Ｄ

２０‐

須忘器

平瓶

日縁～体

吉焉

日径66 本部は丸みのある逆台形である。日縁部は内湾ぎみに外上方か
坤びる。端部は丸く終わる。日縁部および体部の内外面は回菊
ナデを施す。体部の外面にはヘラ状工具による記号文がある。

;86/1青 灰色 1～ 3 1nm互
砂粒を含む。

良好

Ｓ Ｅ

３０‐

土師器

甕

完形

日径168
器高284

体部は縦長の砲弾形である。日縁部は外反する。端部は丸み¢
ある面を形成する。日縁部の内面ハケナデのちヨコナデ、外面
はヨコナデを施す。体部の内外面はハケナデのちユビナデを加
す。体部外面には煤が、内面には焦げが付着している。

51R5/1褐灰色 1-V3mln C
砂粒を含む。

良好

１０

　

　

９

Ｓ Ｅ

３０‐

土師器

甕
ほぼ完形

(日縁吉F久
損)

休部最沐

径188
体部は縦長の球形である。日縁部は外反する。口縁部の内外面
はハケナデのちヨコナデ。体部の内面下位は板状工具によるナ
デ、上位はハケナデを施す。外面はハケナデを施す。体部外面
には煤が、内面には焦げが付着している。

10YR6/31こ ぶい安
笹色

1～ 2 mn¢
少粒を含む。

良好

＝

　

　

９

Ｓ Ｅ

３０‐

土師器

甕

ほぼ完形

日径124
器高202
体部最大

径

172

体部は横長の球形である。日縁部は外反する。端部は面を形励
する。日縁部の内外面はヨコナデを施す。粘土按合の痕跡が茂
る。体部の内面はユビナデ後ハケナデ、外面はタタキのちハク
ナデを施す。

10YR6/31こジドい安

陵色

1～ 3 mr¢
砂粒を含む。

良好

‐２

　

　

９

Ｅ

ｌ

Ｓ

３０

須恵器

笠

完形

日径■ 5

器高162
体部最沐

径

155

体部は横長の球形である。日縁部は屈曲し段をもち内湾しなか
ら外上方へ伸びる。日縁部の内外面は回転ナデを施す。体部C
内面は回転ナデ、外面下位はタタキを、中位～上位は回転ナデ
を施す。

;B6/1青灰色 l mIの 砂�

を含む。

良好

‐３

　

　

９

Ｓ Ｅ

３０‐

須忘器

笙

日縁吉[

日宅&140 口縁部は外反する。端部は面を形成する。日縁部の内外面は匝
転ナデを施す。外面の端都と中央部に2条の突帯文を施し、そ
の間に波状文を施す。

柘/0灰色 I-3 mm C
砂粒を含む。

良好

Ｓ Ｅ

３０‐

須意器

杯身

受部

受 部 密
140

底部は上げ底である。体部は内湾する。受部は水平に伸び、端
部は尖りぎみに九く終わる。日縁部は外反する。日縁部、受剖
の内外面は回転ナデを施す。体部の内面は回転ナデ、外面は巨
転ヘラケズリを施す。

;PB5/1青灰色 l rmの 砂猫
を含む。

良好

Ｓ Ｅ

３０‐

須恵器

杯蓋
日縁部

日狛&140 日縁部は外下方へ直線的に伸びる。端部の内面には凹線状にく
ばむ段がある。日縁部の内外面は回転ナデを施す。

86/1青灰色 l mnの 砂粗

を含む。

良好

yv 1 Ｓ Ｅ

３０‐

板状木製 長さ980
幅433
享み36

平面形状は長方形の板状である。下部に方形の孔が 2箇所あら
られている。断面形状は三日月形である。

井 戸 椙

Ⅲfα l

Ⅳ 2 Ｓ Ｅ

３０‐

板状木製

品

長さ958
幅315
厚み30

平面形状は上部久損していることから不明であるが、長方形¢

板状になると思われる。断面形状は三日月形である。
井 戸 常

αゞ2

VV 3

9

Ｓ Ｅ

３０‐

板状木製 長さ902
幅25 4

厚み80

平面形状は上部欠損していることから不明であるが、長方形互
板状になると思われる。断面形状は長方形である。

井 戸 料

N03
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表10 出土遺物観察表 (2)
童物

肇号

目版

番号

遺構 器種
法 量

(cm)
形態・調整等 色調 胎 上 焼成 備考

Ｓ Ｋ

３０４

須恵器

霊

日縁 部

日径160 日縁部は外反する。端部は面を形成する。端面は凹線状にく掲
む。日縁部の内外面は回転ナデを施す。外面には 2条の突帯)
を施し、突帯の上位と下位に波状文を施す。

;B6/1青灰色 l-3 mlll¢

砂粒を含む。

良好

17 Ｓ Ｄ

３０‐

土師器

高杯

脚部

杯部は平らである。筒状の脚部で、「ハ」の字に外下方へ仲ひ

る。杯部および】却部の内外面はユビナデを施す。脚部の内面に

はしばり目がある。

;YR6/8橙色 l mlnの 砂葛

を含む。

良好

Sl Ｓ Ｄ

３０‐

石製品

杵 ?
長さ84
幅30
厚み16

L字に曲がる平面形状で、断面は精円形である。全面磨いて*
り滑らかである。

10YR8/2灰 白色

Ｓ Ｄ

３０７

須恵器

杯身
日縁都

日宿&100 体部は内湾する。日縁部は内上方へ外反して伸びる。端部は顧
を形成する。受部は水平に伸びる。日縁部の内外面および体¬
の内面は回転ナデ。体部の外面下位は回転ケズリ、上位は回窮
ナデを施す。

jB3/1暗青灰色 1～ 7 mnC
少粒を含む。

良好

Ｓ Ｄ

３０８

須恵器

高杯
日縁～裾葡

口径 136
器 高 91

裾径 96

不部は平らである。日縁部は外上方へ外反し伸びる。端部は列
へつまみ出し面を形成する。脚部は筒状で、「ハ」の字に外下

すへ伸びる。裾端部は面を形成する。杯部および脚部の内外面

ま回転ナデを施す。裾部にはスカシ孔が 3方向にあけられてし
る̂

遇6/1青灰色 l Hnの 砂相

を含む。

良好

Ｓ Ｄ

３０８

須恵器

高杯
日縁吉Б

日紀≧140
をξ拝話4 6

杯部は平らである。日縁部は外上方へ直線的に伸びる。端部だ

上方へつまみ出し面を形成する。杯部の内外面は回転ナデを加

す。

,G7/1明 緑灰色 l-3 anC
砂粒を含む。

良好

隙
４０‐
弥生土器

(中期 )

重

日縁吉Б

日径250 日縁部は直線的に外上方へ伸びる。端部は面を形成する。日続
部の端面は磨耗して不明瞭であるが、簾状文を施すと思わ加

る。日縁の端部内面には円形浮文を4個 +α を貼り付ける。

10YR5/41こ ぶ し

黄褐色

1～ 4 mn¢
砂 粒 を 含
い。 (生駒匹
肇落ヽ

良好

Ｎ Ｒ

４０‐

弥生土器

(後期 )

甕

日縁部

日径138 日縁部は外反する。端部は九く終わる。日縁部の内外面はヨコ
ナデを施す。体部の内面はユビナデ、外面はタタキを施す。

5Y8/3淡 黄色 1～ 3 mm¢
少粒を含む。

良好

Ｎ Ｒ

４０‐

古式上師碁

(布留式)

壷

日縁部

日径 108 日縁部は上外方に直線的に伸びる。端部は丸く終わる。日縁剖
の内面は横方向のハケナデのちヨコナデ、外面縦方向のハケサ

デのちヨコナデを施す。

Y7/1灰 白色 1～ 2 mn互
砂粒を合む。

良好

Ｎ Ｒ

４０‐

古式上師碁

(布留式)

篭
日縁部

日径150 日縁部は「く」の宇に屈曲し外反する。日縁部の内面はユビサ
デ、外面はヨコナデのちハケナデを施す。体部の外面はハケサ

デを施す。体部の内面には粘土接合の痕跡がある。

OYR8/6黄橙色 l mmの 砂�

を含む。

良好

Ｎ Ｒ

４０‐

古式上師碁

(布留式)

甕
日縁部

日縁部は内湾ぎみに外上方へ伸びる。端部は肥厚し面を形成す

る。端面は凹線状にくぼむ。日縁部の内外面は回転ナデを施す。

10YR7/8黄 橙色 1～ 2 mn¢
砂粒を含む。

良好

Ｎ Ｒ

４０‐

古式上師掛

(布留式)

甕
日縁都

日径140 日縁部は内湾する。端部は肥厚し面を形成する。日縁部の内郷
面はヨコナデを施す。外面には煤が付着している。

5Y6/1責灰色 1-3 mlll¢

砂粒を含む。

良好

Ｎ Ｒ

４０‐

古式上師暑

(布留式)

高杯
目縁部

日密と168 日縁部は外反する。端部は丸く終わる。日縁部の内外面はヘラ
ミガキ施すと思われるが、表部磨耗のため調整は不明瞭である。

5釈 7/8黄橙色 1-2 mm C
少粒を合む。

良好

隙
４０‐

土師器

甑力Ч渦?

把手

El手部分は外上方へ曲がり伸びる。端部は九く終わる。内外面
まユビナデを施す。

5Y7/2灰 黄色 l-3 mnC
砂粒を含む。

良好

1層 須恵器

杯身
日縁～底謀

日径152
器高42
高 台 ぞ

110

底部は平らである。日縁部は外上方に直線的に伸びる。端部イ」

丸く終わる。断面台形の高台が「ハ」の字に貼り付く。日縁吉「

および底部の内外面は回転ナデを施す。

;B7/1明 青灰色 1-3 1nH C
少粒を含む。

良好

2層 須恵器
杯身
ほぼ完形

日径 90

器高35
ミ部は平らである。日縁部は外上方へ直線的に伸びる。端部イ]

九く終わる。日縁部は十片日である。日縁部および体部の内外面

ま回転ナデを施す。

10Y6/1灰色 l llmの 砂お

を含む。

良好

3層 古式上師審
霊

日縁～体訂

日径 179 複合日縁の壺。日縁部は 2段屈曲し直線的に外上方へ伸びる。
日縁部の内外面はヨコナデを施す。体部の内面はヘラケズリ、

外面は左上がりのハケナデを施す。

10YR7/41こ おI七

黄橙色

1～ 5 mm¢
砂粒を含む。

良好

170
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2区

第 ¬面では、近代の井戸 3基 (S E101～ 103)、 中世から近世の上坑11基 (S K101～ 111)・ 溝22

条 (S D101～ 122)を検出した。また、全域に島畠が存在していたことが、断面で確認できた。第

2面では、飛鳥～平安時代の上坑 3基 (S K201～ 203)。 小穴 1基 (S P201)・ 溝 14条 (S D201～
214)を検出した。第 3面では、古墳時代中期の土坑 5基 (S K301～ 305)。 小穴H基 (S P301～
311)・ 溝 4条 (S D301～304)を検出した。第 4面では、古墳時代前期後半～中期前半の河サ|11条 (N
R401)を検出した。

また、下層確認 トレンチ陥 6では、第 5面で古墳時代前期 (布留式新相)の河サ|11条 (N R501)、

第 6面で古墳時代前期 (布留式新相)の河川 1条 (N R601)、 第フ面で古墳時代前期 (布留式古～中
相)の畦畔 1条 (畦畔701)、 第 3面で古墳時代前期 (布留式古相)以前の溝 3条 (S D801～ 803)を検
出した。

第 1面

S E101-103

平面形状は円形、精円形、方形に分けられる。断面形状は逆台形である。埋土はS E101が単一

層で、 S E102・ 103が 2層である。 S E101からは須恵器、S E102か ら陶器や瓦の破片が出上し

た。なお、検出した各井戸の詳細については表 11に まとめた。

S K101～ 111

平面形状は円形、楕円形、長方形、不定形に分けられる。断面形状は逆台形で、 S K101には一

部に窪みがある。埋土はS K108が 3層に分けられるが、他は単一層である。S K101～ 104・ 106・

107・ 109。 110か らは土師器・須恵器・磁器・瓦等の破片が出上した。S K108は深さが2.6mを測り、

素掘りの井戸になる可能性がある。なお、検出した各土坑の詳細については表12にまとめた。

S D101～ 122

平面形状は東西と南北に直線に伸びるものと、弧状に伸びるものがある。断面形状は逆台形と

U宇形のものがある。埋土はS D101～ 117・ 119～ 122が単一層で、S Dl18が 2層である。S D101
～104・ 111・ 115～ 118・ 120・ 122か らは土師器・須恵器・陶器・磁器・瓦の破片が出上した。このう

ち図化したものはS D122出上の上師器 ミニチュア壼 (32)である。なお、検出した各溝の詳細につ

いては表 13に まとめた。

① 32
※第 1面の上部には、島畠が存在していることを断面で確認し、東西方向に展

開していることが判明した。なお、 2区第 1面で検出したS Dl17と 118の 間の

上部に存在する島畠は、 1区で検出した島畠101に対応する。

O    (1:4)  10Cm

第17図  2区 S D122
出土遺物実測図

ワ
ｒ



表11 2区第 1面井戸一覧表

遺構番号 地 区 平面形状 離
ｍ
離
ω

径

ｍ
断面形状 雅
ω

埋 上 出土遺物

S E101 vll-11-lD 葡北に長い楕円形 1 9m 1 6m 逆台形 1 3以上掘形 10YR3/3暗 褐色粗粒砂混粘ユ

井戸側内10BG2/1青 黒色粗粒砂混*
土

頁恵器

S E102 FIl-6-10C 庁形 芝

31n

逆台形 12以上掘形 10釈 3/3R音 褐色粗粒砂粘土
5G4/1暗緑灰色細粒砂混粘土 井ア
側内10BG2/1青 黒色粗粒砂混粘ユ
5BG3/1暗青灰色細粒砂混粘土

匂器・瓦等

S E103 皿-6-9B 険出した平面形状は半円形 18う
上

0以上 逆台形 1 7以上掘形 10釈3/3暗 褐色粗粒砂粘■
504/1暗緑灰色細粒砂混粘土 井戸
側内10BG2/1青 黒色粗粒砂混粘土

5BG3/1暗青灰色細粒砂混粘土

後 し

表12 2区第 1面上坑一覧表

遺構番号 地 区 平面形状 離
くｍ＞
離
ｍ

径

ｍ
断面形状 雅
ぐｍ，

埋 土 出土遺物

S K101 FIl-6-10E 検出した平面形状は半精円形 19必
ト

4以上 逆 台 尭

(一部窪む|

0 95 10BG3/1暗 青灰色細粒砂混粘土 上師器・磁器・瓦等

S K102 vll-6-10E
llll-11-lE

検出した平面形状は半楕円形
(西側が突出する)

12う
L

1 1以上 逆台形 10BG3/1暗 青灰色細粒砂混粘土 旬器

S K103 lll-6-10D 下定形 S D102を 切る 1 15 菫台形 〕31 ;B3/1暗青灰色粗粒砂混粘土 土師器等

S K104 llll-6-10D 下定形  S D102を 切る 8 17 逆台形 )_72 ;B3/1暗 青灰色粗粒砂混粘土 議器

S K105 Fll-6-10D 東西方向に長い長方形 SD
103を切る

13 逆台形 )23 ;B3/1暗 青灰色粗粒砂混粘土 な し

S K106 vll-6-10D ]形 (南 rRlが 突 出す る ) 逆台形 ;B3/1暗 青灰色粗粒砂混粘土 瓦等

S K107 FIl-6-10C・ I 煮西方向に長い楕円形 5 逆台形 〕72 ;B3/1暗 青灰色粗粒砂混粘土 土師器・須忘器等

S K108 ,I-6-10D
vll-11-lC・ I

資出した平面形状は半精円形 32,
上

15 逆台形 20 上から5B4/1暗 青灰色細粒砂混粗釉
シル ト (粘上のブロック混入)
10BG3/1暗 青灰色細粒砂混粘土
10Y4/1灰色粗粒砂混粘土併田粒砂榎

粘上のブロック混入)

絞 し

S K109 ,I-6-9C・
)10C

検出した平面形状は不定形

S D104を切る
7 リ

上

7 逆台形 75Y3/1オ リーブ灰色細粒砂混粘ユ

(粗粒砂混粘上のブロック混入)

上師器・須忘器・面

S Kl10 VI-10-918・
)J

父出した平面形状は長方形 0 7 逆台形 )5以上 5釈3/4暗掲色粗粒砂混粘土 瓦等

S Klll vll-6-10C・ I 煮西方向に長い楕円形 10 逆台形 B3/1暗青灰色粗粒砂混粘土 な し

/阜
1下  
∞
||

＼
Ю3+

※遺構内番号は遺物番号   O         (1:40)        2m
遺物実測図=1:10

第18図  2区 S D201遺物出土状況平面図

第 2面

S K201～ 203

平面形状は円形である。断面形状

は逆台形である。埋土は S K201・

202が 2層に分けられ、S K203が 3

層に分けられる。 S K202か らイま土

師器の破片が出土した。なお、検出

した各土坑の詳細については表 14

にまとめた。

S P201

平面形状は円形である。断面形状

は逆台形である。埋土は単一層で、

土師器の破片が出上した。なお、検

出した小穴の詳細については表 15

にまとめた。

X=-153195
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表13 2区第 1面溝一覧表
遺構番号 地 区 平面形状 幅 (m) 断面形状 深さ(m) 埋 土 出土遺物
S D101

'I  -6-10111-11-lE

菊北方向に直線に伸びる )2 逆台形 91 10YR4/1褐灰色細粒砂混粘土 土師器

S D102 服  -6-101
肛-11-lD

萄北方向に直線に伸びる S
K103・ S K104に 切られる。

3 逆台形 1 10YR4/1褐灰色細粒砂混粘土 土師器

S D103 lll-6-9・ 101
vll-11-lD

北側は調査区外に至る

方 向に直線 に伸び る

106に切 られる

南

ｓ

)7～ 12 逆台形 〕15 10Y3/1オ リーブ黒色粗粒砂混理

土

土師器

S D104 Ⅶ
-6-9D10C・ [

南東―北西方向に直線に仲【
る S Kl101こ 切られる

)5～10 蛍台形 5Y6/8オ リーブ色細粒シル ト混為

土

土師器

S D105 lll-6-10B。 ( 東西方向に直線に伸びる S
D109に切られる

5 逆台形 1 75Y6/2灰オ リーブ色細粒砂混本
土

蛮 し

S D106 vll-6-10B 東西方向に直線に伸びる S
D109に切られる

逆台形 01 75Y6/2灰 オリーブ色細粒砂混刈
上

な し

S D107 lll -6-9
10B,C

東西方向に直線に伸びる S
D1091こ切られる

逆台形 1 75Y6/2灰オ リーブ色細粒砂混�
土

な し

S D108 41-6-9C Iヒ側は調査区外に至る 南北
庁向に直線に伸びる

)9-14 逆台形 10Y3/1オ リーブ黒色細粒砂混�

土

な し

S D109 141-6-9・ 101 萄北方向に直線に伸びる S
D105～ 107を 切 る S Dll(
と合流

)4～06 逆台形 1 ;Ⅵ/1灰色粗粒砂混粘土 な し

S Dl10 Tll-6-9'10【 南北方向に直線に伸びる S
D109と 合流

)3 逆台形 1 ;Ⅵ/1灰色粗粒砂混粘土 な し

S Dlll lll-6-9・ 10[ 南北方向に直線に伸びる )3-∀ 0 5 逆台形 1 5狸/1灰色粗粒砂混粘土 土師器・須恵器

S Dl12 141-6-9。 10[ 菊北方向に直線に伸びる 〕 2 逆台形 1 5Y4/1灰色粗粒砂混粘土 な し

S Dl13 lll-6-9・ 10[ 菊北方向に直線に伸びる 2 逆台形 )1 5Y4/1灰色粗粒砂混粘土 な し

S Dl14 vll-6-9B 煮西方向に直線に伸びる )3 逆台形 75Y6/2灰オ リーブ色細粒砂混鶏
土

後 し

S Dl15 ,I-6-働生・B 東西方向に直線に伸びる )3 蛍台形 )1 15Y6/2灰 オリーブ色細粒砂混理
上

土湾下器・須恵器稲

器・磁器・瓦
S Dl16 lll-6-9A・ B 東西方向に直線に伸びる )2 近台形 01 75Y6/2灰オリーブ色細粒砂混理

土

上師器・瓦器

S Dl17 BI-6-9ヽ・

VI-10-9T

東西方向に直線に伸びる 0 逆台形 l 25Y5/6黄褐色細粒砂混粘土 土師器・須高器・臨

器・磁器等
S Dl18 lllI-6-8A・ B 北側は調査区外 東西方向に

直線に伸びる

2以上 逆台形 )13以上 上から75Y6/1灰色細粒砂混粘ユ
10Y4/1灰色粗粒砂混粘土

土師器

S Dl19 711-6-8A・ B 北側は調査区外 南東―北藤
方向に直線に伸びる SD
120と 合流

逆台形 )17 ;Y4/1灰色細粒砂混粘土 な し

S D120 1/1-10-8・ 9 北側は調査区外 南西―北募
方向に直線に伸びる SE
121,S D122を切る S Dll(
と合流

Э 8-1 5 」宇形 9 12 Y4/1灰色細粒砂混粘土 土師器・須恵器

S D121 VI-10-8J 南東―北西方向に直線に伸ひ

る S D120に 切 られる S
D122と 合流

逆台形 〕15 10Y4/1灰色粗粒砂混粘土 よし

S D122 W狂-10-8'9J 北側は調査区外 南北方向に
直線に伸びる S D1201こ 切
られる S D121と 合流

1 3-2 5 逆台形 029以上 10Y4/1灰色粗粒砂混粘土 土師器・須恵器・五

器

V 久宝寺遺跡第 59次調査 (K H2004-59)

S D201～ 214

平面形状は東西と南北に直線に伸びるものと、弧状に伸びるものがある。断面形状は逆台形で

ある。埋土はS D201・ 213が 3層、それ以外は単一層である。 S D201は 1区の S D201と 同一の

溝である。 S D201～ 205・ 207・ 212～ 214か らは土師器・須恵器等が出土した。このうち図化 した

ものはS D201出 土の上師器杯 (33)。 土師器高杯 (34)・ 須恵器壺 (35)、 S D202出上の須恵器杯身

(36)、 s D213出上の須恵器壼 (37)である。33は飛鳥時代 (飛鳥Ⅲ)に比定できる。なお、検出した

各溝の詳細については表16にまとめた。
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表14 2区第 2面上坑一覧表

遺構番号 地 区 平面形状 離
ω
解
ｍ

径

ｍ
断面形状

深さ

(m)
埋 土 出土遺物

S K201 肛-6-10C 司形 菫台形 )4 Lか ら75Y4/4褐色細粒砂混粘ユ
OBG5/1青灰色細粒砂混粘土

な し

S K202 肛-6-10C 刊形 3 逆台形 )34 上から10YR4/6褐 色細粒シル ト混�
上 5B5/1青 灰色粘土

上師器

S K203 肛-6-9A 円形  S D21卜 S D213を コ
る

逆台形 )68 上から5Y6/1灰色細粒砂混粗粒砂
(粘上のブロック混入) 7.5Y5/1
褐灰色細粒砂混粘± 10BG5/1青灰
色粘土

争し

表15 2区第 2面小穴一覧表

遺構番号 地 区 平画形状
長径

(m)
離
ｍ

径

ｍ
断面形状

深さ
(m)

埋土 出土遺物

S P201 正-10-9J 司形 )3 逆台形 ;Y4/1灰色細粒秒混粘土 上師器

表16 2区第 2面溝一覧表
遺構番号 地 区 平面形状 幅(m) 断面形状 深さ(m) 埋土 出土遺物

S D201 141-6-10D・ [

Ⅷ-11-lD。 距

菊北 1こ 直線に伸びる SE
!02を切る

16～34 逆台形 7 5YR7/6橙 色 細 粒 砂 混 粘 土
75釈6/1褐 灰色粗粒砂混粘土
10YR5/8黄褐色粗粒砂混粘土

土師器・須恵器

S D202 lll-6-10D
江-11-lD

菊北に直線に伸びる SE
ll11に切られる

5～0 9 近台形 )15 25Y6/1黄 灰色細粒砂混粘土 土師器・須恵器

S D203 ,I-6-10D 棄西 方 向 に直線 に伸 び る 3-16 逆台形 )15 10YR5/6責 褐色粗粒砂混粘土 上師器・須恵器

S D204 VIl-6-9・
10C'D

菊北方向に蛇行し伸びる )5-10 逆台形 10YR4/4褐色粗粒砂 上師器

S D205 IIl-6-10B 煮西方 向に直線 に伸 び る 逆台形 5釈5/8明褐色粗粒砂混粘土 上師器・須恵器

S D206 VII―併9。 10( 菊北方向に直線に伸びる t.3 逆台形 ;Y4/1灰色粘土 悽し

S D207 Ⅶ―併9・
10B・ C

萄北方向に直線に伸びる 1.Cl-17 逆台形 ;Y7/1灰 白色細粒砂混粘土 土師器・須忘器

S D208 Ⅶ―併9・ 1飢 街北方向に直線に伸びる 逆台形 5報6/1褐灰色細粒砂混粘土 な し

S D209 Ⅶ―併9A・
こヽ-10-9T

煮西方向に直線に伸びる 逆台形 さ015 5Y5/6責褐色細粒砂混粘土 な し

S D210 MI-6-9A・ B ミ西方向に直線に伸びる )2～ 07 睦台形 l 】5Y5/6うこ瑠]で二糸田業鬱口少И乏X占二L な し

S D211 141-6-9A・ B 煮西方向に直線に伸びる S
D212・ S D213を 切る SK
Z031こつgらオしる

)3-04 逆台形 0 15 15Y5/6黄褐色細粒砂混粘土 な し

S D212 VⅡ-6-8・

9A9B

東西方向に弧を描き伸びる
S D213を切る S D211に切
ら″ιる

1.0-15 逆台形 〕_2 10BG5/1青 灰色細粒シル ト質粘土 土師器

S D213 Ml-6-9A
VI-10-9J

萄西―北東方向に蛇行 し伸び

る S K 203・ S K 204・ SD
Z09～ S D2121こ切られる

12～22 逆台形 上から25Y5/3黄 褐色細粒シル ト
と細粒砂のラミナ 10YR4/6褐佳
細粒シル トと粗粒シル トのラミ

ナ 25Y5/1黄灰色粗粒砂

土師器・須恵器

S D214 WI-10-8・ 9t 南東―北西方向に弧を描いく

伸びる
逆台形 〕18 10YR7/1灰 白色粗粒シル ト混粘土 上師器・瓦

第21図  2区 S D201・ 202・ 213出 土遺物実測図

S D201:33～ 35
S D202:36
S D213:37

0    (1:4)   10Cm
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V 久宝寺遺跡第 59次調査 (K H2004-59)

第 3面

S K301-305

平面形状は円形と精円形に分けられ、断面形状は逆台形である。埋土は全て単一層で、各土坑

からの遺物の出土はなかつた。各土坑の検出状況からは規則性は見受けられず遺構の性格は不明

である。なお、検出した各土坑の詳細については表 17にまとめた。

S P301～ 311

平面形状は円形と楕円形に分けられ、断面形状は逆台形である。埋土は全て単一層で、S P311

からは土師器・須恵器の破片が出土した。各小穴はⅦ―H-lEと Ⅶ-6-10c区 に集中し検出し
たが、検出状況からは規則性は見受けられず遺構の性格は不明である。なお、検出した各小穴の

詳細については表18にまとめた。

表17 2区第 3面上坑一覧表

遺構番号 地 区 平面形状 離
ｍ
離
ｍ

径

ｍ
断面形状 雅
ｍ

埋土 出土遺物

S K301 nl-11-lE ヨ形 1 1 逆台形 ;釈5/2灰褐色粗粒シル ト質粘土鶴
笠砂のブロック混入)

な し

S K302 741-6-10E 煮西方向に長い楕円形 1 55 12 逆台形 ;YR5/2灰 褐色粗粒シル ト質粘土舘
立砂のブロック混入)

蟄し

S K303 VII―併10C 煮西方向に長い楕円形 12 10 逆台形 )17 10YR4/4 褐色粘上 (粗粒シル ト¢
ブロック混入)

な し

S＼ 304 IIl-6-10C 萄東 北西方向に長い楕円形 10 逆台形 10YR4/4 褐色粘土 (粗粒シル ト¢
ブロック混入)

な し

S K305 Tll―併8B 南北方向に長い楕円形 逆台形 化5駅4/3褐色粗粒シル ト質粘土鑑
笠砂のブロック混入)

な し

表18 2区第 3面小穴一覧表

遺構番号 地 区 平面形状 離
ｍ
離
ぐｍ＞

径

ｍ
断面形状 雅
ｍ

埋 土 出土遺物

S P301 Il-11-lE 円形 )4 逆台形 1 5YR5/2灰褐色粗粒シル ト質粘土鶴
眩砂のブロック混入)

な し

S P302 ,I-11-lE 円形 5 逆台形 ;YR5/2灰褐色粗粒シル ト質粘土錐
笠砂のブロック混入)

な し

S P303 肛-11-lE 円形 逆台形 )07 ;釈5/2灰褐色粗粒シル ト質粘土錦
笠砂のブロック混入)

俊 し

S P304 肛  -6-101
狙-11-lE

円形 逆台形 ;釈 5/2灰掲色粗粒シル ト質粘土舘
笠砂のブロック混入)

な し

S P305 vll-6-10C 円形 )5 逆台形 OYR4/4  謝島てヨ界占■ (イ巳*立 う/ル ト¢
デロック混入 )

な し

S P306 Ⅶ-6,10C ヨ形 逆台形 10YR4/4 褐色粘土 (粗粒シル トC
ブロック混入)

な し

S P307 ill-6-10C ヨ形 逆台形 10YR4/4 褐色粘土 (粗粒シル トの
ブロック混入)

な し

S P308 vll-6-10C ]形 菫台形 10YR5/1 褐灰色粘土 (細粒砂のラ
ロック混入)

な し

S P309 41-6-10C ヨ形 5 逆台形 10YR5/1 褐灰色粘土 (細粒砂のラ
ロック混入 )

よし

S P310 141-6-10C Il形 逆台形 10YR5/1 掲灰色粘土 (細粒砂のラ
ロック混入)

よし

S P311 lII-6-10B 東西方向に長い楕円形 )8 )6 逆台形 101R5/1 掲灰色粘土 (細粒砂の
ロック消あ代)

上師器・須恵器
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表19 2区第 3面溝一覧表
遺構番号 地 区 平面形状 幅 (m) 断面形状 深さ(m) 埋上 出土這物

S D301
'I  -6-101FII-11-lD

苛北方向に蛇行し伸びる 〕6^ヤ 23 逆台形 上から10YR4/4褐 色粘土質細粒つ

(粘上のブロック混入)
7.5YR5/2灰褐色細粒シル トとを

粒シル トのラミす (西側は粘性が

強い)

土師器・須恵器

S D302 ,I-6-9・ 101 南北方向に蛇行し伸びる S
D303と 合流する

)4-125 逆台形 )3 上か ら75猟6/2灰 褐色細粒秘
7 5YR4/3褐色粘土質シル ト N
4/0灰色細粒シル トと粗粒シル ト
のラミナ N3/0暗灰色粘土

土師器

S D303 肛-6-10B 南北方向に直線に伸びる G
D302と 合流する

,4 逆台形 「5釈 6/2灰褐色細粒砂 な し

S D304 lll-6-8A・ B 南西 北東方向に直線に伸℃
る

逆台形 ;聖/2灰褐色粗粒砂と細粒砂のラ
ミナ

上師器

S D301～ 304

溝の平面形状は蛇行するものと直線に伸びるものに分けられる。断面形状は逆台形を呈す。埋

土は流水堆積を示すシル トや砂の堆積であった。S D301・ 302・ 304か らは土師器や須恵器の破片

が出土した。このうち図化したものはS D301か ら出土した土師器の甑か鍋の把手 (38)、 須恵器杯

身 (39)である。なお、検出した各溝の詳細については表19にまとめた。

第 4面

N R401

Ⅶ-6-8・ 9A・ B 9BC 10 C・ DoE区  Ⅶ―■-lE区 で検出した。平面形状は南
東―北西方向に蛇行して伸び、幅は 1区検出の N R401と 合わせると幅16.Omになる。断面形状は

逆台形で、深さ約0.85m以上を測る。埋土は細粒シル ト～粗粒シル ト、細粒砂～粗粒砂の流水堆

積である。埋土からは弥生土器、土師器が出上した。このうち図化したものは弥生土器壼 (40)、

古式上師器壺 (41)で、41は布留式期に比定できる。

河サllの時期は古墳時代前期後半～中期前半に比定できる。

―○
S D301:38・ 39
N R401:40・ 41

0    (1:4)  100m

レの 39

第22図  S D301、 N R401出 土遺物実測図
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第 5面

N R501

Ⅶ-11-lE区 で検出した。平面形状は南北
方向に直線に伸び、幅4,Omを測る。断面形状

は逆台形で、深さは0.34mを測る。埋土は上か

ら7.5YR6/2灰褐色粗粒砂と細粒砂、10YR5/2灰

黄褐色粗粒砂で、自然木が出上した。この遺構

は古墳時代前期 (布留式新相)に比定できる。

第 6面

N R601

Ⅶ-11-lE区で検出した。平面形状は南北
方向に直線に伸び、幅3.2mを測る。断面形状

は逆台形で、深さは0.43mを測る。埋土は上か

ら10YR5/8黄褐色細粒砂と粗粒砂、10YR7/1灰 白

色細粒砂と粗粒シル ト、10BG4/1暗 青灰色細粒

シル トと粗粒シル トで、土師器、木製品が出土

した。このうち図化 したものは古式上師器甕

(42)である。この遺構は古墳時代前期 (布留式

新相)に比定できる。

第 7面

畦畔701

Ⅶ-11-lE区で検出した。平面形状は南東
から北西に直線に伸び、上幅1.0～ 2.Om、 下幅

3.0～4.Omを測る。断面形状は台形で、高さ0.6

mを測る。盛土は5B4/1暗 青灰色粗粒砂混粘土

で、南西側の裾部からは古式土師器、木製品が

出土した。このうち図化したものは古式上師器

壺 (43・ 44)、 甕 (45～ 47)、 高杯 (48)、 鉢 (49)、

用途不明木製品 (W4)、 アカ取り(W5)である。
43～49は古墳時代前期 (布留式古～中相)の

ものである(原田1993)。 W5は、アカ敢りと呼
ばれる木製品で、類例には、センター調査の久

宝寺遺跡出上のものがある (亀井他2007)。 また、

センター調査の弓削ノ庄遺跡 (田 中他2005)や、

(財 )大阪市文化財協会調査の長原遺跡 (大庭

2005)で もアカ取りは出上している。この遺構

V 久宝寺遺跡第 59次調査 (K H2004-59)

N R601:42
畦畔701:43～ 49

マ
尚
／

O    (1:4)   10Cm

第25図  2区 N R601、

181

陸畔 701出 土遺物実測図



は古墳時代前期 (布留式古相 )イこ比定できる。

第 3面

S D801

Ⅶ-11-lE区 で検出した。平面形状は南西から北東に直線に伸びる。幅0.4mを測る。断面形

状は逆台形で、深 さ0.07mを測る。埋土はN2/0黒色細粒シル ト(炭化物を多 く含む)で、遺物の出

土はなかつた。この遺構は古墳時代前期 (布留式古相)以前に比定できる。

S D302

Ⅶ―■-lE区 で検出した。平面形状は南西から北東に直線に伸びる。幅0.4mを測る。断面形

状は逆台形で、深 さ0。 12mを測る。埋土はN2/0黒色細粒シル ト質粘土 (炭化物を多く含む)で、遺

物の出土はなかつた。この遺構は古墳時代前期 (布留式古相)以前に比定できる。

S D803

Ⅶ -11-lE区 で検出した。平面形状は南西から北東に直線に伸びる。幅0.34mを測る。断面

形状は逆台形で、深 さ0,09mを測る。埋土はN3/0暗灰色粘土 (炭化物を多く含む)で、遺物の出土

はなかつた。この遺構は古墳時代前期 (布留式古相)以前に比定できる。

遺構に伴わない出土遺物

1層からは土師器・瓦器・須恵器・瓦・朝顔形円筒埴輪 。円筒埴輪、 2層からは土師器・須恵器・

円筒埴輪、4層からは古式上師器が出上した。この うち図化 したものは 1層 出上の上師器甑 (50)。

須恵器鉢 (51)・ 朝顔形円筒埴輪 (52)。 円筒埴輪 (53)、 2層出上の上師器二重 口縁壺 (54)・ 須恵

器杯身 (55)。 円筒埴輪 (56)、 4層出上の古式上師器高杯 (57)である。

57は布留式中相の布留Ⅲ (原田1993)1こ 比定できる。
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報告書 (財)大阪府文化財センター調査報告書 第133集 財団法人大阪府文化財センター
。大庭重信 2005『 大阪市平野区 長原遺跡発掘調査報告XⅡ』市営長吉長原東住宅 6。 9号館建設に伴う発掘調
査報告書 財団法人大阪市文化財協会
・原田昌則 1993「 Ⅱ久宝寺遺跡 (第 1次調査)」 『人尾市埋蔵文化財発掘調査報告』(財)人尾市文化財調査研究会

報告37(財 )人尾市文化財調査研究会
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V 久宝寺遺跡第 59次調査 (K H2004-59)

表20 出土遺物観察表 (3)
遺物

番号

図版

番号

遺構 器種
法豊

(Cm)
形態・調整等 色調 胎土 焼成 備考

Ｓ Ｄ

‐２２

土師器

ミニチュア

壷

口径22
器高32

日縁は短く外反する。端部は九く終わる。体部は丸味のある第
選玉形。日縁部および体部の内外面はユビナデを施す。

10Y8/1灰 白色 l lllalの 砂れ
を含む。

良好

Ｓ Ｄ

２０‐

土師器

杯

日径163
器高50

底部は平らである。日縁部は内湾する。端部は外側へつまみLL
し九く終わる。底部の内面はユビナデ、外面はヘラミガキを施
す。日縁部の内面はユビナデのち放射状のヘラミガキ、外面イu
ハケナデをを施す。

;YR6/8橙色 1-2 mln互

少粒を含む。

長 好

Ｓ Ｄ

２０‐ 珊蔀
据径90 据部は「ハ」の宇に伸びる。端部は丸く終わる。脚部は中空で

ある。脚部の内面はユビナデを施し、シボリロがある。外面は
縦方向のヘラミガキを施す。裾部の内面はハケナデ、外面はユ
ビナデを施す。

5釈7/8橙色 l-2 1nm α
砂粒を含む。

良好

Ｄ

ｌ

Ｓ

２０

須恵器
霊

体部最)
径182

体部は横長の球形である。体部の内面上～中位は回転ナデ、下
位はユビナデを施す。外面の上～中位は回転カキメ、下位は回
転ナデを施す。外面の上位に凹線文を2条施す。凹線文の間に
は櫛状工具によるキザミロを施す。

10BG4/1暗 青 豚
色

1～ 3m¢
砂粒を含む。

良好

Ｓ Ｄ

２０２ 籍釉
受 部 雀
152

体部は内湾する。受部は水平に伸びる。受端部は丸く終わる。
体部および受部の内外面は回転ナデを施す。

;B4/1暗青灰色 l mlnの 砂�

を含む。

良好

SD
213

須恵器

壷 ?
底部は平らである。体部は内湾する。体部および底部の内面に
回転ナデを施す。体部の外面下位は回転ッヘラケズリ、中位に
回転カキロを施す。

;B4/1暗 青灰色 1～ 3 mln C
砂粒を含む。

良好

Ｓ Ｄ

３０‐

土師器
鍋か甑?

把手部分は外上方へ曲がり伸びる。端部は丸く終わる。内外面
はユビナデを施す。

lR6/8橙色 1-3 mln C
砂粒を含む。

良好

Ｓ Ｄ

３０‐

須恵器

杯身

118 体部は内湾する。受部は水平に伸びる。受端部は九く終わる。
日縁部は内上方へ直線的に伸びる。端部は面を形成する。日縁
部、受部の内外面は回転ナデを施す。林部の内面は回転ナデ、
外面は回転ヘラケズリを施す

^

586/1青灰色 1～ 2 mn¢
砂粒を含む。

良好

Ｎ Ｒ

４０‐

弥生土器

(後期 )

壺

頸 部 密
13 0

頸部は体部からゆるやかに曲がり外反する。頸部の内外面はヨ
コナデを施す。頸部の外面下位にキザミロを施す。

10YR6/8明 黄雅

色

1～ 2 mln¢
少粒を含む。

良 好

眼
４０‐

土師器

三

日径■ 0

器高23,7

口縁部は2段に屈曲する複合日縁である。端部は肥厚し面を形
成する。体部は横長の球形である。日縁部の内外面はヨコナデ
を施す。体部の内面下位はユビナデ、上位はヘラケズリとユビ

ナデを施す。外面はハケナデを施す。

10YR7/8黄橙色 1～ 4 mn互
砂粒を含む。

良好

Ｎ Ｒ

６０‐

古式上師暑

変

日径124
外部最赤

径146

日縁部は体部から屈曲し内湾する。端部は九く終わる。日縁剤
の内面はハケナデ、外面はユビナデを施す。体部の内面はヘラ
ケズリ、外面はハケナデを施す。日縁部、体部の内外面には煤
が付着している。

10YR5/1謝島うてて巳 lmの砂料
を含む。

良好

卿
７０‐
古式上師群
霊

雀部頸

)5

本部最大

垂165

体部は横長の球形である。日縁部は直立する頸部から屈曲し列
上方に伸びると思われる。体部の内面はユビナデを施す。下

`にはヘラ状工具による痕跡がある。外面はハケナデのちヘラミ
ガキを施す。顕部の内面はハケナデのちヘラミガキ、外面は^
ラミガキを施す。体部の外面下位には黒斑がある。

10YR6/1千島ラててL l mnの 砂准
を含む。

良好

畔
７０‐
古式土師器

甕

頸 部 雀

102
体部最チ

径152

体部は球形である。日縁部は「く」の字に屈曲し直線的に外上
方に伸びる。日縁部の内面はヨコナデ、外面はハケナデのちヨ
コナデを施す。体部の内面はユどナデ、外面はハケナデを施す。
体部の外面には黒斑がある。

5YR3/1黒褐色 l mnの 砂村

を含む。

良好

叫
７０‐
古式上師器

甕

日宿&144 日縁部は体部から屈曲し内湾する。端部は内側に肥厚し面を形
成する。日縁部の内外面はヨコナデを施す。体部の内面はヘラ
ケズジを施し、ヘラケズツは屈曲部まで及んでいない。外面は
ハケナデを施す。体部の外面には煤が付着している。

;YR5/1褐灰色 l mmの 砂沼
を含む。

良好

畔
７０‐
古式上師群

畜

口径156
14f部 最赤

径238

体部は球形である。体部最大径は中位にある。日縁部は内湾す
る。端部は面を形成し凹線状にくばむ。日縁部の内外面はヨコ

ナデを施す。体部の内面はヘラケズリを施しヘラケズソは屈曲
部におよんでいない。外面はハケナデを施す。体部の外面には
喋が付着している。

25Y6/1黄灰色 l-3m4¢
砂粒を含む。

良好
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表21 出土遺物観察表 (4)

豊物

番号

コ版

野号

遺構 器種
法量

(cm)

形態。調整等 色調 胎土 焼成 備考

叫
７０‐
古式土師番

甕

日径153
体部最チ

径213

体部は球形である。体部最大径は中位にある。日縁部は外反サ
る。端部は上方へつまみ出し、面を形成する。日縁部の内面に
ハケナデのちヨコナデ、外面はヨコナデを施す。体部の内面に
ヘラケズリを施し、ヘラケズリは屈曲部までおよんでいる。刻

面は左上がりのハケナデを施す。体部の外面には煤が付着 し<
いる。

15Y6/1黄 灰色 1-ヤ 3 mn¢

少粒を含む。

良好

畔
７０‐
古式土師器

高杯

日密争163 杯部は平らである。日縁部は外上方へ直線的に伸びる。端部は
尖りぎみに丸く終わる。日縁部、杯部の内面はヘラミガキのち
ヨコナデを施す。日縁部の外面はハケナデとヘラミガキのちヨ
コナデを施す。杯部の外面はヘラケズリを施す。杯部の外面に

は黒斑がある。

10YR7/21こ 迭ミし

黄橙色

l mlnの 砂濯

を含む。

良好

畔
７０‐
古式上師器

鉢

日径150
器高50

日縁部は 2段に屈曲する。端部は丸く終わる。日縁部の内外面
はヘラミガキのちヨヨナデを施す。体部の内面は横方向のヘラ

ミガキのち放射状のヘラミガキを施す。外面下位はヘラケス

リ、上位はヘラミガキを施す。

;YR6/8橙色 l mmの 砂准

を含む。

良好

lV 叫
７０‐
板状木製品長さ315

幅160
厚み53

長方形の板状木製品。短辺端部に方形のくばみが数箇所みら油

る。

/V 咄
７０‐
アカ取り 長さ290

幅90
厚み26

一本から李」り貫き加工している。塵取りに似た形の木製品であ

る。

1層 上自下器

甑 ?
把手は外上方に伸びる。端部は面を形成する。体部の内面はコ
ビナデ。外面はハケナデを施す。把手部はナデを施す。

;Y7/1灰白色 1-2 mln C
少粒を含む。

良好

1層 須忘器

鉢

日径238 日縁部は外上方にやや内湾して伸びる。端都は面を形成する。
日縁部の内外面は回転ナデを施す。

〈6/0灰色 l mlnの 砂村

を含む。

良好

1層 朝顔形円停

埴輪

タガの断面は台形である。内面はユビナデ、外面はヨコハケを

危す。タガ部はヨコナデを施す。

5R6/8橙色 1～ 3 mm C
砂粒を含む。

良好

1層 円筒埴輪 タガの断面は台形である。内面はユビナデ、外面はヨコハクを

施す。タガ部はヨコナデを施す。

5釈7/8黄橙色 l-311111互

砂粒を含む。

良好

2層 土師器
二重日縁養

日径 164 口縁部は2段に屈曲し外反する。端部は九く終わる。日縁部C
内外面はヨコナデを施す。

10YR8/8黄橙色 1～ 4 Hln¢
砂粒を含む。

良好

2層

鶉椛
口径 ■ 0

器高 52
貞部は平らである。日縁部は内湾する。端部は九く終わる。日

象部、受部、体部の内面は回転ナデを施す。体部の外面上位 lu

回転ナデ、下位は回転ヘラケズリを施す。

烙6/1青灰色 l mmの 砂右
を含む。

良好

2層 埴輪

円筒埴輪

タガの断面は台形である。内面は左上がりのハケナデ、外面は
ヨコナデを施す。タガ部はヨコナデを施す。

10YR8/3浅 黄荏

色

l mlnの 砂相

を含む。

良好

4層 古式上師審
高杯

裾径87 即部は「ハ」の宇に外下方へ伸びる。裾部は脚部から折れ曲が
りひらく。端部は面を形成する。脚部の内面はユビナデを施 し、
しばり目がある。外面は縦方向のヘラミガキを施す。裾部の内
71・面はユビナデを施す。

10YR7/8黄 橙色 1～ 2 mm¢
少粒を含む。

良好
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第 3章 まとめ

古墳時代前期 (布留式古相以前、首相～中相、新相)

古墳時代前期の遺構には、 1・ 2区で検出した河川 (N R401)がある。 N R401は 南東一北西方

向にほぼ直線に流れており、古墳時代中期前半に埋没した。 N R401は西側の研究会第28次調査地

のN R201・ N R202(原 田他2004)につながり、さらに西の寝屋川流域下水道竜華水みらいセンタ

ー水処理施設等建設事業に伴 う発掘調査で検出した05421流 路 (亀井他2007)と もつながる河)「 |

である。このことは研究会第28次調査報告書の第40図 (原田他2004)お よび研究会第23次調査報告

書の第181図 (原田他2006)に掲載しており、同河ナ|1付近における集落の分布を復元しているので参

照されたい。また、N R401と ほば同時期の遺構には南西部の研究会第24次調査地 3～ 4調査区で

検出した河川NR31001が ある(原田他2001)。 NR31001は N R401よ り上流に存在しており、NR
31001か らの分流であつた可能性が高いと考えられる。

N R401以前では、2区の下層確認 トレンチ陥 6で布留式新相に比定できる河川 (N R601・ NR
501)を 、その下層で布留式古～中相に比定できる畦畔701、 さらに布留式古相以前の溝を検出した。

畦畔701は、研究会第24次調査の第 4面で捉えた水田遺構の畦畔40001(原 田他2001)につながる

同一の遺構であると思われる。また、畦畔701の下面で検出した溝は、周囲の調査状況から、畑作

に関連した畝溝であった可能性がある。これらのことから布留式古相～新相までは本調査地周辺

には生産域が存在していたと推測できる。

古墳時代中期

古墳時代中期の遺構は 1区の南部と2区の東部で検出した。これらの遺構は N R401が埋没した

後の自然堤防上に構築されている。特に 1区で検出したS E301は 5世紀中ごろに比定できる。

同時期の遺構には研究会第24次調査地の 2調査区の上坑 S K31009、 3調査区の溝 S D31036、

S D 31037な どが挙げられる(原田他2001)。 また、北の大阪竜華都市拠点土地区画整理事業 (都市

機能更新事業)に伴 う発掘調査でも古墳時代中期面 :第 2-2面で土坑 S K092を検出している (西
村2003)こ とから、本調査地付近一帯に居住域があつた可能性が考えられる。

飛鳥～平安時代

飛鳥時代には南北方向に直線に伸びる溝 (S D201)を 可区の南西部と2区の東部で検出した。こ

の溝は南側の第24次調査地の 2調査区で検出した S D31014と 同一の遺構と思われる。 S D31014

は古墳時代中期中葉～後期中葉の遺物が出上しており、後期中葉には埋没したと推測されている

(原田他 2001)。 しかし、今回の調査では飛鳥時代の遺物が出上していることから、同遺構は古墳

時代中期に構築され、飛′鳥時代に埋没したと推測される。

飛鳥時代の遺構には、研究会第28次調査の 1調査区で検出したS K102がある。同遺構からは飛

鳥時代中期の上師器杯や須恵器杯蓋および、奈良時代前半の須恵器台杯長頸壺が出土し、飛鳥時

代中期 (7世紀後半)～奈良時代前期 (8世紀前半)ま で遺構は存続していたと考えられている (原

田他2004)。

これらから、飛鳥時代中期 (7世紀後半)～奈良時代前期 (8世紀前半)の居住域は第28次調査地
の東側に存在していたと考えられる。

187



平安時代の遺構には 1区の北東部で検出した S K206、 2区の西部で検出した S D213が ある。

S D213は研究会第24次調査の 1調査区で検出した溝 S D21001(原田他2001)につながり、さらに、

西の大阪竜華都市拠点地区竜華東西線建設に伴 う発掘調査の104河川 (西村2004)につながる同一

の遺構である。

本調査地に近接 して存在する同時代の遺構には、研究会第24次調査 3調査区で検出した井戸 S

E21002(平安時代前期後半 9世紀末～10世紀初頭 )、 井戸 S E 21003(平安時代前期  8世 紀末～

9世紀初頭 )、 1調査区で検出した掘立柱建物 S B 22001(平安時代後期以前)(原田他2001)お よび、

研究会第28次調査の上坑 S K105(平安Ⅱ期古  9世紀第 1四半期～第 3四半期 )、 土坑 S K106(平

安Ⅳ期古 11世紀後半)な どが挙げられる (原田他 2004)。 また、大阪竜華都市拠点土地区画整理事

業 (都市機能更新事業)に伴 う発掘調査でも古墳時代後期～古代面 :第 2-1面 で S K088(8世 紀

初頭 と11世紀の遺物が出土)を検出している (西村 2003)。 さらに、研究会第23次調査15調査区で検

出した土坑 S K201(平安時代中期 11世紀前半)、 16調査区の上坑 S K203(平安時代 I期  8世 紀

末～ 9世紀初頭)な どもある (原田他2006)。

各遺構の検出状況は疎 らで、時期幅があるが、上記 した遺構は比較的近接 して存在 しているこ

とから、平安時代の居住域は本調査地付近一帯に存在 していたと推測 される。

中世～近代

本調査地においては島畠や水田が広がつていた。検出した島畠は 3～ 4層 に、水田も 2～ 3層

に分けることが可能で、各層の上面は耕作に伴い攪拌を受けている。

2区では、井戸、土坑、溝を検出した。 この内、井戸 と上坑は、ほとんどが東部で検出 してい

る。井戸は水田や島畠に供給する灌漑用であつた可能性が考えられる。

参考文献
・西村 歩他 2003『人尾市亀井地内所在 久宝寺遺跡・竜華地区発掘調査報告書V』 一大阪竜華都市拠点土地区
画整理事業(都市機能更新事業)に伴う発掘調査 (財)大阪府文化財センター調査報告書 第103集  (財 )大阪府
文化財センター

・原田昌則他 2001『久宝寺遺跡第24次発掘調査報告書―大阪竜華都市拠点地区竜華東西線 3工区の掘削工事に伴

う―』 (財)人尾市文化財調査研究会報告69(財 )人尾市文化財調査研究会
。原田昌則他 2004「 I 久宝寺遺跡(第28次調査)」『久宝寺遺跡 (財)人尾市文化財調査研究会報告77』 (財)人尾
市文化財調査研究会
・西村 歩他 2004『人尾市 久宝寺遺跡・竜華地区発掘調査報告書Ⅵ』―大阪竜華都市拠点地区竜華東西線建設
に伴う発掘調査 (財)大阪府文化財センター調査報告書 第118集  (財)大阪府文化財センター
・原田昌則他 2006「 I 久宝寺遺跡(第23次調査)」『久宝寺遺跡 (財)人尾市文化財調査研究会報告89』  (財 )
人尾市文化財調査研究会
・亀井 聡他 2007『人尾市 久宝寺遺跡・竜華地区発掘調査報告書Ⅷ―寝屋)「 1流域下水道竜華水みらいセンター
水処理施設等建設事業に伴う発掘調査他―』 (財)大阪府文化財センター調査報告書 第156集 財団法人大阪
府文化財センター

・坪田真一他 2008「 3.久宝寺遺跡第70次調査(KH2006 70)」 『平成19年度 (財)人尾市文化財調査研究会事業報告』

(財)人尾市文化財調査研究会
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調査地周辺 (南西から)【中央は」R久宝寺駅 奥は生駒山地】

調査地周辺 (東から) 1区 機械掘削 (西から)

刊区 調査状況 (南西から) 2区 調査状況 (南西から)
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1区 第 1面全景 (南から)

1区 第 2面全景 (南から)
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1区 第 3面全景 (南から)

1区 第 4面全景 (南から)
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1区  S D201遺物出土状況 (西から) S E301遺物出土状況 (南から)

1区  S D308(西から) S E301(南から)

1区  S D308遺物出土状況 (南西から) 1区  S E301井戸枠検出状況 (南から)

1区  N R401(南から) 1区  S E301調査状況 (南西から)
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2区 第 4面全景 (西から)
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2区  S D201(北 から)

2区  S D201
遺物出上状況 (北から)

2区  S D201
調査状況 (南から)
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2区  N R401(】 しから)

2区 下層 トレンチNo.6
畦畔701検出状況 (南から)

2区 下層 トレンチN66
畦畔701遺物出土状況 (北から)
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1区 S D201(3)、 S E301(9～ 13 Wl～W3)出土遺物
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1区 S K304(16)、 S D308(19)、 2層 (30)、 3層 (31)、 2区 S D122(32)、 S D201(33・ 35)、 N R401(41)、
畦畔701(43・ 47・ 49・ W4・ W5)出土遺物
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所 収 遺 跡

ふ り が な

所  在  地
コード

北緯 東経 調査期間
調査面積

(∬ )

査

因

調

原市町湘 遺跡番号
きゅうほうじいせき

久宝寺遺跡

(第 13次調査)

おおさかふやおしじんむちょう

大阪府人尾市神武町
27212 34度 37分

33秒

135度 34分

47秒

19911216-

19920123
設計棟

他建設

きゆうほうじいせき

久宝寺遺跡

(第 14次調査)

おおさかふやおしじんむちょう

大阪府人尾市神武町

大阪市平野区加美東 7丁 目

27212 34度 37分

34秒

135度 34分

34元少

19920526-

0810
店舗付

共同住

宅建設

配送セ

ンター

建築

きゆうほうじヤ`せき

久宝寺遺跡

(第 18次調査)

おおさかふやおしじんむちょう

大阪府人尾市神武町
27212 34度37分

32秒

135度 34分

42秒

19940901-

1012

きゅうほうじいせき

久宝寺遺跡

(第27次調査)

おおさかふやおしかめいちょう

大阪府人尾市亀井町 3丁 目
27212 34狙電37う)

25万少

135度 34分

35秒

19990517-
0721

排水処

理場・工

業用水

槽等建

設
きゆうほうじヤ`せき

久宝寺遺跡

(第59次調査)

おおさかふやおしおおあざかめい

大阪府人尾市大字亀井
27212 34度 37分

17秒

135度 34分

59秒

20040805-

1130

共同住

宅建設

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構・地層 主な遺物 特記事項

久宝寺遺跡

(第 13次調査)

集落

=墳
時代初頭～前期

子墳時代前期

禁良～平安時代

兼倉時代

斤世

竪穴住居

井戸 土坑
溝穴刀坑

川

土

河

一戸
溝

井

一戸

溝

溝

井

古式上師器 石器
古式上師器 木製品
土師器 須恵器 瓦器
土師器  須恵器  瓦器
陶磁器

黒漆を塗つた県形伺

木製品が出土した。

久宝寺遺跡

(第 14次調査)

集 落

弥生時代後期末～古好

時代前期

古墳時代前期

飛鳥～奈良時代

竪穴住居 掘立柱建物 井戸 土
坑 溝 ピット
竪穴住居 井戸 土坑 溝 ピッ
ト

掘立柱建物 溝 ピット

古式上師器

古式上師器

須恵器

久宝寺遺跡

(第 18次調査) 集落

古墳時代初頭～前期

古墳時代前期

竪穴住居 井戸 土坑 溝 ピッ
ト

溝

古式上師器 朝鮮半島に類例が洗

る台脚付短頸壺や子[

手付鉢が出土ぅ

久宝寺遺跡

(第 27次調査) 集落
古墳時代初頭～前期 竪穴住居 土坑 小穴 溝 古式上師器 北陸系、山陰系、阿

波系、讃岐系の土器

が出上した。

久宝寺遺跡

(第 59次調査)

集 落

古墳時代初頭～前期

古墳時代前期～中期

古墳時代中期

飛鳥～平安時代

中世～近世

近代

小穴 構 畦畔 河川
河)||

井戸 土坑 小穴 溝
土坑 小穴 溝

田水畠島溝坑

坑

土

土

一戸
一戸

井

井

古式上師器

古式上師器

須恵器 土師器
須恵器  土師器  黒佳
土器

要約 13次調査では、古墳時代前期の河川から多量の上器とともに黒漆を塗つた環形付木製品が出土した。14次調査では、
弥生時代後期末～古墳時代前期にかけての住居を確認した。18次調査では、古墳時代前期の上坑および溝から台脚付
短頸壺・把手付鉢が出土した。これらの上器は朝鮮半島産の上器の特徴と類似し、同半島との交流を物語るものであ
る。27次調査では、古墳時代前期の遺構から北陸系、山陰系、阿波系、讃岐系など他地域から搬入された土器が出土
した。59次調査では飛鳥時代および古墳時代中期の遺構を確認し、居住域の存在が判明した。
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久宝寺遺跡 (第 13次調査)

久宝寺遺跡 (第 14次調査)

久宝寺遺跡 (第 18次調査)
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